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　我が娘シルフィエットは生まれた時から不ふ憫びんな子だった。

　緑色の髪。

　世間的には悪魔の髪と言われるもので、生まれた当初、妻は愕がく然ぜんとした顔で私を見たものだ。

　私も妻も、髪は緑ではない。

　妻は慌てたように、自分は不貞をしてはいないと主張した。

　無論、妻が私のことを心の底から愛しているのは知っている。疑いなどしなかった。

　むしろ、申し訳ないと思ったのは私の方だ。

　あのような髪になってしまったのは、私の祖先が関係していると睨にらんでいる。

　私は長耳族エルフとのハーフだ。父親は定かではなく、母も自分の家系については教えてくれなかった。ゆえに、シルフィエットの髪は父親か、母の祖先の血が出てしまったのだろう。

　私の祖先が問題なのだ、生んでくれてありがとう、と言うと妻は泣きだした。

　妻も、獣族の奴隷と、見知らぬ誰かの間に出来た子供だった。

　お互いに父親のわからぬ者同士で出会い、惹ひかれ合い、子供を生んだのだ。

　私も泣いた。二人で泣きながら、この子は愛情をかけて育てようと神に誓ったものだ。




　娘が生まれてから、私はすぐに村の男衆に相談した。

　娘の髪は緑色だが、決して良からぬ存在ではない。私も村のためにできることはするから、できれば害することなく受け入れてほしい、と。

　頷うなずいてもらえたのは、私のそれまでの行いが良かったからだろう。

　私は村が出来た当初から住みつき、駐在騎士であるパウロが来るまでは、一人で魔物を減らす仕事をしていた。

　村人たちとは、良好な関係を築いてきた。その結果だ。

　それに、村人の気性もよかった。さすがはアスラ王国というべきか、豊かな国は村人もおおらかであるらしい。別の国なら問答無用で迫害を受けるところだ。

　この村でなら、娘も健やかに育っていけるだろう。

　その時はそう楽観視していた。




　大人のルールが子供には通用しないと知ったのは、娘が四歳になった頃だ。

　ちょうど、村に聖級魔術師ロキシーが訪れ、村人に受け入れられるようになった頃。

　娘が村の子供たちの標的にされ始めた。

　青色の髪を持つロキシーが魔族だ、という話が広まったのも原因の一つだったのだろう。

　大人が子供に聞かせる英雄譚たんでは、魔族はいつだって敵だ。

　村の子供たちも最初はロキシーを標的にしていたが、さすがは聖級というべきか、彼女は子供を軽くあしらう術すべを心得ていた。

　そのロキシーがいなくなり、代わりのように標的になったのが、緑色の髪を持つ娘だ。

　抗あらがう術を持たない娘は、道を歩いているだけで泥玉を投げつけられ、時には棒を持って追いかけ回された。

　腸はらわたが煮えくり返る思いだった。

　もっとも、いくら娘がやられているとはいえ、村の大人たちは私たちに便宜をはかってくれている。

　怒りにかられて子供たちを痛めつけるわけにはいかない。

　だからまず、なぜそんなことをするのか、と私は聞いた。

　驚いたことに、子供にとって魔族を標的にするというのは遊びだった。

　泥玉を投げて、棒を持って襲いかかって、その上であっさりとやられて逃げ出すか、ロキシーが気を利かせてやられたフリをするかまでがセオリーだというのだ。

　娘にはその遊びはまだ早い、怖いだけなんだ、だからやめてくれと頼んだ。

　しかし、子供たちは聞く耳を持ってくれなかった。




　その後も、対処はしたのだ。

　妻は娘の髪を短く切り、逃げやすいようにとズボンを縫った。

　私は子供たちの親に娘がイジメられていたら助けてやってくれと頼み、娘の五歳の誕生日にはロアの町まで行き、なけなしの金をはたいてフード付きの上着を買ってやった。髪を隠すために。

　だが、解決しなかった。

　大人たちは娘がやられていると助けてはくれたが、イジメは大人たちが見ていないところで行われるようになり、五歳の娘は外に出るのを怖がり、次第に元気が失われ、笑顔もなくなった。

　いっそのこと別の土地に移り住むかとも思ったが、あの髪ではどこに行っても同じだ。この村は大人たちに理解があるからマシなほうだろう。子供たちがもっと成長すれば分別をわきまえてくれるはず、しかし娘にとってその数年は……と、妻と一緒に悩む日々が続いた。




　そんなある日、娘は唐突に元気を取り戻した。

　ルーデウスに出会ったのだ。

　彼は娘を救い、今もなお守ってくれている。

　娘もすっかり彼に懐なついており、最近は食卓でも彼のことしか口にしなくなった。

　昨晩の食卓でも、「今日はルディがね──」「明日もルディとね──」と、嬉うれしそうに話してくれた。

　久しぶりに見る娘の笑顔。

　我が家の食卓にも、久しぶりに明るさが戻ってきた。

　しかし、問題というものは次々に起こるものだ。

　私は娘に発生した次なる問題に対し、頭を悩ませている。




「はぁ」

「どうしたロールズ、ため息なんかついて」

　深夜。

　持ち回りで行われる見張りの最中に、パウロが声をかけてきた。

　知らぬ間に、ため息が漏れてしまっていたらしい。

「ああ、パウロさん」

　パウロはルーデウスの父親だ。

　騎士として村に駐在し、村の平和を守ってくれている。

「悩みがあるなら聞くぜ？」

「いえ、悩みというほどではないのですが」

「まぁ、話してみろよ、どうせ暇なんだし」

　暇と言えるのは、彼が並の剣士ではないからだ。

　彼は三大流派をそれぞれ上級まで取得している。このあたりの魔物では、彼に傷ひとつ負わせることはできないだろう。

　彼ほどの腕なら、首都でも十分にやっていけるだろうに。なぜこんな辺へん鄙ぴな村にいるのか……。

　しかし、彼の息子が私の娘を救ってくれたのだと思うと、この村にいてくれてよかったと心から思う。

　もっとも、現在頭を悩ませているのも、その延長線上のことなのだが……。

　そうだ。だからこそ、彼なら何かしらの解決策を示してくれるかもしれない。

「実は……」

　私は最近頭を悩ませていることについて、話してみることにした。

「昨晩、妻が『明日はお父さんが見張り台に行くから、昼ごろには帰ってきて準備を手伝ってあげて』と娘に言いつけたんですよ」

「おぉ、もう手伝わせてるのか、偉いな」

　パウロは感心したように頷いていたが、シルフィもルーデウスも、もう七歳だ。

　五歳を過ぎたら家のことを少しずつ覚えさせていくのが普通だと思うが……。

　いや、そもそもパウロは三歳の頃からルーデウスに英才教育を受けさせているのだったか。

「で、それの何が問題なんだ？」

「娘が帰ってきたのが、夕方頃だったんです」

　そう、最近娘は言いつけを守らなくなった。

「あー……でもま、よくあることだろ、遊んでたらついつい時間を忘れるってのは」

「一度ならいいんですがね、ここ最近、多いんですよ」

　何事もない時は、普通に手伝ってくれるし、言うことも聞いてくれる。

「しっかり叱しかって、次から気をつけさせればいいじゃないか」

「叱っても『だってルディが……』と当然のように言い訳するだけで、あまり聞いてくれなくて」

　そう言うと、パウロは真顔になった。

「ああ、いえ、別にルーデウス君が悪いと言いたいわけではないんです。彼には、世話になっています」

　彼には娘を救ってもらった。五歳になって外を出歩くようになる頃、村の子供たちに魔族だ敵だとはやし立てられ標的にされていた娘を……。

　そのことは感謝しているし、娘が彼に懐くのもわかる。

　しかし、本当にシルフィは言い訳が増えた。

　五歳ぐらいの頃には私や妻の言うことを絶対だと思っていたはずなのに、最近ではルーデウスの言葉が絶対で、私たちは二の次に思われてしまっているかのようだ。

　それも当然だろうか。なにせ私たちは辛つらい時に娘を救えなかったのだから。

「ただ、やっぱりあの歳で親の言うことを聞いてくれないということに、不安に思うところがありましてね」

「……」

　パウロは難しい顔をしていた。

　何か思うところでもあるのだろうか。

「まあ、それももう数年すれば、変わるのかもしれませんがね」

　今の娘の頭の中にはルーデウスのことしかないのだろう。

　親の言いつけを忘れてしまうほどに、そしてその理由を尋ねると「だってルディが……」と彼の名前を出すほどに。

　でも、成長に従って分別がつくようになれば、きっと親の言うことも聞いてくれるようになるだろう。

「だと……いいがな……」

　その時、パウロは怖い顔をしていた。

　殺気すらあったように思う。

「このままじゃ、いけねえな……」

　パウロはポツリと意味深に言って、押し黙ってしまった。

「……」

　私もそんな彼の態度に気け圧おされるように言葉を失った。

　そのまま、お互いに何も喋しゃべらず、重苦しい空気のまま見張り番を終えた。




　この時、パウロが何を考えていたのかを私が知るのは後日の話となる。
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　腹が減った。

　まともな飯は、もう何日も口にしていない。豪腕を誇った腕には力が入らず、俊足でならした足はガクガクと震え、立つこともままならない。

　何もかもが空腹のせいだ。

　腹の中には何も入っていない。昨日、道端で捕まえた虫を食ったのが最後だ。

　そして、その夜中、猛烈な胃痛に見舞われた。激痛の中、何度も何度も吐いた。夜中に一睡もできず、それまでに食べたものも全て吐き出し、尻の方からも排はい泄せつして、ようやく胃痛は収まった。間違いなく、あの虫が原因だろう。

　虫が原因で、今、あたしは無様にも仰あお向むけに倒れ、空を見上げている。

　落ちきった体力に加え、一晩中胃痛と戦った体には、すでに立ち上がる力すら残されていなかったのだ。

「ここで終わりか……」

　死ぬ。

　あたしはそう悟った。

　少し歩けば街道に出られるが、そんな力は残っていない。よしんば力が残っていたとしても、金も力も残されていないあたしを、誰が助けるものか。

　あたしは死ぬ。ここで死ぬ。ギレーヌ・デドルディアは、ここで餓が死しするのだ。

　剣王ともあろう者が、戦いの中で死ぬのではなく、無様に餓死するのだ。それも、あんなちっぽけな虫を食ったのが原因で。

　そう悟ると、今までのことが走馬灯のように蘇よみがえってきた。




　思い出すのは、パウロたちとのパーティを解散した日とその後のことだ。

　あの日は誰もが不機嫌で、誰もが別れを望んでいた。

　あたしも例外なく別れたいと思っていたが、別れた後、言い知れぬ寂しさが胸の内を占め、一ヶ月はその憂ゆう鬱うつな気分に顔をしかめていたのを憶おぼえている。

　解散後、あたしは中央大陸を転々とした。今まで通り、迷宮探索を続けようと考えていた時期もあったが、一人では食料やアイテムの管理がどうしてもできなかった。それでも、他のパーティに入るつもりはなかった。他者とうまくやっていけないのは、何より自分がよく知っていた。

　それに、あの時のような別れの気分を味わうのは嫌だった。

　その気分を払ふっ拭しょくするように、あたしはアスラ王国へと移動した。

　アスラ王国は、とても豊かな国だと聞いていたから、あたしのような奴でも、なんとか仕事にありつけるかもしれない、と思っていた。

　浅はかだった。

　アスラ王国は、冒険者──特に上位ランクの冒険者にとって生きにくい場所だった。

　首都アルスには、あたしが受けられる依頼はほとんどなかった。

　戦うことしか能のないあたしは討伐依頼を探したが、せいぜいあってもＣランクで、Ｓランクのあたしが受けることはできなかった。そのくせ、アスラ王国の物価は高く、宿に泊まっているだけでも、パーティを組んでいた頃に少し溜ため込んでいた金がすぐになくなった。

　依頼がないなら、自分で魔物を倒し、その収集品を売って生活すればいい。

　そう考えたものの、首都近辺に魔物の姿はなかった。普段から騎士団が狩り尽くしているらしいと聞いたのは、完全に金がなくなった後のことだ。

　宿を追い出されたあたしは、町中をさまよった。

　残飯を漁あさりながら、野良犬のように生きた。盗みや殺人は、剣神様ししょうに「人の社会で生きたければ、人のルールを守れ」と強く躾しつけられていたため、決してやらなかった。

　そんな中、ある噂うわさを聞いた。

『北東にあるフィットア領の城じょう塞さい都市ロアでは獣族が優遇されている。仕事にあぶれた獣族が行けば、何かしらの仕事がもらえる』

　あたしはそれにすがりつくように、移動を開始した。

　ロクなものを食っていなかったせいで体は重かった。旅に耐えられるような状態ではなかった。だが、それでも北東を目指した。

　食えそうなものがあれば、草でも虫でも全部食った。小川を見つければ、吐きそうになるまで水を飲んだ。森の中に入り、動物や森の恵みを狩ろうと考えたこともあったが、アスラ王国では認可を持つ狩人以外は獲物を狩ってはいけないという決まりがあったのを思い出し、断念した。

　そうして、フィットア領に入り、城塞都市ロアまであと一歩……というところで、力尽きた。

「最後に食ったのが、苦虫とは、笑えんな……」

　思い出すのは、昨日食った虫だ。

　いつもなら、毒虫や毒草は匂いで嗅ぎ分けられるのだが、空腹のあまり鼻も利かなくなっているらしい。

　あるいは、毒でもなんでもなかったか。消化する体力すら残されていなかったため、吐き出すほかなかったのかもしれない。

　何にせよ、何も食えず、体も動かない。

　終わりだ。

「こんなところで死ぬとは、想像もしていなかったな……」

　少なくとも、剣の聖地で共に修行した者たちや、剣神様ししょうは、あたしがここで野垂れ死ぬとは思っていなかっただろう。

　あたし自身も、死ぬ時は戦いに敗れて死ぬのだと思っていた。

　あるいは、大森林の連中は、あたしがこういう死に方をすると予想していたかもしれない。あそこの連中は、事あるごとにあたしの死を望んでいたし……いや、それは予想ではなく願望か。

　ああ、そうだ。一人、こういう死に方をすると予言していた奴がいたな。

『ギレーヌ。お前さんは、俺らと別れた後、仕事が見つけられず、あちこちうろついてる間に餓死しそうだな』

　ギース。パーティでシーフ役を務めていたあの男は、確かにそう言っていた。

　まさに、その通りになった。

　あの男はたまに未来予知でもしているかのように、的確に物事を言い当てる。

　他には、なんと言っていたか……そう、確か……。

『お前さんは剣の腕は確かなんだ。人付き合いを怖がらず、誰かを手伝ったり、誰かに剣でも教えてやりゃあ、食いつなげるだろうさ』

　そうか。そうだ、そうすればよかった。

　当時は剣なんて教えられないと思ったが、パウロに教えたようにやれば、あるいは弟子の一人も育てられるかもしれない。

「ハッ」

　こんなアドバイスを今さらになって思い出すとは……相変わらず、あたしは頭が悪いな。

　これでは、パウロに馬鹿にされても言い返せない。

「パウロ、か」

　そういえば、あの男はどうなったろうか。ゼニスとの子供は、無事生まれただろうか。

　アスラ王国に移動するとは聞いたが、その後については何も聞いていない。

　少し心配だったが……。

「ふっ」

　心配という言葉に、小さな笑いが漏れた。

　パウロはなんだかんだで要領のいい奴だった。パーティの解散の時、最後の最後で失敗したが、普段は大きな失敗とは無縁で、小さな失敗はしばしばやらかしたが、最終的にはうまく収めている、そんな感じの男だったから、今はきっとうまいことやっているだろう。

　そんな奴を、死にかけている愚かなあたしが心配するなど、おこがましいにも程がある。

「…………」

　あたしは本当に、愚かだ。

　もっと違う道もあったろうに、もっと違う方法も選べたろうに……。

「あたしは、こんなにも生きる力がなかったんだな……」

　生まれ変わったら、今度はもう少し勤勉になろう。

　馬鹿だからと開き直らず、覚えられるまで頭を捻ひねろう。

「……つまらん人生だった」

　ぽつりと呟つぶやき、あたしは目を閉じた。

　せめて眠りの中で死にたい。




　そこで、ふと、あたしの顔に影が差した。
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　その日、エリス・ボレアス・グレイラットは川遊びに出かけていた。

　祖父のサウロスと一緒だ。

　サウロスは厳しい人物だったが、孫娘には甘かった。

　その日も、「町の外を見てみたい！」というエリスの願いに応え、忙しい仕事の合間を見つけて、エリスを遊びに連れていったのだ。

「エリスや、楽しかったかい？」

　サウロスは帰りの馬車の中、満足げな表情を浮かべるエリスにそう聞いた。

「とっっっっても楽しかったわ！」

　エリスは当然のようにそう答えた。

　見渡すかぎりの草原の中、冷たい水の中で魚を追いかけたり、岩から飛び込んだり、泳いだり……。

　普段は家の中に閉じ込められ、たまの外出でもせいぜい町中にしか行けないエリスにとって、草原の中の川というのは、今までに体験したことがないほど開放的で、素晴らしかった。

「また連れてきて！」

「おお、もちろんだとも」

　サウロスはにこやかに笑いながら頷うなずきつつ、今度はもっと遠くがいいと考えていた。

　確か、エリスはまだ海を見たことがなかったはずだ。川遊びの途中でも「海は川と違って塩辛くて広くて深いのよね？」とお付きのメイドに聞いていた。

　川であれだけ大喜びしていたのだから、海を見れば飛び上がって喜ぶだろう。

「今度は海に──」

「馬車を止めて！」

　言いかけたサウロスの言葉を遮るように、エリスの叫びが馬車内に響いた。

　御者台の従者は小窓からサウロスの様子を窺うかがう。

　サウロスは即座に頷いて、馬車を止めさせた。

「エリスや、何を──」

「待ってて！」

　馬車が止まると同時に、エリスは外へと飛び出した。

　サウロスは護衛に顎あごで追いかけるように指示し、自らもまた馬車から降りた。

「……」

　幸い、エリスはさほど遠くには行っていなかった。

　馬車から十メートルほど離れた草むらで、護衛と一緒に下を覗のぞき込んでいた。どうやら何かを見つけたらしい。

「お祖父じい様！」

　サウロスは大股でエリスの場所へと急いだ。

　そして、エリスが見つけたものを見下ろした。

「行き倒れか！」

　そこには、一人の女獣族が目をつぶって仰向けに倒れていた。

　身なりを見るに、おそらく冒険者だろう。だが、その頬ほおはやつれ、死相が浮かんでいる。

「お祖父様！　獣族よ！」

「ほう、珍しいな！　ドルディア族だ！　耳と尻尾を見るに、デドルディアか！」

　アスラ王国でドルディア族を見ることはほとんどない。まして純血のデドルディアなど、獣族の王の血筋だ、大森林から出てくることなど滅多にない。

　それが、こんなところで行き倒れていようとは……。

「む……」

　そこで倒れていた女が、うるさそうに耳をピクつかせながら、うっすらと目を開いた。まだ息があったらしい。

　即座にエリスがしゃがみ込んだ。

「ねぇ、こんなところで何をしているの？」

「…………これから、死ぬところだ」

　女冒険者はエリスを無遠慮に見つつ、かすれた声で答えた。

「そう！　でもあなたの耳と尻尾、とっても綺き麗れいよ！　死ぬなんてもったいないわ！」

「……もったいなくても、あたしには、もう生きる力がない。放っておけ」

　女冒険者──ギレーヌはそう言った。

　まだ生きていたいと思いつつも、気力も体力も残っていなかった。助けてほしいという言葉は、なぜか出てこなかった。

　ギレーヌは、すでに死を受け入れていた。ここで野垂れ死ぬのが運命だと。

　もっとも、そんなこと、エリスにとってはどうでもよかった。

「じゃあ！　私が飼ってもいいわね！」

　エリスの溌はつ剌らつとした声が草原に響き渡った。

「ねぇ、お祖父様、いいでしょ!?」

「構わん！」

　サウロスは即座に答えた。デドルディアが我が家に来るのであれば、断る理由などなかったからだ。無論、ギレーヌが良からぬ考えを持つ者である可能性は、考えていない。

「……」

　ギレーヌはポカンとした目でエリスとサウロスを見た。

　何が「じゃあ」なのか、何が「構わん」なのか、まったく話が通じていないことに、困惑していた。

「フッ」

　だが、大昔の自分もこんな感じだったのか、と思い出し、自然と笑いが漏れた。

「あたしを飼うなら、あたしはお前に剣を教えてやろう」

　昔のパーティメンバーの言葉を思い出し、そう言った。

「本当!?」

　するとエリスは嬉うれしそうに顔をほころばせた。以前から剣を習ってみたいと思っていたのだ。

「約束よ！」

　こうして、ギレーヌの運命は決まった。

　その場でお昼のお弁当の残りが与えられ、ギレーヌの命は救われた。

　ギレーヌは生き長らえられたことに感謝し、エリスに忠誠を誓ったのだった。




　しかし、この時は誰も知らなかった。

　ギレーヌが『剣王』であることを。

　そして、ギレーヌを師としたエリスがめきめきと剣の腕を上げていくことを……。
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　エリス十歳の誕生日の八年前。

　エリスの父フィリップは落胆と退屈の日々を送っていた。

　政争に負けて、ボレアス家の当主の座を奪われてから約一年。

　ロアの町長補佐という地味な仕事をしつつ、ノイローゼ気味になってしまった妻ヒルダをなだめつつ、サウロスに怒鳴られる日々だ。

　怒鳴られるのは幼少の頃からのことゆえ気にも留めなかったが、ロアという町では自分の力を一〇〇％発揮できず、もどかしさも覚えていた。

　そんなある日のことである。

　フィリップの元に、パウロ・グレイラットが現れた。

　パウロを名乗る男は記憶とは似ても似つかない人物であった。しかし、当然だ。フィリップが最後にパウロと会ったのは、十年近くも前なのだから。

　そんなパウロは、フィリップの顔を見るなり、頭を下げた。

「安定した生活が欲しい、何か仕事をくれ」

　事情を聞いてみると、十年ほど前にノトスの家を出奔した彼は、冒険者としてミリス大陸や中央大陸南部を旅していたが、一人の女性を妊娠させてしまったため、責任を取るべくアスラ王国へと戻ってきたのだという。

　彼の隣にいたのは、その妊娠させたという女性だった。

　ミリス系貴族の顔立ちの美人で、確かに妊娠とわかるほどに腹が膨らんでいた。

「……」

　アスラ王国では、子育てをするなら一ヶ所に定住するのが望ましいとされている。

　そのため、パウロはアスラ王国へと戻ってきて、しかし後ろ足で砂をかけて出奔したノトスには戻れず、ボレアス──古い友人であるフィリップを頼ってきたのだ。

「頼む。お前しか、頼める相手がいないんだ」

　パウロは、やや戸惑うフィリップに対し、膝をつき、頭を下げた。

　このような挨拶は、町人や職人のものである。アスラ貴族がするものではなかった。

　ゆえに、フィリップは侮ぶ蔑べつ的な目で、パウロを見た。

　パウロ・ノトス・グレイラットという男は、ノトス・グレイラットの長男だ。つまり本来なら、ノトスの当主になる男だった。

　しかし、それも過去の話だ。

　出奔と同時に勘当扱いとなったパウロは、もはやアスラ貴族ですらない。

　利用価値は存在せず、フィリップにとってはゴミも同然であった。

「トーマス、彼らを──」

　フィリップが執事に命じ、冷淡にも二人を叩たたき出そうとした瞬間、

　バンッ！

　と、部屋の扉が大きな音を立てて開け放たれた。

　のしのしと応接室に入ってきたのは、サウロスだった。

　彼は膝をついているパウロを見下ろした。

「フン、パウロか！」

「サウロス様、お久しぶりです」

「でかくなったな！　だが相変わらず貴様は挨拶の仕方を知らんと見える！　それが栄えあるアスラ貴族の挨拶か！」

「今のオレ……私は、アスラ貴族とは、関係ありませんので」

「愚か者め！　貴様がアスラ貴族と無関係であれば、この館やかたに踏み入ることすら許さんわ！」

　その言葉に、パウロはハッとしたような顔をして、しかしやはり膝はついたまま頭を下げた。

「しかし、スジが通っていないことは、わかっていますので」

「フン！　そういうところは父親譲りだな！」

　父親と聞いて、パウロの顔が歪ゆがんだ。

「あの男はスジの通らんことは大嫌いだった！　だが、奴は杓子定規しゃくしじょうぎすぎるのだ！　十五年ほど前に奴の館やかたで酒を酌くみ交わした時もそうだった！　奴は酒瓶の中身まで等分しようとしたのだ！　儂わしがこっちのワインはまずい、飲みたくないと言っても、自分もまずいと思うから二人で分け合おう、栓を開けたなら飲むのが礼儀だとわざわざ──」

　サウロスの長い話が始まる中、フィリップは、ふと昔のことを思い出した。




　十五年ほど前。

　フィリップが学校に入る前だから、四歳か五歳ぐらいの時か。

　ある日、サウロスはノトスの領土であるミルボッツ領へと赴くことになった。

　その時、フィリップもその旅に同行していた。

　フィリップにとって初めての遠出の旅だった。初めてフィットア領の外へと出たのだ。

　初めて見るミルボッツ領のぶどう畑や風車小屋に興奮していたのを憶おぼえている。

　そして、その興奮はノトスの屋敷に到着し、サウロスとノトスの当主が昼間からワインを呷あおり始めてもなお、続いていた。自分の家と同じぐらいの広さを持つその屋敷は、フィリップの好奇心を刺激するには十分であったからだ。

　フィリップはサウロスの目を盗むように部屋を脱出し、屋敷の探索を始めた。

　いつものフィリップであれば、そんな腕白な行動などせず、サウロスのそばか、あるいは与えられた部屋でじっとしていたことだろう。そうしていれば、使用人あたりが気を利かせて、何かおもちゃやお菓子を持ってきてくれるため、退屈が紛れるからだ。

　初めての遠出の旅が、フィリップを大胆にさせていた。

　しかし、ノトスの屋敷は、ボレアスの館ほど面白い構造をしているわけではなかった。

　同じような部屋が同じように並び、同じような光景が続いているのだ。

　窓の外を見れば、あるいは何か面白いものが見えたかもしれないが、フィリップの背丈は窓ガラスから外を見るには低すぎた。

　延々と続く廊下に、ずらりと並ぶ扉。

　面白そうなものは一切存在せず、フィリップはすぐに探索に飽きてしまった。

　飽きてくれば、次に思い浮かぶのはサウロスの顔だ。

　勝手に出歩いたと知れれば、癇かん癪しゃく持ちの父親はすぐにフィリップの頭にゲンコツを落とすだろう。

　早く戻らなければならない。

「あれ？」

　しかし、そう思った時には、すでに遅かった。

　すでにフィリップは迷っていた。

　自分がどの部屋からやってきたのか、どういうルートを通ってきたのか、わからなかった。

　そう、ノトスの屋敷は外敵に備え、既視感を植えつけるような構造になっていたのだ。

　フィリップはそれでも、なんとか記憶を頼りに、最初にいた部屋へと帰り着こうとした。だが、迷子が歩けばさらに迷うのが道理。フィリップはあっという間に、自分が今何階にいるのかすら、わからなくなってしまった。

　フィリップは心細くなり、不安げな面持ちで、屋敷の中をさまよい歩いた。

「父上……どこですか……誰かいませんか！」

　道を聞こうにも、呼べども叫べども、誰も来ない。

　この時、運悪く使用人は昼の休憩時間であり、屋敷の中はほとんどが無人であった。無論、まったくの無人というわけではないが、フィリップが立ち入ったのがあまり使われていない区画だったため、誰もやってくることはなかった。

　迷っていた時間は、せいぜい十分といったところだっただろう。だが、フィリップにとってその時間は一時間にも二時間にも感じられた。

「う……うぇ……」

　やがて彼は行き止まりにたどり着き、あまりの心細さから座り込んで泣き始めてしまった。

「うぇぇぇぇん……うぇぇぇぇぇん……」

　泣けども泣けども、誰も来てはくれない。

　自分はこのまま、迷路のようなこの屋敷の中で餓が死ししてしまうんだ。

「おい」

　そう思った時、フィリップの背中に影が差した。

「ひっく……ひっく……」

　フィリップは泣きながら、その影の主を見た。

　それは明るめの茶髪を持つ、一人の少年だった。

　歳の頃はフィリップと同じぐらいか、やや上といったところだろう。身なりは良かったが、ズボンの裾に泥がついており、襟元は少し破れていた。

「なに泣いてんだ？」

「た、探検、してたら、ま、ま、迷っちゃって……父上が、どこにいるか、わかんなくて」

「そうか、じゃあ、ついてこい！」

　少年は顎あごで廊下の先を示し、歩きだした。

「う、うん」

　フィリップは涙を拭ぬぐって、少年の後を追った。

　それが、フィリップとパウロ・ノトス・グレイラットとの出会いだった。

　フィリップはその後、その少年が道案内をしてくれるものと思ってついていき、少年の遊びに付き合わされて、夕方になる頃には泥だらけにされてサウロスに叱しかられてしまうのだが、それは置いておこう。




　不思議と、フィリップはパウロとの縁があった。

　その後もサウロスは何度かミルボッツ領へと赴き、その度にフィリップはパウロと遊んだ。

　フィリップが七歳の時に首都の貴族学校に通い始めると、そこにはパウロがいた。フィリップとパウロは不思議と気が合い、どちらからということもなく、つるむようになった。

　頭の悪いパウロに、腕っ節の弱いフィリップ。二人は互いの弱い部分を助け合いながら、多くの無茶をした。今になって思えばなんであんな悪事を……と思うようなことも、パウロと一緒であったなら、平気で行えた。

　あるいは親友と言ってしまってもいいほどに、仲の良い関係であった。

　それが、いつからだろうか……フィリップが、損得でしか人間関係を築けなくなったのは。

　学校を卒業して、実家に戻ったはずのパウロが父親と喧けん嘩かをして、出奔したと聞いた頃からだっただろうか。

　それとも、兄であるジェイムズとボレアスの当主の座を競った時だっただろうか。

　気づいた時には、フィリップは他人を値踏みし、利用価値があるかないかでしか人を判断できなくなってしまっていた。

「……」

　今、パウロが頭を下げている。

　アスラ貴族という名のレールを外れたパウロ。もう二度と会わないだろうと思っていた彼が、生まれてくる子供のためにと頭を下げている。

　人は変わるものだ。だがフィリップの目には、パウロがあの日、フィリップを助けてくれた時と比べ、あまり変わっていないように映った。

　姿形は当時のパウロと似ても似つかないのに。

「トーマス。ブエナ村の駐在騎士が、この間、魔物との戦いで死んだばかりだったな。彼は剣が達者だ。任せてみよう」

　気づいた時には、フィリップはそんな言葉を口にしていた。

　パウロは驚きを隠せない表情で、フィリップを見上げた。

「フィリップ……」

「身分としては下級貴族。市場すらない辺へん鄙ぴな村での田舎暮らしだけど、構わないよね？」

「もちろんだ！　恩に着る！」

　パウロは喜色満面の笑みで、頭を下げた。




　それから八年後の今。

　当時は、あんなことを言った自分の行動の意味が、わからなかった。

　昔のことを思い出しただけで、なぜこんな利用価値の薄い男を抱え込んだのか。わからなかった。

　しかし今、エリスの十歳の誕生日が無事終了するのを見て、フィリップは思う。

　パウロは変わったのだ、と。

　フィリップは数ヶ月前、エリスがダンスの基本的なステップすら踏めないとわかった時、十歳の誕生日パーティーはエリスにとって苦い思い出になるだろうと思っていた。

　だが、当日になってみると、エリスはきちんとステップを踏めていた。

　十歳にしては拙つたなさが残るステップだったが、ダンス中のエリスはフィリップの目から見ても実に楽しそうで、父親の贔ひい屓き目めで見ても魅力的に映った。半ば絶望視していたが、もしかするとエリスが十五歳になる頃には、立派なレディに成長しているかもしれない。

（それもこれも……）

　フィリップの目がエリスの隣に立つ、一人の少年を向く。ルーデウスだ。

　彼のお陰で、エリスは変わった。大きく変わった。

　そして、パウロもまた、ルーデウスのお陰で変わった。

　ガキ大将のような男から、一人の父親に変わった。

　そして、パウロに仕事を与えたあの瞬間、自分もまた、少し変わったのだろうとフィリップは思う。

　間接的にだが、ルーデウスの影響で変わったのだ。

　そんなルーデウスがエリスとギレーヌをどこかへと連れていくのを見ながら思う。

　彼はパーティー中に料理を自分の部屋に運ばせていたから、そこでまたエリスのごきげんを取るのだろう。

（ルーデウスは教師としても優秀だけど、将来も有望だ）

　粘り強さや辛抱強さを持ちつつも、各所に小細工を弄ろうするそのやり口は実にフィリップ好みのものであり、ついつい悪い笑みがこぼれてしまう。このまま彼が成長し、エリスをしっかりと御すようであれば、政略の道具としても使っていけるだろう。

　しかしその半面、彼をそうした道具として使うのはいけない、と思う気持ちが湧いてくる。

　以前のフィリップであるならば、何の躊ちゅう躇ちょもなくルーデウスを政略の道具として仕立てていっただろうに。

「ふふ……」

　フィリップは己の感覚に若干のおかしさを覚えつつも、ふと思った。

　もし、ルーデウスがノトスの当主になり、エリスをボレアスの当主にしたら、自分はまたパウロと肩を並べることもできるのではないだろうか、と。あの頃のように、二人で共に悪巧みをして、その成否を肴さかなに笑いながら酒を飲み交わすこともできるのではないだろうか、と。

「……僕が当主になるより、そっちの方が面白そうだ」

　フィリップは自分の考えに笑いながら、これからの予定について考えるのであった。
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　それは転移事件が起こるより、前の出来事。




　ロキシー・ミグルディアは悩んでいた。

　彼女はシーローン王国内にある迷宮を単独踏破し、その成果を認められ、シーローン王国に宮廷魔術師として招かれた。第六王子パックスの家庭教師の任を与えられ、今までの生活からは想像もつかないほどの給金をもらえるようになった。彼女の人生はまさに絶頂……。

　と、思われたが、そううまくはいかなかった。

　というのも、家庭教師の対象である第六王子パックス・シーローンが原因だった。

　ロキシーが赴任した当初は、ルーデウスを彷ほう彿ふつとさせる背丈に、少しイジワルそうながらも知性を感じさせる瞳、ややコロッとした体型、少しばかりプライドの高い態度は微ほほ笑えましさを覚えるものだった。

　だが、いつからか、パックスの態度は変わってしまった。

　自分が王子であることを自覚したからだろう。その権力をおおいに振りかざすようになったのだ。

　それまで料理人によってバランスが調整されていた食事は、王子のわがままで脂っこいものが大幅に増えた。色を覚えたのか、侍女に対してはセクハラを繰り返すようになり、抵抗がないと知ると、行為はさらにエスカレートしていった。

　そして、ロキシーの授業を真面目に聞かなくなった。

　おおっぴらにサボるようになり、時にはロキシーに対してセクハラを行うようにまでなった。

「……」

　その日も王子は授業をサボり、ロキシーは勉強部屋にて待ちぼうけをくらった。

　きっと今頃は城のどこかか、あるいは城下町に出て、好き放題やっているのだろう。

　ロキシーの経験上、こうなるともう王子は授業には出ない。授業には出ないが、一日が終わる頃に戻ってきて「ロキシーよ、今日の授業はなしだ！」と叫ぶのだ。

　これほどイライラすることはない。

「はぁ……バカバカしい……」

　ロキシーは疲れきった様子でそう呟つぶやくと、椅子から立ち上がった。

　どれだけ給料がよくても、授業を受ける気のない者のために丸一日を無駄に過ごす気にはなれなかった。




　ロキシーが向かった先は城下町だった。

　シーローン王国首都。ロキシーが冒険者として迷宮を探索していた頃には何度か足を運んだことはあるものの、拠点としていたのは別の町だった。家庭教師になってからは用事がなければ城から出ることはなかったため、城下町を散策したことはない。ということもあり、ロキシーは気晴らしに城下町を散策してみることにした。

「相変わらず、視線を集めるのですね……」

　知らない町を歩くと、魔族であるロキシーを奇異な目で見てくる者もいる。

　だが、ロキシーにとっては慣れたものだし、そもそもロキシーは知らない町を歩くことが好きだった。

「このあたりは、随分と入り組んでいますね」

　シーローン王国の首都は、路地と路地が迷路のように入り組んでいた。

　冒険者として迷宮を攻略した経験のあるロキシーは迷うことはないが、土地勘のない一般人ならば、すぐに迷ってしまうだろう。

　この町はラプラス戦役で人族と魔族が戦った際、戦略的な重要拠点として存在した。だが、一度は魔族に奪われたという。復興に携わった当時の人々は、今度は簡単に奪われることがないようにと、この町の通路を複雑化したのだ。

　つまりこの迷路のような路地は、かつて要よう塞さいであった時の名残というわけだ。

　そんな町並みが今も残ることに感動を覚えつつ、ロキシーは道を歩いた。

「ん？」

　ある角を曲がったところで、ロキシーの耳に喧けん騒そうが届いた。聞き慣れた喧騒だった。人が争う時、周囲はそれを囃はやし立てる。

　ロキシーは喧けん嘩かには興味がなかったが、なんとなく声のする方向へと足を向けた。

　到着したのは、いわゆるスラムのような区画だった。

　背の低い建物が並び、ボロをまとった人々が住んでいる。

　奴隷市場のようなお立ち台もあり、なんとも治安の悪そうな場所だ。

（あまり首を突っ込まないほうがいいかもしれませんね……ん？）

　そう思ったところで、ロキシーは喧騒のもとを見つけてしまった。

　酒場、と思おぼしき建物の前に、人が集まっているのだ。

　人混みの奥から聞こえてくるのは、剣けん戟げきと、そして魔術の炸さく裂れつ音だ。おそらくは酔っぱらい同士の喧嘩が、殺し合いに発展してしまったのだろう。

　ロキシーは元冒険者であるため、喧嘩など日常茶飯事だったし、慣れていた。

　珍しいものではないと、興味を失い、そのまま歩み去ろうとした時だ。

「そこだ！　何をしている！　いけっ！　殺せ！」

　喧騒に聞き覚えのある声が混じっているのを聞いてしまった。

　ここ最近、聞けばため息が出てくるようになった声だ。

「ちょっと失礼します」

「おいおいお嬢ちゃん、子供が見るもんじゃねえぞ」

「むっ、子供じゃありません」

　ロキシーが人混みを掻かき分けて喧騒の元へと到着する。

　するとそこには、予想した光景が繰り広げられていた。一人の男を、多くの兵士が取り囲んでいるのだ。周囲には戦いに敗れたのか、血を流しながら倒れている男たち。

　そう、囲まれているにもかかわらず、地面に倒れているのは兵士ばかりだった。

　おそらく、たった一人で兵士に囲まれ、血走った目で剣を構える、あの男がやったのだろう。相当の手て練だれだ。

「ええい、何をしておるか！　いけっ！　早く捕らえるのだ！」

　そして、彼を囲む兵士たちに檄げきを飛ばしているのは、野次馬の中でも特に背の小さい、しかし横幅と態度は一番大きい男だった。

　シーローン王家の騒動の種にして、ロキシーの悩みの種でもあるパックス・シーローンだ。

　パックスの前には、五人の兵士と、彼の護衛である一人の女騎士が剣を構えて立っていた。

　勉強をサボって何をしているかと思えば……。大方、お忍びで酒場に行ったパックスが冒険者に難癖をつけ、あるいはつけられ、喧嘩になったので護衛をけしかけたのだろう。

　ロキシーは咄とっ嗟さにそう見て取り、巻き込まれることを恐れ、その場を離れようとした。

「おお、ロキシー、いいところに来た！」

「うっ」

　しかし、ロキシーの青髪は目立つ。すぐにパックスに見つかってしまった。

「お前も手伝え！　あいつを捕らえるのだ！」

「王子、授業をサボったことは怒りませんから、自分で始めた喧嘩は自分で始末をつけてください」

「喧嘩ではない！　奴は賞金首だ！」

「えっ？」

　その言葉に、ロキシーが改めて男をまじまじと見ると、確かに見覚えがあった。冒険者ギルドにも貼り紙がある男だ。元Ｓ級冒険者パーティの一員で、北神流聖級の剣術を扱い、その上で各種基礎魔術を中級まで扱える、魔法剣士だ。

　一時期はあの『黒こく狼ろうの[image: ]』と同じぐらい有名だったが、数年前に某国の王子を暗殺したことが明るみに出て賞金首となった。しかし、戦闘力の高さと潜伏のうまさから、未いまだに捕まっていないとされていたが、こんなところにいたとは……。

「捕らえて余の手柄にするのだ！　ロキシーもゆけ！」

「賞金稼ぎの真似事ですか……？」

　ロキシーは露骨に嫌そうな顔をした。正直、無視して帰りたかった。

　だが、同時に倒れている兵士が目についた。

　敵対しているのは腐ってもＳ級冒険者。それも珍しい魔法剣士だ。魔術と剣術、両方の対策をとっている者でなければ、いたずらに命を落とすだけだろう。そして魔術と剣術の両方の対策を知る者は少ない。そうでなければ、彼の首は、すでに賞金稼ぎのものになっていたはずだ。

　この王子のせいで、何の罪もない兵士が死ぬ。そして、兵士が全滅すれば、あるいはパックスも。パックスが死ねば、ロキシーも責任を問われるだろう。見捨てたと。

　城を追われるだけならいいが、あるいは彼のように賞金を懸けられてもおかしくない。

「……わかりました」

　ロキシーはため息をつきながらパックスの前に出た。

　男は油断なく周囲を見渡している。隙すきあらば逃げようとしているのだろうが、まだこちらの数が多い。いかに力量差があるといっても、背を見せてなお逃げきれるほどではないのだ。

　かといって、ロキシーもまた、自分の力に自信があるわけではなかった。魔物相手ならまだしも、人間を相手に争った経験は、決して多いとは言えないのだ。

　でも、ロキシーも長年冒険者としてやってきた。ゆえに知っていた。

　魔法剣士の対策を。

「全員突撃だ、いけいけぇ！」

「包囲は解かず今のまま、一人はわたしの前へ！　守ってください！　まずは剣術に注意を！　魔術がきたらわたしがレジストします！」

　ロキシーはパックスの命令をかき消すように叫んだ。

　兵士が自分の命令を聞いてくれるかは賭けだったが、思いのほか、兵士たちはロキシーの指示に従い、ロキシーの周囲を固めてくれた。恐らく、皆パックスが嫌いなのだろう。

「くっ、魔術師か！　汝なんじの求めるところに大いなる炎の加護あらん、苛か烈れつなる炎のゆらめきを今ここに、火弾ファイアーボール」

「せせらぎの濁流よ！『水流』！」

「なっ、短縮詠唱!?」

　賞金首の放った火弾ファイアーボールが、ロキシーの短縮詠唱にて放たれた水の塊に叩たたきこまれ、ジュッと音を立てて消滅する。水の勢いはとどまらず、そのあまりの詠唱速度に驚いた賞金首の顔に水の奔流がぶつかり、彼はよろめいた。

「騎士さん！　今です！　魔術を詠唱するには呼吸が必要です！」

「わかった！　たぁあああ！」

　女騎士が剣を振りかぶり、賞金首へと斬撃を放つ。

　ロキシーの見たところ、なかなかの剣の使い手だ。しかし、賞金首との力量差は大きく、騎士の剣はいとも簡単に受け止められた。

「相手が背中を向けたら、他の人が斬りかかって！　真後ろは見えません！」

「くっ、大地の精霊よ！　我が呼び声に応え、大地より天を突け！『土槍アースランサー』！」

「勇壮なる氷剣にてかの者に断罪を！『氷霜刃アイシクルエッジ』！　騎士さん！」

　賞金首は背後から迫る兵士に対し魔術で対抗しようとするも、ロキシーが尽ことごとく潰つぶした。賞金首は背後から斬撃を受けるも、鎧よろいが邪魔をしたのか、よろめくにとどまった。

「ぐっ……魔術師から……！」

「行かせん！」

　ならばと賞金首がロキシーの方に向かってきたが、騎士が対応。騎士が斬撃を受け止めた隙に、真後ろの兵士が攻撃。魔術を使えばロキシーが対応し、その隙に誰かが攻撃を放つ。

　ロキシーと騎士、そして兵士。初めて一緒に戦ったとは思えないほどの連携だった。

「くそがぁぁ！」

　やがて賞金首は、前方から騎士に、後方から兵士に斬り伏せられ、絶叫と共に剣を取り落とし、膝から崩れ落ちた。

　うつ伏せに倒れたまま、数秒ほどピクピクと体を震わせる。

　だが、そのまま起き上がることはなく、次第にその動きは小さくなっていった。

　その代わり、彼の体から流れ出る血が、地面に広がっていった。

　野次馬すらもシンと見守る中、パックスが賞金首に向かって歩いていき、その頭をツンツンと足でつついた。

　死んでいるのを確認した後、パックスは大声で叫んだ。

「よぉし！　勝ったぞ！」

「ふぅ」

　パックスの声で、ロキシーは息を吐いた。

　人間と戦うのはこれが初めてではないが、やはり緊張する。もし兵士たちが指示通りに動いてくれなければ、危なかっただろう。

「よくやったぞロキシー！　さすがは余の宮廷魔術師だな！」

「はぁ……どうもありがとうございます」

　ロキシーの前にやってきて、自分の手柄だと言わんばかりに胸を張るパックスだったが、すぐに騎士たちに厳しい目を向けた。

「それに比べて、なんだお前たちは。あんな奴に四人もやられおって！　訓練が足りんぞ！」

「申し訳ありません！」

「貴様らには剣の才能がない！　さっさと兵士なんぞやめてしまえ！　給料の無駄だ！　戻ったらすぐにクビにしてやるからな！」

　パックスのその言葉に、兵士たちが顔を見合わせた。誰もが青い顔をしている。

　なぜなら、パックスは本当にそういうことをやるからだ。

「あの、殿下、わたし一人の力で勝ったわけではありません……皆様も魔術の対策を覚えれば、今ぐらいの相手ならなんとでもなるかと思います。なのでむしろ報奨や褒美の言葉を……」

「今できんのなら何の意味もないではないか！」

「……まあ、それはそうですが」

「ふん、まあいい！　貴様らをクビにしたところで、もっと良い兵士が入ってくるとも限らんしな！　お、ちょうど騒ぎを聞きつけて増援が来たな！　おい、貴様ら！　何をやっていたのだ。すでに賞金首は、このパックス・シーローンが討ちとったぞ！　帰って兄上たちに自慢してやる！　ハハハハハ！」

　パックスは兵士に首を斬り取らせ、死体も埋葬せず、意気揚々と城に向かって歩きだした。倒れ、苦く悶もんの声を上げている兵士は、当然無視だ。

「はぁ……」

　ロキシーは再度ため息をつきつつ、傷つき倒れた兵士に治癒魔術を掛け始めた。

「ロキシー殿、ご助力感謝します。お陰で命が救われました」

　そんな言葉に顔を上げると、先ほどの女騎士であった。

「いえ。大したことは」

「魔族で、しかも冒険者上がりの小さい宮廷魔術師と侮っていましたが、先ほどの指揮ぶりには感銘を受けました！」

「小さいは余計でしょう」

「ぜひとも、我々に魔術対策を教えてはいただけないでしょうか」

　騎士の言葉に、一緒に戦った兵士たちや、治癒魔術を受けて一命を取り留めた兵士たちも、うんうんと頷うなずいた。

「そうです。ロキシー殿！」

「我々、どうにも魔術には疎くて」

「ロキシー殿に教えていただければ、今回のようなことも減ると思います」

「ちっちゃい子にモノを教わるのが嫌と言う者もいるかもしれませんが……」

「ロキシー殿の実力を見れば一発でしょう！　ぜひ！」

「だから、ちっちゃくありません！」

　そう叫ぶロキシーだったが、内心悪い気分ではなかった。宮廷魔術師になってからというもの、パックスに振り回されてばかりでストレスばかり溜ためていて、こういうふうに褒められることはなかったからだ。こうして囲まれるのも久しぶりで、知らず知らずのうちにロキシーの胸は張られ、どんどん鼻が伸びていった。

「ま、まあ、そこまで言うならいいですよ！　わたしが魔術のなんたるかを教えてさしあげましょう！」

　やがて、ロキシーは根負けしたかのようにそう言った。

「やった！」

「これで女房にも少しは安心させてやれる」

「ありがとうございます」

　兵士たちは喜び、騎士もほっとした顔でその提案に礼を言った。

　こうして、ロキシーはシーローン王国の兵士たちに、魔術対策を教えることとなった。




　やはり、教えるなら意欲のある者に教えたいもの。

　その後、ロキシーはパックスが授業をサボる度に兵士たちの訓練所に顔を出し、ストレスを発散するかのように対魔術の心得や、簡単な魔術を教えた。

　その結果、兵士の殉職率は大きく減少。

　ロキシーは、シーローン王国の兵士たちの中でありがたい存在としてその名を覚えられたのであった。
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　魔大陸リカリスの町で冒険者として活動を始めたルーデウスたち。

　彼らはジャリルとヴェスケルと手を組むことにより、金を貯ためつつ冒険者ランクを上げることに成功していた。

　金に余裕ができたことで装備も充実し、あとは冒険者ランクがＣぐらいまで上がったら、町を出立して故郷に帰る旅を始めよう。

　なんて彼らが思っていた頃のことである。




　その日、エリスは装備の手入れをしていた。

　買ったばかりの胸当てに耳のついたフード、そしてミグルド族にもらった剣。

　エリスは基本的に雑な少女である。

　部屋の片付けはできないし、服をたたむということすらしない。

　だが、装備の手入れだけは欠かさなかった。

　一日のどこかで、必ず手入れの時間を作り、装備を点検する。汚れるようなことをしなかったとしても、だ。

　ルイジェルドにそうすべきだと言われたから、というのもあるが、単に武具が好きだというのが一番の理由だ。

　なにせ、見ているだけでワクワクしてくるのだ。

　剣に鎧よろいにマント。そこから想像されるのは、壮大な冒険だ。迷宮に入り、魔物を倒し、宝物をゲットすること。それは転移事件を忘れさせるほどの興奮をエリスにもたらしていた。

　綺き麗れいなドレスなんかより、剣と鎧なのだ。

　それでも、もしここが城じょう塞さい都市ロアの屋敷であれば、長続きはしなかっただろう。手入れをするだけでは、興奮は生まれないからだ。三日もすればエリスは飽きて、別の何かを探したに違いない。

　だが、ここは魔大陸。

　毎日のように依頼を受けて、魔物と戦い、その皮を剥はいで売ったり、滅多にないが他の冒険者と喧けん嘩かになったりもする。

　そう、剣も鎧も毎日のように使うのだ。であれば、エリスも三日坊主にならず、入念な手入れを毎日するようになるというわけだ。

　その日もエリスはニマニマとにやけながら、装備の手入れを行っていた。

　胸当てを磨き、マントについた埃ほこりを落とし、剣を油の染みこんだ布で丹念に拭ぬぐう。

「あら？」

　と、そこでエリスは、手入れ用の油を入れておいた瓶の中身が空であることに気づいた。

　最初に買った時は大量にあったものだが、ほぼ毎日のように手入れをするので、なくなってしまったのだ。

「ルーデウス、油が切れたわ！　買いに行きましょ！」

　と一方的に宣言しつつ顔を上げたエリス。

　しかし、彼女の視界には、ガランとした宿の一室が見えるだけだった。

　ルーデウスはもちろん、ルイジェルドの姿もなかった。どこに行ったのだろうか。トイレだろうか……と、エリスが考えを巡らせてみると、ふと記憶にヒットした。

　胸当てを磨いている時、ルーデウスとルイジェルドは、それぞれ用事があって出ていったのだ。

「そういえば、出かけるって言ってたわね……でも、どこに行ったのかしら？」

　行き先も言っていたはずだ。いつ頃帰るかも。しかし、それらの詳細についてはイマイチ憶おぼえていなかった。エリスはそんな細かいことを気にする少女ではないのだ。

　だがさて、そのせいで少し困ったことになった。

　エリスとしては、今すぐにでも武器の手入れがしたい。義務感とかではなく、中途半端で終わるのが嫌だったし、剣の曇りを落とし、ギラついた刃の光に酔いしれたかった。

　だが、出かけるとなれば障害はいくつも存在している。

　まず、エリスはこのあたりの言葉を知らない。なんとなく、挨拶の言葉ぐらいはわかるようになってきたが、難しい交渉事などは不可能だろう。

　それから、お金の問題。

「……あ、お金はあるのよね」

　金はあった。エリスはルーデウスから、緊急時を想定していくらかのまとまったお金を受け取っていたのだ。

　これはスリにあわないようにと、パンツの中にしっかりと隠してある。

　エリスはパンツの中からごそごそと財布を取り出し、中を確認した。こちらの金銭価値はイマイチわかってないが、手入れ用の油を買う時に支払った貨幣の種類と枚数は憶えていた。手持ちの金で買えるはずだ。

　いざという時のためのお金と聞いているが、それはエリスの頭からスッポ抜けていた。もっとも、仮にスッポ抜けていなくとも、今がその時だと考えただろう。

　最後に、道……は、何度か行ったこともあるし、大丈夫だ。

　お金はある。道も恐らく大丈夫。一人で勝手に出歩くなと言われているが、これも今しがたエリスの頭からはスッポ抜けたので大丈夫。つまり、万事オッケーということであった。

「いけそうね！」

　エリスは手入れ中だった剣を鞘さやへとしまうと、勢いよく立ち上がった。
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　数分後、エリスは意気揚々とリカリスの町中を歩いていた。

　鼻歌でも聞こえてきそうなほどに上機嫌だ。

　一人でお買い物。城塞都市ロアに住んでいた頃は、なんだかんだ一度も許されなかった。それが思わぬ形で叶かなったので、走りだしてしまいそうなほどにウキウキしていた。

　とはいえ、エリスとて現在の状況は理解している。

　魔大陸に転移し、故郷に帰るためにやるべきことはたくさんある。遊んでいる暇はないのだ。

　余計な道草は食わず、目当てのものだけを購入して、サッと帰ってこようと考えていた。

　というわけで、エリスは武具屋に向けて、まっすぐに歩を進めていた。宿から武具屋への最短ルートを迷いない足取りで進むその様は、まさに順調の一言である。

　といっても、あくまでそれは足取りに限った話。

　もしルーデウスが彼女を後ろから尾つけていたら、そのルートが最短ではないことに気づいただろう。要するに、エリスは道を一本間違えていた。

　もちろん、宿から武具屋へのルートは一つというわけではないので、道を一本間違えたところで、たどり着けないわけではない。

　エリスも別に方向音痴というわけではないし、まして何度か歩いた道だ。どこかで「あれ？」と首をかしげることさえできれば、己のミスに気づくだろう。

　はたして、意気揚々と歩くエリスが本当に自分が進んでいる道を疑問に思えるかは、甚はなはだ疑問ではあるが、何事もなければ、エリスもそのうち気がつくはずだ。

「やぁ、エリスさん！」

　そして、面倒事というものは、そういう時に限ってやってくるものである。

　エリスの行く手を遮るように、三人の魔族が立っていた。

　額から一本の角を生やした、目つきの鋭い少年、クルト。

　鳥の頭を持った、すばしっこそうな見た目の少年、ガブリン。

　岩のような体と四本の腕を持つ、ゴツい少年、バチロウ。

　トクラブ村愚ぐ連れん隊たいである。

「一人なんて珍しいじゃないか。どうしたんだ？　今日はルーデウスは一緒じゃないのか？」

「クルト、エリスは言葉がわからないんだから、聞いても答えてくれないだろ」

「そうだよ。また殴られる前に行こうよ～」

「そうはいかない。もしルーデウスとはぐれて、迷ってるとかだったら、案内ぐらいはしてやらないと。僕らトクラブ村愚連隊は、困っている人を見捨てないんだ」

「困ってるかどうかもわかんないのに……」

　と、魔神語で会話する三人を見て、エリスは眉をひそめた。

　魔神語であるため、エリスにその会話内容はわからない。しかしながら、わかる単語はある。それは『エリス』、すなわち自分の名前である。

　向こうから声を掛けてきて、そのくせ、内輪でぼそぼそと人の名前を言う。

　これはロアに住んでいた頃に少しだけ通っていた学校で、経験があった。

　陰口というやつだ。「お前の話題だよ」と相手に知らしめた上で、聞こえないように、あるいはこれみよがしに聞こえるように悪口を言う。

　エリスの嫌いな行為である。

　こそこそと自分の悪口を言われるのが好きな者など、そうそういない。

　エリスも言いたいことは堂々と言え、と祖父に教わってきた。

　かといって面と向かって悪口を言われるのも、エリスとしては困りものだ。なにせエリスは口喧嘩が苦手なのだ。すぐに理論的にやり込められて、何も言えなくなってしまう。

　では、今まで陰口を叩たたいたり口喧嘩を売ってきた相手に対し、エリスはどうしてきたのか。

　そんなものは決まっている。

　エリスは拳こぶしを握りしめた。

「……あっ、あっ、ほら、怒ってる、怒ってるって！　クルト、もうやめよう」

「お、おう……」

　エリスの握りしめられた拳を見て、三人はすぐに後ずさった。

　先日、宿でぼこぼこにされた記憶は、彼らの脳に深く刻まれている。治癒魔術で体の傷は治っても、心の傷は癒えないのだ。

「じゃ、じゃあ、俺ら行くから。や、宿はこの道をまっすぐあっちに行けばわかるから。宿。宿って、わかるよね？」

　クルトはそう言うと、ガブリンとバチロウに引きずられるようにして、冒険者ギルドの方へと消えていった。

「フンッ！」

　エリスは鼻息を一つ、去っていく三人を見送った。

　追いかけてぶん殴ることはなかった。エリスも丸くなったものである。

「さてと」

　思わぬ邪魔が入ってしまった。

　さっさと手入れ用の油を購入し、宿に戻りたい。

　先を急ごうと思った彼女の視界に、あるものが映った。裏路地である。エリスの脳内地図によると、武具屋はちょうど、この裏路地の方向にあるはずだ。

「……こっちの道の方が近そうね！」

　エリスは迷いなく、裏路地に足を向けた。

　もちろん、この裏路地は武具屋へと通じているわけなどないのだが……。
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　エリスは薄暗い路地裏をどんどん歩いていた。

　その方向は武具屋とは大きくズレていたが、自分の進む先には目的地があると信じて疑っていなかった。彼女はルーデウスと違い、自分の行動に迷ったりはしないのだ。

　そんな彼女は次第に、ややガラの悪い地域へと進んでいった。

　道端で賭博をする豚顔に、何か金目のものがないかと目を光らせるトカゲ顔の中において、エリスの存在は浮いていた。なにせエリスの中身がどれだけ凶暴で、このあたりの連中と遜色なかったとしても、見た目は幼い少女なのだ。まるで海に浮かぶ一つの浮き輪のように、彼女の姿は目立って見えた。

　となれば、水面に浮かぶ存在を餌と思う鮫さめも、近づいてこようというものだ。

「よう、お嬢ちゃん、ここは通行止めだ」

　キツネのような顔をしたその魔族も、そのうちの一人だった。

「通りたきゃ、財布を出しな」

　キツネの顔には大きなキズがあり、強こわ面もてであることが見て取れた。普通の人なら、その顔を見て危険な相手だと理解し、すぐに財布を出しただろう。

　まあ、もっともそれは、魔大陸に住む者が見れば、の話である。

　エリスには、魔族の顔の見分けはもちろん、その顔が強面か否かなど、わかるはずもない。

　エリスにしてみれば、単に無礼なキツネ男が現れて、道を塞ふさがれただけという形である。ついでに言えば、言葉もわからない。

　だが、エリスにもわかることはある。それは、目の前のキツネがヘラヘラと小馬鹿にした笑みを浮かべ、エリスを嘲あざ笑わらっているということだ。

　そんな無礼者に対するエリスの選択肢は、一つに絞られる。

「財布の中身次第じゃ、ここを通してやらなくも……うぐっ」

　強烈なボディブローであった。

　怯おびえるか、威嚇するか。どちらかであると思っていたキツネ男は、いきなり無言の拳が来るとは思っていなかった。

　想定外の速度で放たれた拳はみぞおちへと深々と突き刺さり、キツネ男は腹を押さえてうずくまった。うずくまれば、その頭の位置は自然と下がる。エリスにとって頭が下がるというのがどういうことかというと、殴りやすいということである。

　顎あご先さきを打ちぬいたフックは、キツネ男の意識をあっさりと消失させた。

「……」

　エリスはうつ伏せで倒れたキツネ男を見た。キツネ男の貧しい装いと、彼の塞いでいた道の先。

　それらに、既視感を覚えた。

　そう、自分の進行方向上が、かつてペット探しで訪れた場所だと気づいたのだ。

　つまり、道を間違っていたのである。

「間違ったわね」

　エリスは自分のミスに気づくと、踵きびすを返した。

　向かう方向は来た道とは少し違う方向であったが、そちらは幸いにも、武具屋へと通じている道であった。

　もしルーデウスであったなら、正しい道を教えてくれたキツネ男に感謝したであろう。

　いや、しないな。さすがにそれはない。

　どちらにせよ、エリスは当然のように武具屋へと続く道を歩き始めた。
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　そうして、エリスは武具屋へとたどり着いた。

　もし彼女にＧＰＳが付いており、移動ルートを表示したら、かなり遠回りをした形になるが、彼女に迷ったという意識はない。迷ったと思わず目的地にたどり着いたのなら、迷ったことにはならないのだ。

　エリスは武具屋に入ると、目移りしそうになるのを抑え、武器の脇にある手入れ用の油の入った瓶を手に取り、屑くず鉄てつ銭を二枚、店主の座るカウンターに叩きつけた。

「買うわ！」

「……毎度」

　これにて、買い物は無事終了である。

　お疲れ様でした。と肩の力を抜くのはまだ早い。宿に帰るまでが買い物である。

　とはいえ、エリス的に今回の買い物はかなり満足度が高い。寄り道せずに宿に戻ることだろう。

「いた、アイツだ！」

　しかしながら、世の中には因果応報という言葉がある。

　悪いことをやらかせば、悪い形となって返ってくるのだ。

　武具屋を出たエリスの目の前に、五人の男がいた。

「てめぇ、さっきはよくもやってくれやがったな」

　その中の一人は、顔に傷のあるキツネ顔の男だった。そう、さっきの奴が気絶から目覚め、怒りのままに復ふく讐しゅうに来たのだ。

　無論、エリスはそいつの顔など憶えていなかった。

　彼女が道端で遭遇した相手の顔を憶えるのは、そいつに屈辱を与えられた時だけだ。

　だが、周囲の五人がエリスに強い敵意を向けているのは、エリスにも理解できた。

「調子に乗りやがって、少し痛い目を見せてやる」

「……」

　エリスは口をへの字に曲げつつ、後ずさった。

　なぜ自分が囲まれているのか、なんてことを彼女は考えない。

　悪漢とはそういうものだし、一人で出かけたら人さらいいの類たぐいに遭遇するであろうことは、エリスだって想像できていた。

　そして、自分が鍛えてきたのは、まさにそういう相手を想定してのことでもあった。

「どきなさい！」

　エリスが警告を発したのは、ルーデウスから「なるべく騒ぎは起こさないように」と聞いていたからである。いつもなら問答無用で襲いかかるところを、ルーデウスの指示に従ったのだ。エリスも賢くなったものである。ちなみに、先ほどキツネ男を殴ったのは、エリスの中では騒ぎにはカウントされていない。挨拶みたいなものである。

　さて、警告を発したとはいえ、彼らは魔族だ。人間語を解さない。たとえ人間語でなくとも、頭に血が上っている彼らを止めることなどできなかっただろう。

　結果として、エリスの叫びが開戦の合図となった。

「このやらぁ！」

　キツネ顔は、自分が真っ先にぶん殴ると言わんばかりに、エリスめがけて突進した。

「ハッ！」

　エリスは、己の背丈の二倍はあろうかという相手が突進してきても、恐れない。

　目の前に来た相手の拳を捌さばいて、みぞおちに深々と拳を突き立てる。前のめりになった相手は、即座に顎先にフックを打ち込まれる。先ほどの焼き直し、エリス得意のコンビネーションである。

　だが、残る敵は四人。一人を倒したところで、囲まれるのがオチ……。

　と、思いきや、他の四人は襲いかかってこなかった。

　なぜか。エリスが武具屋の入り口の、すぐ内側に立っていたからだ。入り口の扉が邪魔をして、他の者が同時に襲いかかれなかったのだ。

　偶然ではない。エリスは先ほど囲まれた時、意図的に後ずさり、この構図を作ったのだ。

　とはいえ、この立ち位置はメリットばかりではなかった。

　入り口を前に戦ったせいで、エリスの動きも阻害された。フックは十分な勢いをつけられず、キツネ男を失神させることは叶わなかったのだ。

　キツネ男は前のめりに倒れつつも、エリスの足首を掴つかんでいた。

「ウグ……て、てめえ……ぐあ、み、みんな、やっちまえ！」

　エリスはキツネ男の顔を蹴りつけたが、その程度で手が離れるわけではない。

　そして、いくら入り口が狭いといっても、所しょ詮せんは一度に掛かってくる数を減らすに留とどめる程度。数にまかせれば、雪崩なだれ込むのは難しいことではない。

「ちっ……あら？」

　舌打ちし、やや焦りつつ外を見るエリスだったが、その顔は拍子抜けしたものに変わった。

「……ん？」

　ついでに蹴りが止まったことで、チラッと後ろを見る余裕のできたキツネ顔。彼の顔は驚きょう愕がくに染まった。

「……う、嘘うそだろ」

　武具屋の外に立っていたのは、たった一人だった。

　キツネ顔が連れてきた四人は地面へと倒れ、ピクピクと痙けい攣れんしつつ、気絶していた。

　立っていたのは、キツネ顔の知らない人物であり、エリスのよく知っている人物であった。

　そいつは青っぽい斑まだらの髪で、白い槍やりを持って、地面にうつ伏せになるキツネ顔を睨にらんでいた。

「ルイジェルド」

　エリスが呼びかけると、男──ルイジェルドはほっと息をついた。

「宿にいなかったから、心配したぞ」

「ちょっと油が切れたから、買いに来てただけよ」

「……せめて書き置きぐらいは残しておけ」

「次からはそうするわ！」

　エリスは元気よく返事をすると、力の抜けたキツネ男の手を振り払い、その顔を踏みつけつつ、武具屋の外へと出た。

「ここにいるって、よくわかったわね」

「トクラブ村愚連隊だ。宿に戻ったら奴らがいてな、お前が迷っていると聞いたのだ。奴らの話から、恐らくここを目指しているのだろうと仮定したのだが、正解だった」

「失礼ね。迷ってなんかいないわ。……でも助かったわ。なんかよくわからないけど絡まれてたから」

「そのようだな」

　二人はゆうゆうと歩いて、その場から歩み去った。

　その場には、ピクピクと痙攣する四人と、何が起こったのかよくわからず、呆ぼう然ぜんとするキツネ顔だけが残った。

　これこそが因果応報。恐喝の報いであった。











[image: ]






　こうして、エリスは無事に宿へと帰り着いた。ルイジェルドがついているため、道を間違えることもなかった。

　あとは剣の整備をするだけである。

「ああ、どうしよう、どうしよう……！」

　そう思っていたエリスの目に飛び込んできたのは、オロオロしながら落ち着きなく部屋を歩きまわるルーデウスの姿だった。

「ど、どうしたのよ？」

　エリスがそう聞くと、ルーデウスは不安いっぱいの顔で、エリスの足にすがりついてきた。

「エリス！　聞いてくれ、帰ってきたら宿はもぬけの空で、留守番をしていたエリスがどこにもいないんだ！」

「そ、そう……今度からは書き置……」

「どうしよう、もしかしたら、俺が留守にしている間に人さらいにさらわれたのかも。いや、もしかすると俺たちを恨む何者かの陰謀かもしれない……くそっ、エリス、無事でいてくれよ！」

　などとわけのわからないことを供述し始めたルーデウス。

　その目は、エリスがいなかったことに対する不安で、グルグルと焦点の合っていないものであった。

　宿に戻ってきたらエリスがいないので、パニクってしまっているのだ。

　パニックのあまり、ルーデウスの手はエリスの腰に回され、その尻を撫なで回していた。

「エリス……！　一緒にエリスを捜しに行こう！」

　そんなルーデウスに対し、エリスは言葉など持たない。尻を撫でてきたルーデウスに対し、彼女の取る行動は一つだ。

「落ち着きなさい！」

「んぎゃーっ！」

　宿に、ルーデウスの悲痛な叫びが響き渡った。

　床に倒れ伏し、ピクピクと痙攣するルーデウス。だが、その顔は笑顔だった。エリスの尻を存分に撫で回したがゆえの、満足げな表情だった。

　エリスはそのだらしない笑顔を見ながら、今度一人で出かける時は、ちゃんと書き置きをしていこうと心に決めるのであった。
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　魔大陸某所の某町の路地裏。

　そこに一人の少女が寝転がっていた。

　ボンデージのような衣装に身を包み、紫色の髪から二本の角が生えている少女だ。

　彼女は片方の手を中空へと伸ばし……しかし力なくその手を地面に落とした。

「ぐぅ、ここまでか……」

　彼女は、今まさに力尽きようとしていた。

「しかし、魔界大帝とまで言われたこの妾わらわ、天を目指そうとも地は舐なめぬ……ぬ、今のちょっとかっこよくない？　次に勇者にやられる時に使おうかの」

　彼女の名は魔界大帝キシリカ・キシリス。

　遥はるか昔、魔族を支配し、魔王を率いて人族に対する戦争を起こした悪の帝王だ。

　もっとも、今は配下もいなければ住む家もない風来坊。

　それどころか食い物にすら困る有様であった。

「ぅぅ……腹減ったのう……」

　そう、倒れた原因は空腹であった。

　彼女は魔界大帝だ。魔界大帝ともなれば一年ぐらいなら何も食べずとも平気で活動できる。

　だが、彼女は魔界大帝であると同時にアンポンタンだ。アンポンタンとは、そもそも一年に一度食事を取らなければいけないということを忘れるレベルの阿あ呆ほうのことを指す。

　そして腹が減ったと気づいた時にはもう遅い。元気に飛び回る体力も、高笑いする気力も消失し、哀れなホームレスと化すのだ。

「空が青いのう……妾はもっとこう、紫っぽい色の空が好きなんじゃが、なんだかんだ言って死ぬ前は青いほうが気分がいいのう……」

　空腹で倒れたからといって、すぐに死ぬわけではない。彼女には、まだ空の色を楽しむだけの余裕があった。なぜなら、こうして死にかけるのは、彼女にとって日常茶飯事でもあるからだ。

　裏を返せば、空の色を楽しむぐらいの余裕しかないとも言えるが……。

「ん？」

　そんな彼女の顔に、一筋の影が差した。

　何者かが、倒れ込んだ彼女の顔を覗のぞき込んだのだ。

「……？」

　それは額から一本の角が生えた少年だった。

　歳はおそらく一桁。それもかなり下の方。物心がついているのかついていないのか、微妙にわからないぐらいの年齢に見えた。

　こやつはどこから湧いて出たのか、とキシリカが見れば、路地裏に面する家の裏口が開いていた。そこから出てきたのだろう。

「なんじゃおぬしは？　身ぐるみを剥はぐつもりなら残念じゃが、無一文じゃぞ？　それとも、死神かなにかか？　とうとう妾を迎えに来たのか？」

「どしたの？　だいじょーぶ？　お腹痛いの？」

　少年はキシリカの問いには答えなかった。ただただ心配そうな目で彼女を見てそう言った。

　その目はとても純粋で、その声音から悪意はまったく感じられなかった。

　ゆえにキシリカは正直に答えた。

「うむ、実は腹が減ってしまってな。まったく動けんのじゃ」

「そーなんだ！」

　少年は嬉うれしそうにそう言うと、家の中へと走って戻っていった。

「なんじゃい、冷やかしか……うおぉ！」

　キシリカは叫んだ。

　少年がすぐに戻ってきて、しかも手にスープの入った器を持っていたからだ。

「もしや、もしやくれるのか？　それともそれを妾の前でうまそうに食う気ではないだろうな、だとするとそれはちと悪趣味すぎ──」

「あげる！」

　その言葉にキシリカは飛び起きた。

　人間は極限状態でも希望を見み出いだすと力が湧いてくるといわれているが、キシリカはそんじょそこらの人間ではない。なにせ魔界大帝と呼ばれた女だ、自分に都合のいい状況になった時のパワーは百人力であった。

「ごくごくごくごく、ジュルル、もちゅもちゅ、ごくん」

　キシリカは少年から器を受け取ると、その中身を凄すさまじい速度で飲み始めた。

　器の中身は小麦粉か何かを溶かして作られたスープで、具も萎しなびた葉がいくつかという貧しいものだった。しかし空腹のキシリカにとっては、この上ないご馳ち走そうだった。

「ぷはぁ……素朴な味が腹に染み渡る、この感覚、一言で言い表すなら、まさに〝美味〟！」

　キシリカは腹にエネルギーが溜たまると、立ち上がった。

　ガサガサだった髪はツヤツヤになり、しわしわだった肌には張りが戻っていた。

　魔界大帝の驚異的な吸収力は、一瞬でカロリーをエネルギーへと変換するのだ。

「ファーハッハッハッハッハ！　魔界大帝キリシカ・キシリス、大・復・活！」

　キシリカは高らかにそう宣言すると、おかわりを要求すべく少年を見下ろした。

「飯の調達、大義であった！　しかし、ちぃとばかし足りな……」

　が、そこで言葉を止めた。

　自分のすぐそばでポカンとしているのは、小さな子供。彼の着ているものはボロボロで、貧しい様子が見て取れた。それこそ、その日食べるものにすら困っていそうな身なりだ。

　キシリカの頭は悪い。

　だが、それでも彼が自分の貴重な昼食を分けてくれたのだと理解することはできた。なにせキシリカは征服者にして空腹者。腹の減っている者の気持ちはよくわかるからだ。

　正直まだ満腹とは言えなかったが、キシリカはそれ以上の要求は控えた。

　そしておかわりがないのであれば、彼女の次の言葉は決まっている。

「おぬしの献身、確かに受け取った。褒美をやろうではないか！」

　ご飯を食べさせてくれた者には褒美を与える。

　それがキシリカの古来よりの自分ルールであった。

「ほーび？」

「うむ、褒美じゃ。何か欲しいものはあるか？」

「ほしいもの？　なんでもいいの？」

「なんでもよいぞ」

　なんでもいいといっても、キシリカが持つものは少ない。

　金といってもスカンピン、名誉といってもホームレス同然、地位といっても住居すら持っていない。

　しかし、彼女には生まれつき、与えられるものがあった。

　魔眼だ。

　彼女は魔眼を与える能力を持っている。その力たるや、かつて世界を手中に収める直前までいけたほどのもの。魔眼は魔界大帝の代名詞とも言えた。

「もったいぶるな、遠慮なく言うてみい、ほれほれ」

「え～」

　顔を赤らめ、恥ずかしそうにもじもじとしている少年に対し、キシリカはニヤニヤと笑いながら先を促した。

「じゃあ……」

　少年はその言葉に、意を決したように言った。

「ぼくのおよめさんになってください！」

「お嫁さん!?　おぬし、その歳で嫁を欲しがっとるのか!?　はぁ～、最近はマセた子供が多いのう……」

　呆あきれ顔のキシリカに、少年の顔が曇った。

「ダメ？」

　思わずダメではないと言ってしまいそうな可か愛わいらしい仕草であったが、キシリカは自分の意見はハッキリと言うタイプの女である。

「うむ。悪いが妾にはフィアンセがおってな。おぬしと結婚することはできんのじゃ」

「えぇ……」

「他に何か欲しいものはないか？　ほれ、最初に〝ま〟がつく便利でビューチフルなものとか、あるじゃろ？　ん？」

「……やだ。お嫁さんがいい」

　あるいはこの子があと十歳ほど歳を取っていたなら、魔眼を欲しがったかもしれない。魔眼は扱いこそ難しいが、それだけの価値のあるものだ。

　だが、今の彼は魔眼という単語すら知らないのだ。知らないものを要求することはできない。

「うーむ、困ったのう。妾も求められて嫌な気はせんが……」

　キシリカは困り顔で少年を見下ろし、ふとあることを思いついた。

「そうじゃ。なら妾がフィアンセと出会った時の話をしてやろう。それを聞けばおぬしも諦めがつくはずじゃ」

「おはなし？」

「そうじゃ、ドキドキワクワク、拍手喝采間違いなしの大スペクタクルじゃ！」

「ききたい！」

「よしよし」

　こうして、キシリカによる昔話が始まった。





[image: ]






　それは今から千年か二千年か三千年か四千年ぐらい昔のことじゃった。

　当時の妾はイケイケで、魔王たちを従えてブイブイ言わせておった。

　人族に攻め入って巻き上げた金銀財宝で毎日のようにパレードをやったり、領地中からイケメンを集めて侍はべらせたり、寝ている魔王の顔に落書きをしたり、人族の王に手紙を送りつけてストレスでハゲさせたり……まさにやりたい放題じゃった。

　しかも、魔界大帝として君臨しておる時の妾は、今みたいに半端なチンチクリンではなく、完成された美の結晶でな。妾を慕う各地の魔王や、魔族の名士から、毎日のように貢ぎ物が届けられた。

　お陰で妾は毎日が満腹状態。まさに無敵じゃった。




　しかし、妾がそうやって大帝生活を満喫しておると、邪魔しに来る者たちがおる。

　人族じゃ。まあ人族に攻め入っておるわけじゃし、当然じゃな。

　人族はごくごく一部を除けば弱い種族。雑魚ばかりじゃ。たまーにヤバい奴もおるが、いても千年に一人といったレベルじゃからな、まったく問題にしておらなんだ。

　ただ、千年に一人ということはつまり、千年に一度はそういう奴が出てくるということじゃ。

　妾はそういう者を勇者と呼んでおる。

　勇者は必ず現れた。最初の戦争の時も、空の色は青じゃないとイヤだと抜かす、ワケのわからんこだわりを持つ頭のおかしい勇者にやられたもんじゃった。が、それはさておき……。

　黄金騎士アルデバラン。

　その勇者は、そう呼ばれておった。

　おぬしも聞いたことがあろう？　そう、たった一人で人族の戦線を立て直し、魔族軍を壊滅状態にした、あの大勇者じゃ。

　妾は当初、そんな輩やからのことなど気にも留めておらんかった。というか、千年に一度出てくるかどうかという奴を常に気にしているほうがおかしいじゃろ？　大半は「千年に一度の逸材！」と騒がれつつも、他の魔王が仕留めるわけじゃし。

　いや、実際のところを言うとな、配下が何度か報告に来たんじゃよ。「あの勇者はマジでヤバイ。はやく対処を」とな。が、まぁ大丈夫じゃろと、ふわっと考えておった。

　しかし、大丈夫ではなかった。気づいたら我が軍は壊滅状態で、アルデバランが妾の城に攻め入ってきておったのだ。

　妾はそこで初めてアルデバランを見たが、もう見ただけですんげぇヤバイとわかる奴じゃった。

　まだら模様の銀髪に、虫のように感情のない目、全身から不吉なオーラをほとばしらせ、殺気もないのに殺されると理解できた。

　そして強かった。

　そんな奴が城に攻め入ってきたんじゃから、当然、妾を警護する戦士たちが襲いかかるわけじゃよ。妾の身辺警護役じゃから、魔族の中でも屈指の猛者たちじゃ。

　そんな戦士を綿菓子のようにちぎっては投げ、ちぎっては投げ、ならばと出てきた腕自慢の屈強な魔王をも一撃で消滅させた。消滅じゃぞ消滅。意味がわからんわい。しかも黄金騎士とかいう割に、まったく金色要素がなかった。

　配下が唾を飛ばしながら何度も報告に来るのも頷うなずけるヤバさじゃった。

　そんな化け物を前に、妾は全身が震えて何もできんくなってもうた。

　おぬし、わかるか？　人はな、もうその時点で何をしても助からないと悟ると、体が動かなくなるんじゃ。それが、本当の恐怖というものの味じゃ。

　命乞いすらできんかった。そいつは人の言葉を聞くようには見えなんだからな。

　妾にできたのは、ただただ神に祈ることのみ。神といっても、何の神に祈ったのかはわからんが、とにかく目の前の存在を超越する何かに祈ったのじゃ。

　無論、祈りが届くはずもない。妾は死を覚悟した。

　その時じゃ！

　ドガーン！　と大きな音を立てて、天井から何かが降ってきた。

　全身鎧よろいを身につけた巨大な男じゃ。

　すわ、敵の増援か!?　そう思った妾じゃったが、その背が妾のよぅ知っておる人物によく似ておった。

　祈りは届いておったのじゃ！

　神にではなく、妾の知っておる人物に！

　それこそが不死身の魔王バーディガーディ。最後に残った八大魔王じゃ。

　そやつは見たこともないような鎧を身につけ、勇者へと戦いを挑んだ。

　妾は叫んだ。「やめろ、おぬしの敵かなう相手ではない！」と。なにせそやつは、魔族には珍しいインテリでな。大きな図ずう体たいをしておるくせに、口から飛び出す言葉は慎重で小こ賢ざかしいものばかりじゃった。無論、戦いなど、ほとんど経験したこともなかったはずじゃ……が、男子三日会わざればなんとやら、妾の知らぬ間に、そやつも成長しておったのじゃろうな。

　バーディは化け物相手に引けを取らず、互角の戦いを繰り広げ始めたのじゃ。

　ぼがーん、どがーん！

　城を破壊しつくしても、二人は戦い続けた。

　どぎゃーん！　ぼぎゃーん！

　町を破壊しつくしても、まだ戦いは終わらん。

　戦いは永遠に続き、全人類を滅ぼしつくすかと思われた……が、永遠に続く戦いなどない。

　長い長い死闘の末、決着はついた。とうとうバーディは勇者を倒したのじゃ。

　しかし、勇者もさるものよ、最後の最後に、巨大な置き土産をしていこうとしておった。

　自爆じゃ。己の命と引き換えに、妾とバーディを殺そうというのじゃ。

　食い止めねば！　そう思ったが、妾は無力。勇者を止める力などなかった。

　戦いに勝利したバーディは力を持っていたが、長い死闘の末、全ての力を使い果たし、力尽きる寸前じゃった……。

　諦めるほかなかった。

　兜かぶとがはずれ、死にかけた顔を妾に向け、バーディは言った。

「もし生まれ変わったら、貴女あなたの夫に……」

　妾は笑って言った。

「無論じゃ、蘇よみがえったら結婚しようぞ……」

　そして、妾とそやつは吹き飛んだ……。

　互いに優しい笑みを浮かべながらのぅ。
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「んー、何度話しても良い話じゃな。特に奴が助けに来るところなど、今思い出しても胸がキュンキュンするわい。しかし、これでわかったじゃろ？　妾とバーディの絆は堅固。おぬしの嫁になってやるわけにはいかんのじゃ……」

　話を終えたキシリカが、改めて少年の方を振り返ると、

「……ん、なんじゃ？」

「スー……スー……」

「寝ておるのか？」

　少年は壁にもたれて、スヤスヤと眠っていた。

　ちょうど、お昼寝の時間だったのだろう。

「うーむ、妾のアダルトな恋愛話は、おぬしにはちと早すぎたかのう」

　キシリカは首をかしげつつ、立ち上がった。寝てしまったのであれば、仕方がない。

「しかし、飯の礼はしてやらねばな！　ふん！」

　キシリカは元気よくそう言うと、少年の目にズボッと自分の指を差し込んだ。

「……痛ぁっ！」

　少年が痛みで目を覚ました時には、もう遅い。

　少年の片目は魔眼へと作り変えられており、キシリカは新天地に向かって発進スタンバイ状態であった。

「では、さらばじゃ！」

「え？　まって！　まってぇ！」

「ファーハハハ！　妾のあげた魔眼を妾と思って大切にせよ！　結婚は無理じゃが、使いこなせるようになっておれば妾の近衛として使ってやらんでもないぞ！　ファーッハッハッハハハハハフハゲホゲホ……！」

　少年は変わってしまった視界に戸惑いつつもキシリカを見上げ手を伸ばす。

　しかし、その手は届かず、ただ天へと差し伸べられるだけであった……。




　数十年後、一人の戦士がキシリカの配下となる。

　その戦士は誰よりも深い忠誠心を持ち、誰よりも魔眼を使いこなしていたと言われるが……それはまた別の話である。
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　ノルンは寝る前に話をねだることがあった。

　オレは彼女に、オレの知っている物語を語って聞かせた。オレの憶おぼえている話だから、男子向けの話だとは思っていたが、ノルンはいつも楽しそうに聞いてくれた。

　その日も、オレはいつものようにノルンをベッドに入れて、何か話でもしてやろうと提案したのだが……。

「ねぇ、お母さんの話して」

　ノルンは、そんなことを言いだした。

「母さんの話？」

「うん。あのね。今日ね。ドルさんとマーサさんがね、なれそめ？　について教えてくれたの。ミリスで『うんめー的なプレゼント』をしたから、結婚できたんだって」

「ああ……」

　ドルとマーサはフィットア領捜索団の団員で、夫婦だ。

　正確には、去年の夏頃に夫婦になった。新婚だ。

　ここ一年ぐらい、よく惚のろ気けを聞かされたと思ったが、まさかノルンにまで惚気ているとは……。

「それでね。思ったの。お父さんとお母さんも、『うんめー的なプレゼント』をしたのかなって」

「いや……オレとゼニスはそんな……」

　と言いかけて、オレは口をつぐんだ。

　思い当たるフシはいくつもあるが、あまり自分のカッコいい話ではなかったからだ。

　贈り物は何度もしたが、大抵は自分本位で変な贈り物で、ゼニスには微妙な顔をされたものだ。

　しかしノルンのキラキラした目を見ていると、ふと、そんな贈り物をたくさんするようになったのにはキッカケがあったことを思い出した。

　とはいえ、それもオレがカッコいい話ではないんだが……。

　まぁいいか。ここ最近、散々カッコわりぃところを見せ続けてきたんだ、もう少しぐらい見せたって。

「そうだな。じゃあ、昔の話をしてやろう。あれはオレとゼニスがまだ、冒険者だった頃だ──」

　オレが話し始めると、ノルンは目をさらに輝かせ、話に聞き入り始めた。
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　それは、ゼニスが『黒こく狼ろうの[image: ]』に慣れ、本格的に迷宮を攻略し始めた頃の話だ。

　その日、オレはゼニスと二人で露店街を歩いていた。なんで二人で歩いていたのか、その理由はオレもはっきりとは憶えていないが……確かそう、露店を覗のぞきたいと言ったゼニスに、無理についていったんだったかな？

　確か当時は、ゼニスが一人でどこかに行こうとすると「一人にすると危なっかしい」とかなんとか言って、よくゼニスの買い物の付き添いをしていたんだ。

　その頃から母さんのことが好きだったかって？　いや……まぁ、そうだな。当時のオレは否定するだろうが、あの頃はすでにゼニスが好きで、気を引きたくてしかたがなかった。

「あら？」

　そうして歩いていると、ゼニスがふと、ある露店の前で足を止めた。

　古物商……と言うと聞こえはいいが、ようは迷宮から発掘された何の使いみちもないガラクタを売りつけてる、胡う散さん臭くさい店だ。

　店先には、磨かれてすらいない古ぼけた品々が、雑に並べられていた。

　オレたちが足を止めると、店主が「いらっしゃい、じっくり見ていってくれ」と、商品の説明をし始めた。

　店主は常に水が出てくる水筒だの、投げるだけで爆発する瓶だの、一見すると使えそうなものを紹介するが、オレたちはベテランだ。もっと高い効果を発揮する魔道具が、もっと安い値段で出回っているのを知っている。

　ここでモノを買うような奴は、冒険者になりたての初心者ニュービーか、お忍びの馬鹿貴族ぐらいだろう。

「あ」

　ゼニスは並べられた商品をじっくりと見ていたが、そのうちの一つを見た時、ぽつりと言った。

　小さな声だったが、ゼニスの気を引きたくて仕方がなかったオレは、聞き逃さなかった。

「……かっこい～。これ欲しかったのよね」

　それは、何の変哲もない、古ぼけたメダルだった。

　普段のオレだったら、特に気にすることもなく、一いち瞥べつしただけで立ち去ってしまうような代物だ。

「お嬢さん、お目が高い。そのメダルは」

「なぁ、もう行こうぜ！」

　とっさにオレは、メダルの説明を開始する店主の声を遮り、ゼニスを引っ張った。

「……わかったわよ。そんなに焦らせないで」

　その場ですぐさま購入してプレゼントでもすれば、それなりに格好もついただろう。

　だが、オレはそれを選択しなかった。

　自分の好感度を上げるための手立てとして、もう一味、加えたかったんだ。

　だからオレは、ゼニスと一緒に露店街を離脱した後、すぐさま一人で戻ってきて、そのメダルを買った。

　それから宿に戻って、剣の手入れ道具でメダルを磨き上げたんだ。

　古物商で小汚いメダルを買ってもらうより、綺き麗れいに磨かれたものをもらうほうが嬉うれしいだろ？

　そして翌日、オレは自信満々に、メダルをゼニスにプレゼントしようとした。

「よ、よぅゼニス。奇遇だな」

「なーによ。『よぅ』なんて、他人行儀ね。今度は何を企たくらんでるの？」

「や、別に大したことじゃねえんだ。こないだ、古物商で熱心になんか見てたじゃねえか。なんだったんだ、あれ？」

　いきなり「やるよ」と言って渡してもよかったが、ムードってもんもあるからな。まずは会話のジャブとして、そう聞いた。するとゼニスは「あぁ、あれね」と得心がいったように頷うなずいた。

「あのメダルはアンカー王国の騎士団が、身分証代わりに使っていたものよ。全部で七種類あってね──」

　ゼニスの口から語られたのは、アンカー王国騎士団の伝説だった。

　伝説といっても、子供向けに脚色された物語で、ミリス神聖国で一時期流行した読み物だそうだ。

　ラプラス戦役の時、魔族と戦って滅んだ国の騎士団の戦いを描いているんだが……まぁ、それについてはまた別の時に話してやるよ。

　でな。その物語の主要登場人物は七人。騎士団における階級は七つ。そしてメダルも七種類あるんだ。つまり、一人につき一つのメダルが割り当てられてて、それぞれが登場人物を象徴しているというわけだ。

「子供の頃に読んだ本に、そのメダルの挿絵があってね。実物を見たら懐かしくなっちゃって……でも、それがどうかしたの？」

「や、なんでもねえ！　気になっただけだ！　じゃあな！」

　オレはゼニスのメダルに対する思い入れを喋しゃべらせた後、じゃじゃーんと取り出して渡せば喜んでくれるだろうと思っていた。

　けど、ゼニスの話を聞いて、考えを改めた。

　メダルは全部で七種類。

　一種類だけもらっても嬉しいだろうが、それじゃあダメだ。

　ここで一発、強い印象を与えたいなら、これだけじゃダメだ。

　七種類、全てを集めてプレゼントするぐらいじゃないと……ってな。




　それからというもの、オレはメダル集めに没頭した。

　暇があれば古物商を巡り、迷宮探索中も、ガラクタの山を見つければメダルを探した。

　情報屋にメダルの在あり処かを聞いたこともあったし、ギースにもメダルを探してもらった。

　その甲か斐いあってか、メダルは順調に集まり、ついに六種類のメダルを集めることに成功した。

　六種類。そう、六種類だ。

　最後の一枚だけは、ダメだった。手に入らなかったんだ。

　最後の一枚、それはアンカー王国騎士団メダルの中でも、最もレアなやつだった。

　一番豪華な意匠で、一番大きくて、一番価値が高いそれは、当然『騎士団長』のメダルだ。

　一応、競売場に出品されているってところまでは突き止めて、競売にも参加したんだが、金が足りなかった。

　オレは落ち込んだよ。

　このままでは、プレゼントすることができない、ってな。

　え？　お父さんにプレゼントされるなら、なんでも嬉しいって？

　はは、確かにそうだったかもな。でも、その時のオレはそうは考えなかった。

　で、そうやって悩んでいると、メダル集めに付き合ってくれたギースが言ったんだ。

「別に全部集めなくてもいいんじゃねえか？　細い鎖でも買って、アクセサリーっぽくしちまえばよ」

　オレはその言葉に難色を示した。

　自分だったら、七種類あるものは、七種類全て欲しいからな。

　七枚中六枚しかないものを大事そうに箱に入れて贈るなんざ、マヌケのやることだ。

　一枚だけか、一枚足りないか。

　それだったら、一枚だけの方がまだマシだ。

　そう思って、ギースの案に乗ることにしたんだ。

　でも、ただ乗るだけってのも芸がない。もうちょっと、凝ってみることにした。

　だからオレはまず、細工師のところに行った。そこで、メダルを新品同然になるまで磨き上げてもらった。職人の腕によって磨き上げられたメダルは、顔が映るほどピカピカになった。オレが剣の手入れ道具で磨いたのとはワケが違う。

　その後、雑貨屋で、細い銀色の鎖を買ってきた。メダルとよく似た色のやつだ。

　それを持って、もう一度細工師のところに戻り、くっつけてもらった。

　それから、布屋に行って、高い金を払って、絹の布を買ってきた。その布を、七つ揃そろったら入れようと思っていた箱に詰め、その上にそっとのせるように、メダルを入れた。

　こうして、貴族向けの宝飾店に売っててもおかしくないような、綺麗なペンダントが出来上がった。

　オレは自慢げだった。古物商で買った薄汚いメダルを、ここまで綺麗にして贈る奴なんて、そうそういないと思ったからな。

　オレはそいつを持って、ゼニスのところに行った。

　デートの一つでもすりゃよかったんだが、当時のオレはなんていうか、カッコつけたがりでな、女のためにそこまで労力を割くのはなんかダセェだろうって気持ちがあった。

　だから、プレゼントを渡したのも、宿の一階の食堂だ。

「よぅ、ゼニス」

「なーによ。『よぅ』なんて他人行儀ね……って、なんかこれ、前にも言ったような気がするわね」

「そうだったか？」

「で、何の用？」

　ゼニスは頬ほお杖づえをついて、少しイタズラっぽい眼で、オレの方を見た。

　その時のゼニスは、なんか綺麗だった。

　綺麗な金髪に日の光が反射して光ってて、頬杖をついているのにどことなく上品で、でも瞳だけはイラズラっぽくて、そのギャップがさ。

　オレは貴族の娘も冒険者の娘も、そこらの町人の娘もたくさん見てきたつもりだったが、ゼニスはなんか、違ったんだ。

　見た目とか立ち居振る舞いがどこまでも上品で、貴族っぽいのに、言葉とか行動は垢あか抜けてなくて、無邪気でさ。

　そんなゼニスを前にして、オレはちょっと緊張しちまったんだ。

「え、や、何の用って、わけでも、ねえんだけどよ」

「ん～、どうしたのー？」

　ゼニスはからかうようなそぶりで、オレの顔を覗き込んできた。

　その様子を見た瞬間、俺はピンときた、おそらくエリナリーゼか誰かが、とっくの昔にバラしてたんだろうってな。

　あの頃のオレだったら、それに気づいた瞬間、腹を立ててその場を後にしてもよかった。

　けど、メダル集めには随分と長い時間をかけたし、メダルを綺麗に包装するのにも手間をかけたし、ゼニスも綺麗だった。

　オレは手に持った箱を、ゼニスへと突き出した。

「やるよ」

「えっ？」

　ゼニスは、恐らくメダルをそのまま手渡されると思ってたんだろうな。

　箱を渡されて、きょとんとした顔をしていたよ。

「開けてみてもいい？」

「開けなきゃ、中身わかんねぇだろ……」

　オレがそう言うと、ゼニスはゆっくりと箱を開けた。

「……わぁ」

　その感嘆の息が、ポジティブなものなのか、ネガティブなものなのか、オレにはわからなかった。

「前に、古物商で見た時、カッコいい、って言ってただろ？　だからよ、まぁ、七種類あるみたいだし、ホントは全部揃えたほうがいいんだろうけど、オレもそんな暇じゃねえっつうか……」

　だからってわけでもないが、オレはしどろもどろに言い訳をした。

　正直、やっぱり七種類全部揃っていたほうがいいと思っていたからな。

　そうやってみっともなく言い訳をしてると、ゼニスは箱の中からメダルを取り出して、まじまじと見始めた。

「綺麗……」

　ゼニスはしばらく明るいところでメダルを見ていたが、そのうちペンダントになっているメダルを自分の首にかけて、くるりと回った。

「ね、似合う？」

「お、おう。似合ってる」

　頷くと、ゼニスは顔を赤らめて、でも嬉しそうに頬を緩めた。

「ねぇパウロ、ちょっと耳貸して」

　そのまま、ちょいちょいと指でこっちに来るように指示され、オレは言われるがまま、彼女の前でかがんだ。

　ゼニスはオレの耳元に口を寄せてきて……。




　──ちゅっ。




　気づいた時には、ゼニスはオレから離れていた。

「お礼！」

　一瞬、何をされたのかわからなかった。

　でも、オレの頬には、ちょっとした温かさと、彼女の柔らかい唇の感触が残っていた。

　彼女は先ほどより、さらに顔を赤くしつつ、恥ずかしそうに笑いながら、言った。

「ありがと！　大切にするね！」

　そして、逃げるように宿の自室へと戻っていったんだ。
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「後から聞いたんだが、やぱりゼニスはメダルをもらえるってことは聞いてたらしい。でも、あそこまで綺麗なのをもらえるとは思ってなかったんだそうだ。古物商に置いてあった汚いメダルを、そのまま手渡されると思っていたから、すげぇ嬉しかったって……て、あれ？」

　かつてのことを思い出しながら語っていると、先ほどまで聞こえていた相あい槌づちがなくなっていることに気づいた。

　ふと視線を落としてみると、ゼニスによく似た顔立ちの、しかしずっと幼い子は、眼を閉じて、深い寝息を立てていた。

　どうやら、話の途中で眠ってしまったらしい。

「……やれやれ、こういう話はまだ早かったか？」

　オレは後ろ頭をぽりぽりと掻かくと、寝息を立てるノルンの頭を優しく撫なでた。

　ノルンも、あの転移事件からこっち、かなり大きくなった。

　大きくなったといってもまだまだ子供だが……でも、今よりもっと成長すれば、ゼニスのような美人になるだろう。

　周りの男は放っておかないだろうし、ノルンだって恋をするだろう。

「もしオレみたいな奴を連れてきたら、ゼニスはなんて言うだろうな……」

　と、自分で言って苦笑したところで、オレは立ち上がった。

　ゼニスも、リーリャも、アイシャも、未いまだ見つからない。だが、とにかく今は、オレにできることをやらなきゃならねぇ。

　そうじゃねえと、ノルンの恋人をゼニスと一緒に見ることができねえからな。

「と、その前にルディが先か？」

　つい先日別れたばかりの我が子と、その子のそばにいた女の子の顔を思い出しつつ、オレは部屋の明かりを消して、扉に手を掛けた。

「おやすみ、ノルン」

　最後に一言そう呟つぶやき、オレはノルンの眠る部屋から出ていく。

「さて、オレはもうひと踏ん張りすっかな！」

　そしてオレは、捜索団の仕事へと戻るのであった。
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　イーストポートに到着した。

　船から下りると、そこはもう王竜王国内だ。

　関税も存在し、荷物を確かめられると同時に通行料も要求されたが、払うものさえ払ってしまえば、あっさりとしたものだった。

　俺とエリス、ルイジェルドの三人は、港を出た。

　さぁ、ここからは中央大陸、アスラ王国は目と鼻の先だ。

「……おや？」

　なんて思いつつ宿を探すべく通りを歩いていると、ふとある露店が目に入った。

　陳列されている商品は布。それも面積の小さい布だ。すなわち下着屋である。

　おっと、誤解しないでくれたまえ。別に下着に興味があるわけじゃない。ただちょっと、下着の材質が、あまり見ないタイプだったから気になったのだ。

　ついでに言うと、こんな通りの真ん中で下着だけを売っている、というのも気になった。

　普通、露店の服屋は、旅人用の服がメインで、下着は余った布で作りましたって感じのが多い。

「おじさん、珍しいね。こんなところで下着を売るなんて」

　ということで、なんとなく話しかけてしまった。

「おっと、こいつを知らないとは、さてはお前さんら、旅人だね？」

「ええ。ミリスから来て、アスラに向かうところです」

「そっか、じゃあ教えてやるよ。これは下着じゃなくてな。水着っていうんだ」

　水着!?　水着だと!?

　馬鹿な、この世界には水着などという概念はなかったはず。

　川で遊んだりする時も、みんなはだかんぼパラダイスのはず。

「服を着たまま水に入ると、服が邪魔して泳ぎにくいだろ？　でも下着は透けるし恥ずかしい。裸は言うまでもない。そんな方々のために開発されたのが、この水着ってわけさ」

「泳ぐって……プールでもあるんですか？」

「この町にはな、大昔に漁師が海人族の王族を助けたことで受領した浜辺があるんだ。漁をするほど広くはねえし、海人族との間で何度か問題が起きたから釣りもできねえが、魔物は滅多に入ってこないから、今じゃ漁師や冒険者が泳ぎの練習をする場所になってるってわけだ」

「へぇ～」

　俺の知っているプールとは少し違うが、海に入れる場所があるらしい。

　そして、俺の前には、実に布の面積の少ない水着が陳列されていた。

　さらに、俺の後ろには、海で泳げると聞いて目を輝かせているエリスもいた。

　俺たちの夢は今、一つだ。

「おじさん、一着買うよ」

「毎度」

　おじさんはニカッと笑った。




　そうしてやってきました暑い夏。俺の心もますますヒートアップ。

　目の前に広がるのは白い砂浜、青い海、真っ赤な太陽。キラキラと光る砂の間から見える赤い貝殻が実に雰囲気を出しています。

　きっと、この場所をもらおうと思った漁師、あるいは場所をあげようと思った王族は、この美しい光景を見て、恋人たちとの語らいとか、そうしたものを想定していたに違いない。

　だが残念ながら、目の前にはむさい男とむさい女が汗水たらしながら泳ぎの訓練に従事する光景が繰り広げられている。

　しかし！　そんな海に一輪の花が舞い降りたのだ！

　俺が購入した黒いビキニを身にまとい、赤い髪をポニーテールにまとめたエリスが！

　いやー、大変だった。海では泳ぎたいわよ？　けどなによその水着、ほとんど下着と変わらないじゃないの！　と嫌がるエリスを説き伏せ、着替えさせ、ようやく拝めた素晴らしき世界！

　そこそこ成長したエリスの胸と腰、可か愛わいらしいおへそに、すらっと伸びる足。これを眺めているだけで、おじさんもう満足です。

　あなたの満足を大満足へ。俺はエリスへと近づきます。

　スイカを割ったり、波打ち際で追いかけっこをしたり、沈む夕日を見つめながらジュテームと言ったり、海のイベントは盛りだくさんなのですから。

「ルーデウス！　泳ぐわよ！」

「待ちなさいエリス。まずは準備運動。水の中で足が攣つったら大変ですからね」

　そう言うも、エリスは聞かない。

　もはやパラダイスは目の前。大きく広がる大海原に身を投じたくて仕方がないのだ。

　心はすでに海の中、ヒトデは海のお星様ってわけだ。

「ルイジェルド！　泳ぎ方を教えなさい！　さぁ行くわよ！」

「だから、待ちなさいってばー」

　走りだそうとするエリスの肩に手を掛ける。

　すると、目算を誤ったのか、それともエリスが動いたせいか。

　俺の指はスカッと空を切り、エリスの背中に結んである水着の結び目へと引っかかった。

　結び方が甘かったのか、解ほどけるヒモ、ヒラリと落ちる水着。

「ちょ……！　何するのよ！」

　俺の目に飛び込んでくるのは、エリスの柔らかな双丘と、桜色の頂き？

　いいえ、硬く握りしめられた拳こぶしです。




　こうして、俺はエリスのボレアスパンチを顔面の真ん中に受けて気絶した。

　エリスは俺が気絶している間に海をたっぷりと満喫し、夏は終わりを告げたのだった。
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１．ルーク

　ルーク・ノトス・グレイラットには悪癖があった。

　それは女性を見ると、口説かずにはいられないというものである。

　特に胸の大きい女性となると、見さかいがなくなる。

　胸が大きければ、年齢は問わない。成人前の女子から、妙齢の女性、六十歳を超えた老婆まで、全て彼の口説きの対象である。口説き落とした相手が年若い娘で、そのままベッドインできるならばなおいい。

　ただ、彼の名誉のために言っておくのであれば、この口説くという行為は、決して性的欲求を満たすためだけに行っているわけではない。

　ただの癖なのだ。

　自分の容姿と言葉で、自分の好みの女性が自分を好きになってくれる。そのことに、彼は言い知れぬ感動と達成感を覚えるのだ。もっとシンプルに言えば、彼は胸の大きな女性と仲良くなるのが好きなだけなのである。

　逆に言えば、彼の父親以上の年齢の女性などには、下心抜きでの口説きを試みる。

　ただ、時にそうした八方美人さが、問題を起こすこともあった。

「あらー！　ルークちゃん！　お久しぶり！」

「やぁ、ジョセフィーヌ！」

　ジョセフィーヌという女性は、とある上級貴族の奥方である。

　すでに旦那は亡くなり、家督は息子に譲っているのだが、貴族の中に彼女に世話になった者は多く、未いまだに王宮で幅を利かせている人物だ。

　家督を息子に譲っているということからもわかる通り、年齢の方はルークのトリプルスコア。もちろん、ルークの恋愛の対象外だ。

「今日も素敵なドレスだね。あなたの美しさをより一層引き立てている……いや、あなた自身が美しいから、どのようなドレスでも輝かせてしまうのか」

　とはいえ、ルークに年齢は関係ない。

　今日も自動的とも言えるような口説き文句が口から炸さく裂れつし、ジョセフィーヌを大喜びさせてしまう。

「もうルークちゃんたら口がうまいんだから、おばさん嬉うれしいわ！　あのね、このドレスは王竜王国の方から入ってきたのよ。王竜の素材から取れた繊維が織り込んであって、とても丈夫な上に艶つやが──」

　ジョセフィーヌが饒じょう舌ぜつにドレスについて語り、ルークがそれに相あい槌づちを打つ時間が、ほんの一時間ほど流れた。

　勘違いしないでもらいたいのだが、ルークは別に迷惑に思っているわけではない。

　むしろ、その時間を好ましくさえ思っている。

　なにせ、胸の大きな女性が、目の前で胸元の開いた服を着て、嬉しそうに好きなもののことを喋しゃべっているのだ。好ましくないはずがない。むしろ、この瞬間のために口説いているといえる。

　ただ、ジョセフィーヌの場合は、そこでは終わらない。

「あ、それでねルークちゃん。今日は大好きなルークちゃんのために、いいものを持ってきたのよ」

「いいもの？」

「持ってきなさい」

　ジョセフィーヌの言葉で、庭園の隅に控えていた従者が動いた。

　従者は、布に包まれた板のようなものを、ルークの前へと差し出した。

「あげるわ、ルークちゃん。いつも話し相手になってくれるお礼よ」

「これはこれは！　ありがとうジョセフィー……」

　ルークの笑顔は、従者が布を取り払った瞬間に凍りついた。

　ジョセフィーヌの贈り物は絵画だった。

　ただ、そこに描かれているのは、口に出すのも憚はばかられるほど特異で、変態的なものであった。

「うふふ、喜んでくれたかしら。ルークちゃんを思って、ウチの絵師に描かせたのよ」

「あ、ああ……ありがとう、ジョセフィーヌ」

「どういたしまして。愛するルークちゃんのためだもの。これぐらいは当然よ」

　ジョセフィーヌはその後、絵のことをつらつらと説明した。

　絵師はどこで捕まえてきただとか、どこそこの絵の具を使っているだとか、絵師の使っている筆がどうだとか。ルークはそれを引きつった笑みを浮かべながら聞いていたが、やがてジョセフィーヌは満足したのか、

「じゃあねルークちゃん。また今度」

　そう言って、去っていった。

　残されたのはルークと絵。

　ルークは絵をもう一度まじまじと見て「うえ……」と顔をしかめた。いくらルークが女性に優しい男を自称していても、この絵はなかった。それほどのものだった。

「とりあえず、後で倉庫の奥にでもしまっておくか……いや……」

　ルークは少し考えると、絵を持ち帰った。




２．アリエル

　アスラ王国の王侯貴族には変態が多い。

　富に名声、全てを持っている彼らは、常人の好むものなど簡単に手に入るため、倒錯的なものに手を染めるのだ。

　王侯貴族のうちの九割が、秘めたる嗜し好こうを持っていると言われている。

　アリエル・アネモイ・アスラ。

　彼女はそんな王族や貴族の中において、比較的常人として知られていた。

　確かに少々オイタをする場面はあるものの、嗜好としては真っ当。むしろ、そのオイタですら、王宮で馴な染じむための芝居とすら言われている。

　彼女の容姿と、カリスマ性の高い声が、周囲にそう思わせるのだろう。

　だが実際のところ、アリエルもアスラの王侯貴族の例に漏れない人物。

　そう、つまり彼女も特殊な嗜好の持ち主だった。

　彼女の性癖は極めて特殊で、人前で痴態を晒さらすのが好きなのである。

　なんだ、案外普通じゃないか。そう思う者もいるだろう。

　確かに、似たような性癖を持つ者は大勢いる。いわゆる露出趣味というやつだ。

　しかし、彼女の嗜好は露出ではない。彼女の場合、積み重ねてきたものが、ガラガラと音を立てて崩れながら恥を感じる瞬間にこそ、大きなエクスタシーを感じるのだ。

　自分の地位が大きければ大きいほど、自分の印象が良ければ良いほど、快感も大きくなる。

　それを感じるためには、わざとではダメだ。

　わざと恥をかくような真似をしても、彼女の琴線には触れない。

　完璧な王女、完璧な自分。それがひょんなことから崩れなければならない。

　なので、彼女は自分の嗜好を絶対に知られないように気をつけながら、パーフェクトを演じ続けているのだ。

「あら？」

　そんな彼女はある日ふと、自分の部屋の片隅に、変なものが置かれているのに気がついた。

　綺き麗れいな布に包まれた正方形の物体。

　恐らく、絵画である。

　アリエルは何気なく、その包みを手に取った。

　部屋に置いた覚えのないものを簡単に手に取るのか、と疑問に思う者もいるだろうが、アリエルぐらいになると、連日のようにプレゼントが贈られてくるし、そのプレゼントは大抵の場合、中身を確認された上で部屋に置いておかれる。それでも毒針が仕込んであるようなこともあるため、絶対に安全とは言い切れないのだが……。

　とはいえ、今回は毒針が仕込んであるようなこともなく、アリエルは中を見ることに成功した。

　ただ、毒針はなかったが、毒はあった。

「これはひどい……」

　アリエルの口から、そんな言葉が漏れた。

　中から出てきたのは、持っている者の品格が疑われるような絵画である。

「いったい誰がこんなものを……ルークのイタズラ？」

　アリエルはそう呟つぶやきつつ、その絵をまじまじと見た。

　これはひどい。とてもひどい。持っていると他人に知られるだけで恥ずかしい。今、こうして持っているだけでもドキドキする。アリエル様があんなものを、と思われてしまうだろう。

「っ……！」

　アリエルの身がブルリと震えた。

　アリエルには、悪癖があった。

　それは『見られて困るもの』を収集することである。

　そうして集めたものは厳重に隠しておいて、時折「これが見つかったら私は終わりだ！」と思いながら愉悦に浸るのは、彼女の数少ない楽しみであった。

「隠しておかないと……」

　これは窃盗ではない。

　王族にとって、自分の部屋にあるものは全て自分のものだと考えるのは自然なことである。実際、この部屋に彼女のものでないものは存在しない。物から人に至るまで、全て。

　なので、部屋に置いてあるものは許可なく使用してもいいし、許可なく捨ててもいい。

　もちろん、許可なく隠してもいい。

「とりあえず、ベッドの下にでも入れておきましょう」

　中学生男子がエロ本を隠すような場所に絵をしまったところで、アリエルはふと尿意に襲われた。

「……っと、紅茶を飲みすぎたかもしれませんね」

　市井の民の中にはアリエル様はトイレなんか行かないと思っている者もいるが、もちろんそんなことはない。アリエルは部屋に備え付けてある、自分専用のトイレへと向かった。




３．フィッツ

　フィッツことシルフィエットは、アリエルの守護術師である。

　彼女の仕事は、アリエルを守ること。それと、たまに発せられる彼女の命令に従うことだ。

　今回はちょっとした言こと伝づてを、ある上級貴族に伝えるように命令をされ、特にアクシデントもなく遂行。そして帰ってきたところだった。

「あれ？　アリエル様？　ルークもいない。まだ戻ってないのか……」

　しかし、護衛対象であるアリエルの姿はなかった。

「トイレかな？　……ん？」

　そう呟きつつ、トイレの方に視線を向けようとして、フィッツはあるものに気がついた。

　ベッドの下だ。

　そこから、何やら見覚えのない布がほんのわずかに顔を覗のぞかせていた。

「……」

　フィッツは無言で杖つえを抜いた。

　ベッドの下。刺客が隠れるにはかなりお粗末な場所である。でも、だからといって警戒を怠るわけにはいかない。

　足音を忍ばせ、ゆっくりと近づき、右手で杖を構えたまま、左手を布に近づけ……。

　一気に引き抜いた。

　同時に、出てきたものに魔力の篭こもった杖を向け、「動くな」と叫ぼうとして、はたと止まった。

「なにこれ」

　出てきたのは、一枚の板だった。

　引っ張ったせいか布が外れ、少しだけ中身が露出している。

　どうやら、絵のようだ。

「なんでこんなところに……？」

　そう独りごちながら、シルフィは慎重に、絵にかかっている布を外しにかかった。

　もしかすると、毒針などが仕込んであるかもしれない……そう思って慎重に手を動かしたが、特に何かが仕掛けられているということもなく、布はすんなりと取れた。

　針はなかったが、毒はあった。

「う、え……」

　見た瞬間、フィッツは吐きそうになった。

　こんなひどいものがこの世にあることに、脳が拒否反応を示したのだ。

「え～？　ナニコレ……でも、アリエル様のベッドの下にあるってことは……え？」

　王族の部屋にあるものは、例外なく王族の所有物である。

　ゆえにフィッツは自然と、それがアリエルの所有物であると認識した。

（アリエル様がこんなものを……え？　ベッドの下ってことは隠してたってこと？　え？　あのアリエル様が？　え？　え？）

　女の子座りで絵を抱え、混乱するフィッツ。

　そんな彼女の後ろから、ガチャリと音がした。

「っ！」

　ビクリと身を震わせながら振り返ると、そこには彼女がいた。

　アリエル・アネモイ・アスラ。フィッツを助け、あらゆることの面倒を見てくれているにもかかわらず、召使いや奴隷ではなく、友人と言ってくれる、かけがえのない人が。

　彼女は、絵を持つフィッツを虚うつろな目で見て、そして言った。

「見てしまいましたね」

　フィッツは思った。見てはいけないものを見てしまった、と。

　彼女がもう少し冷静なら、アリエルの口端にわずかに浮かんでいる笑みにも気づいただろうが、ひどいものを見てしまったショックでわからない。

（……どうしよう！）

　親友が、とてもじゃないが受け入れられない趣味を持っていた。

　何を言うべきなのか。どう行動すべきなのか。見なかったことにすべきなのか、それとも拒絶すべきなのか。

　その判断ができず、フィッツは硬直してしまっていた。

　さて、そんなフィッツにはある性癖があった。

（ルディなら……ルディならこういう時にどうする!?）

　それは窮地に陥った時、幼馴染おさななじみであるルーデウスならどうするかと考えることだ。

（ルディ、ルディなら……！）

　無意識のうちに彼に助けを求めるような思考。

　それが彼女の性癖であった。

（どうすればいいの！　ルディ!?）

　しかし脳内の彼は何も言わない。二割増しに美化された顔に朗らかな笑みを浮かべながら、ポンポンと優しく肩を叩たたいてくるだけだ。

（どうしよう！　どうするの!?）

　泣きそうになりながら、シルフィはゆっくりと近づいてくるアリエルを見つめるしかなかった。




４．ルーデウス

　フィッツがめっちゃ困っている時、ルーデウスもまた、あるものを発見していた。

　それは馬車の中を掃除している時、ルイジェルドの荷物からぽろりとこぼれ落ちてきたものだった。

　それは、とても卑ひ猥わいな像だった。

　像といってもルーデウスの好むフィギュアと違い、土偶のようなものではある。だが、それでもルーデウスがドン引きするほどの卑猥さを秘めていた。邪淫の化身をそのまま偶像化したかのようにすら思える代物だったのだ。

　ルイジェルドがこんなものを持っているとは信じられない。だが、彼の荷物から出てきたのだから、十中八九間違いなく、彼のものだろう。

「……」

　ルーデウスはその像を手に取り、まじまじと見つめていた。

　と、その時、後ろで物音がした。

　ルーデウスがサッと振り返ると、そこにいたのはルイジェルドだった。

「どうした？」

「……いえ」

　ルーデウスは、数秒ほど静止していたが、やがてフッと力を抜いた。

　そして、像をそっと元あった場所に戻し、ルイジェルドの方を振り返った。

　その顔には、不気味なほどに朗らかな笑みを浮かべていた。

　彼はその笑顔のままルイジェルドへと近寄り、ポンと肩を叩いた。

「大丈夫。わかってますよ」

　そして、彼は、そのまま馬車から出ていった。

「…………なんの話だ？」

　唐突のことでルイジェルドはよくわからず、頭に疑問符を浮かべた。

　無論、言うまでもないことだが、あの像はルイジェルドの持ち物ではない。元々馬車の中に置いてあったものが、何らかの拍子に彼の荷物にまぎれてしまっただけなのだ。

「まあいい」

　そしてルイジェルドはすぐに頭から疑問符を消した。

　ルーデウスがおかしな行動に出るのは、今に始まったことではないからだ。

「ふぅ……」

　馬車の外に出たルーデウスは、晴天の空を見上げた。

「人にはそれぞれ趣味があるもんな……」

　晴れやかな顔をして、そんな独り言を言うルーデウス。

　そう、彼にはある性癖があった。

　それは、他人がどんな趣味を持っていても、それを理解し受け入れようとする……というものであった。

「そういえば、シルフィは今、どこで何やってんだろうな……」

　彼の視線の先には、明るい笑顔のシルフィが半透明に浮かんでいた。




　その後、半泣きのシルフィがアリエルに対してどういう行動を取ったのかは、神のみぞ知る。

　しかし、友情に亀裂が入るようなことにはならなかったとだけは、明言しておこう。
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　その日、俺は授業が終わった後、ザノバの部屋へと向かっていた。

　目的はもちろん、ジュリの教育だ。彼女を購入してから一ヶ月、無詠唱で土弾ストーンバレットを作れるようになってきた。無詠唱の土弾ストーンバレットだけに絞ったからか、はたまたジュリに才能があったからかはわからないが、かなり早い習得だ。

　炭鉱族ドワーフの特性ゆえか、手先も器用でセンスもいい。

　このまま教育を続けていけば、数年以内には、ザノバだけでなく俺も満足のいくレベルのフィギュアを作れるようになるかもしれない。

　そうワクワクしながら、ザノバの部屋の扉を開く。

　ノック？　ふふ、俺とザノバの仲に、そんな無粋なものは存在しないのさ……いや、やっぱしといたほうがよかったかな？　親しき仲にも礼儀ありって言うし……。

「失礼します」

「おお、師匠！　ようこそおいでくださいました！」

　俺の心配をよそに、ザノバはノックもせずに入ってきた俺を満面の笑みで迎えてくれた。

　まぁそうだよな。ノックとか、そういう細かいことを気にするタイプの男じゃないか。

「ん？」

　と、俺はそこでザノバが大事そうに持っているものに気がついた。一抱えもありそうな木箱である。人形を入れるにしては、少々大きすぎる……いや、あるいはマスターグレードな人形を買ってしまったのかもしれないが。

「なんですか、それ？」

「さすが師匠、お目が高い！」

　そう聞くと、ザノバは「よくぞ聞いてくれました！」と言わんばかりに目を輝かせた。

　お目が高いも何も、そんだけでかいもの持ってたら誰だって気になるだろうに……。

　ザノバはにこやかな笑みで木箱をテーブルに置くと、中を開いてみせた。

「お」

　中を見ると、思わず声が漏れた。

　箱の中には、精緻な彫刻が施された駒と、碁盤のようなものが収められていたのだ。

「ゲームですか」

「さすが師匠、ご存知でしたか。左様、戦争を模したゲーム、カルカトランガですな」

　トランガは中央大陸で広く遊ばれているボードゲームの一種だ。

　ざっくり言えばチェスのようなものである。

　ルールと名称は地域によって少しずつ異なる。カルカトランガは、確かアスラ王国のトランガの名称だ。ザノバの故郷であるシーローンでは、また少し違うものだったはず。

「見てください、この駒を！」

　ザノバはそう言うと、駒の一つを手に取って、掲げるように持ち上げた。

　魔術師のようなローブから、杖つえのような頭が生えている駒だ。若干不気味でありながら、しかし魔術師であると一目でわかる。

「面白い造形ですね」

「でしょう!?　杖や剣を頭にするという斬新な造形！　他の造形師ではなかなか浮かばないアイディアですな！」

「有名な人なんですか？」

「ええ！　この駒の作者は、アスラ王宮お抱えの造形師でして、基本的には市場に出回らないのですが、何の因果か、このラノア王国にまで流れてきたようでしてな、手に入れることができたのはまさに僥ぎょう倖こうでした！」

　ザノバはそう言いつつ、丁寧な手つきで駒を並べていく。

　鎧よろいを身につけた剣の頭の騎士、首のないコートから二本の剣の腕が生えている剣士、首のない鎧に旗を持った従者、のっぺりとした平民服から短めの剣腕が生えた平民、ガウンから冠を模した頭を生やした王……。

　なんとなくだが、頭を持っている駒の方が強いんだろうな、というのがわかる。

「どういうルールなんですか？」

「おや、師匠ともあろうお方が、カルカトランガのルールをご存知ないと？」

「身近にゲームを持っている人もいなくて……ザノバはわかるんですか？」

「無論ですとも。シーローンの王族は、各国のトランガを学ぶことを義務付けられていますので」

　各国のトランガを……というところから推察するに、恐らく外交でこのゲームを使うシーンがあるということなのだろう。

『時にそなた、トランガはわかるか？　朕ちんは最近、ハマっていてな』

『無論ですとも陛下、ぜひお相手をさせてください！』

　って感じの接待トランガも、外交ではよくある場面なのかもしれない。

「ちょっと遊んでみたいですね。教えてくれませんか？」

「ふむ……師匠がおっしゃるのなら」

　ザノバはあまり乗り気ではないようだ。こいつは人形至上主義者だから、駒の造形が全てで、ゲームに関しては欠片かけらも興味がないんだろう。

「まず、盤にこのように駒を並べてですな……」

　ザノバに何かを教わるのは新鮮だ。

　そう思いつつ、俺はザノバの説明に没頭するのだった。
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　コンコンと、控えめに扉がノックされたのは、俺がザノバからルールを教わり、対戦を開始して三時間ほど経過した時だ。

「ふむ、入るがよい」

「失礼します。ルーデウス君はいますか？」

　と、控えめに顔を覗のぞかせたのは、フィッツ先輩だった。

「師匠は今、取り込み中ですが」

「あ、ううん！　大丈夫です！　用事があったわけじゃなくて、今日は図書館に来なかったから、どうしたのかなって思っただけだから……」

　フィッツ先輩は、毎日のように図書館に来てくれて、転移事件について調べている俺を手伝ってくれている。約束しているわけではないが、毎日来ている。恐らく、連絡もなく来ない俺を心配して見に来てくれたのだろう。ありがたいことだ。

「えっと……何をしているんですか？」

「トランガである。師匠はこのゲームをやったことがないとおっしゃるので、僭せん越えつながら余が指導をさせていただいている」

　ザノバはそう言いつつ、盤面に目を落とした。

　盤面はというと、無残なものである。すでに西軍の騎士と魔術師は討ち取られ、王は敵兵によって包囲されている。

　王も人である。死にたくはないし、たとえ将来的に死ぬのだとしても、できるだけ長く生き長らえたいものだ。

　だから必死に生き延びる道を探すが、自軍は壊滅状態で、助けも来ない。

　こうなってしまった場合、王は潔く自害を選ぶのがよいとされている。王が平民に殺されるわけにはいかないから。

「うー……ぬー……参りました」

　俺は長いことうなり続けていたが、頭を下げてそう言った。

「うむ」

　ザノバは頷うなずくと、俺の王をひょいと取り上げて、横に倒した。

「うあ～」

　俺は王が倒れるのに合わせてそう呻うめき、カクンと首を落とした。

　ザノバは騎士と魔術師の大駒と、二人の剣士と二人の従者を落とした六家落ちと言われるハンデをつけてくれているのだが、それでも勝てる気配がなかった。

「聖騎士が倒れたのが分岐点でしたな」

「どうすればよかったんだ？」

「騎士に栄誉を与えず、しばらく様子見を続けたほうがよかったでしょうな。あっさりと栄誉が取れるように見えたのは、こちらの罠わなでしたので」

「なるほどなぁ……」

　ちなみに栄誉とは、将棋でいうところの『成る』である。

　騎士は栄誉を得ると聖騎士となり、とても強くなる。ゲームの趨すう勢せいを決めるほどに。

　俺の騎士は栄誉につられて敵陣へと進軍し、見事に栄誉を手に入れたものの、その後は動ける場所を制限され続け、暴れまわることなく封殺されてしまった。

「え？　ルーデウス君が負けたの？」

「はい……」

　うーん。これでも生前ではネットで将棋とかチェスを嗜たしなんでいたし、『ハチ○ンダイバー』とか『りゅう○うのおしごと！』とか読み込んでいたんだが……。

　まぁ、初めてやるゲームならこんなもんか。

　ルールにしても、将棋やチェスと違うところも多いしな。

　欠片も興味のなさそうなザノバに負けたのは悔しいが、初心者のうちは仕方あるまい。

「へぇ、ルーデウス君にも苦手なことがあったんだね」

「そりゃもう、いっぱいありますよ」

　なんで俺に苦手なことがないなんて思えるんだろうか。不思議なことだよ。むしろ苦手なことばかりだってのにさ。

「フィッツ先輩もやりますか？」

「ん～……そうだね。じゃあ、入学試験のリベンジをさせてもらおうかな！」

　フィッツ先輩がそう言うと、ザノバが立ち上がった。

　フィッツ先輩はザノバが座っていた席につくと、そのまま駒を並べ始めた。

「これでも、アスラにいた頃からアリエル様の相手をしてきたから、結構自信あるんだよ」

「はは、お手柔らかに」

「二家落ちでいいかな？　お願いします」

　ま、俺がやりたいと言い出したことだ。今日は潔く、皆のサンドバッグになるとしよう。
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「あれ？」

　十数分後、フィッツ先輩は口に手を当てて硬直していた。

　彼の王は今、少々ヤバいことになっている。堅固だった要よう塞さいは各地から煙を上げ、頼れる魔術師は奮戦の後に死亡、騎士はまだ生存しているが王と分断され、その王は包囲されかけている。

　まだ脱出の道は残されているが、どうにもその道の先には敵の王が直々に待ち構えているように見える。騎士と合流できればまだ打開策は打てるが、その道は険しすぎた。

　端的に言うと、打つ手がない状態だと思う。

　中盤、うまいこと魔術師を捌さばけた結果だ。

「うーん……うーん……」

　フィッツ先輩はしばらく唸うなっていたが、

「ないか。参りました」

　と、敗北を認めた。

「ルーデウス君、あんまり弱くないね」

　フィッツ先輩は口を尖とがらせつつそう言った。サングラスの向こう側で、じっとりとした目をしているのがなんとなくわかる。

「途中でフィッツ先輩の狙いがわかったから、なんとかできました」

　かなりいい勝負だったと思う。中盤までは劣勢だったが、途中でフィッツ先輩が魔術師に固執していることがわかったから、うまいこと罠にはめられた。それがなければ、負けていただろう。

「ボク、これでもルークと一騎落ちで結構いい勝負できるんだけどなぁ……」

　一騎落ちというのは、大駒である騎士を一個だけ落としたハンデのことだ。

　騎士はチェスでいうところのクイーンにあたる最強の駒だ。剣士や魔術師ではなく騎士を最強に据えるあたりから、このゲームを作ったのが貴族だというのがわかるが、それは今は置いておこう。

　一騎落ちは、ハンデとしてはたった一個でも、かなりの差があることを示している。

　ちなみにフィッツ先輩は二家落ちのため、剣士一人と従者一人がいない。ハンデがなければ、負けていたのは俺の方だったろう。

「ルーク先輩も強いんですか？」

「確か、アスラの学校の大会で優勝したことがあるらしいよ。十五歳未満限定の大会でだけど」

「へぇ……」

　俺はチラッとザノバの方を見た。

　ザノバはどこ吹く風で、盤から駒を手に取り、うっとりとした目で見ながら布で磨いている。

　ジュリもそれに倣い、キュッキュと一生懸命に駒を磨いていた。

「どっちが強いんだろうな」

「……単純に考えるとザノバだけど」

　ザノバをもう一度見やると、今度は駒に頬ほおずりをしていた。

　その姿からは、まるで強さを感じられない……いや、見方を変えれば、このゲームを愛しているようにも見えるが、俺たちはこいつの愛がゲームではなく駒の造形に向いていることを知っている。

　とはいえ、ゲームが強いのは確かだ。

「確かめてみよっか」

　フィッツ先輩は好奇心を抑えられない顔をしていた。

　男の子だもんな、誰が最強かとか、そういうので盛り上がる年頃だもんな。

「どうやって？」

「まかせて」

　フィッツ先輩が胸を叩たたいた。

　ま、フィッツ先輩がそう言うのなら、俺は任せるのみだ。大船に乗ったつもりでいようじゃないか。
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　一ヶ月後。

　魔法大学にて、生徒会主催のカルカトランガ大会が開かれた。

　事の経緯はとても簡単。

　フィッツ先輩から話を聞いたアリエル王女が「それは面白そうですね」と手を叩き、大会を開催する流れとなった。

　出場選手は各学年で予選を行い、勝ち残った七名プラス一選手が本戦出場。

　本戦はトーナメントで行われ、優勝者には豪華賞品が贈られる。俺の作った駒と盤だ。

　ザノバはあまり乗り気ではなかったが、賞品が俺の作った駒盤セットだと判明すると、目を輝かせて参加を表明した。

　ちなみにルークはプラス一枠のシード選手である。偉い人はズルいのだ。

　さて、もちろん、俺も言い出しっぺとして予選には出場した。まぁ、二人目にあっさり敗北してしまったのだが。

　トランガは世界各国で遊ばれているゲームで、かつ外交でよく使われるということもあって、熟練者は多少のルールの違いにはすぐ適応するらしい。アスラルールであるカルカトランガを習得している者が多かったというのもあるだろうが。

　ともあれ、予選はつつがなく終了し、七人の選手プラスルークの八名が出で揃そろった。

　ザノバは二年生枠として、当然のように本戦出場を決めた。

　フィッツ先輩も予選落ち。同僚であるアリエルの従者のエルモア女史に敗北した。

　ルークとザノバとエルモア。あとは知らない名前ばかりだが、六年生と七年生の選手は有名な人らしく、それぞれ去年と一昨年にラノア王国で行われたトランガの大会で優勝した人物だそうだ。

　七年生の方は、そのままラノア王国にトランガ指導者として召し抱えられることが約束されているとか……要するにプロである。

　彼らは俺の作った駒と盤を見ると、目を輝かせ、「まさか学校の行事でこんな豪華な賞品が出るとは、さすがアリエル様」と唸ってくれた。

　ちょっと嬉うれしい。




　本戦。

　屋内訓練場の一角が貸し切られ、四つの盤が設置される。

　くじ引きによってトーナメントが組まれ、それぞれ自分の相手と試合開始だ。

　八人なので三連勝した者が優勝となる。

　一回戦、ザノバは危なげなく勝利し、ルークは危なっかしくも勝利。エルモアは敗北。

　続く準決勝でもザノバは勝利。しかしここでルークは敗北。相手は去年のラノア王国大会優勝者の六年生だ。ちなみに彼は一回戦で七年生を破っている。

　決勝は、有識者を壇上に呼んで、黒板に盤上を書き記しつつ、実況と解説をしてもらうことにした。俺の提案だ。

　ザノバと六年生の対決。

　これは白熱した試合となった。

　正直、ルールを覚えたての俺にはよくわからないのだが、ザノバはあまり見ない定跡を用いたらしく、対する六年生もそれに対応する定跡を用いたそうで、解説の七年生が驚いていた。二人ともよく勉強している、と。

　試合は中盤に差し掛かろうというところで動いた。

　ザノバがミスをしたのだ。定跡を間違え、緩手を指してしまった。その結果、最強の駒である騎士が討ち死にした。

　そこから、ザノバはどんどん追い詰められていった。もう一つの要かなめとなる魔術師は健在だし、少しずつ抵抗はしているものの、騎士がいない分の差は埋められておらず、少し、また少しと追い詰められていく。

　終盤。

　七年生の解説によると、ほぼほぼ六年生の勝利という見立てだった。互いに戦力は削られているものの、ザノバの王はほぼ追い詰められ、逃げ場はない。ザノバの王を詰ませるためには、六年生の王も危険を冒さなければならないが、一手の差で六年生の王の刃やいばがザノバを打ち破るだろう、と。

　しかし、そんな解説がされた直後、ザノバが妙な手を指した。

　奴隷と呼ばれる最弱の駒を、一歩前へと進ませたのだ。

　俺にはその手がどれだけ妙な手だったのかはわからないが、七年生の「ん？　なんだこの手」という言葉と同時に、会場の、恐らくトランガを嗜んでいるだろう者たちが、全員押し黙った。

　対する六年生の手も、止まった。

　ややあって七年生が、「あ」と小さく声を上げた。

　同時に、観客からもザワザワと声が上がり始めた。

　俺にはよくわからないが、ザノバが何かやらかしたらしい。そう思った次の瞬間、どこからか「これ、詰んでないか？」という声が聞こえてきた。

　解説の七年生も、口を手で押さえて、盤面の方を見ている。まるでその言葉を否定するかのように、何も言わない。

　対戦している六年生は目を見開き、盤面を睨にらみつけている。

　動かない。脂汗だけが額に浮いていく。

　ザノバはロボットのように無表情で、微動だにしない。ただ、思えば彼は、騎士を取られた時から、ずっとこの表情を崩していなかった。まるで、こうなることがわかっていたかのように。

　ややあって、六年生が大きく息を吐いて、天井を仰いだ。

　しばらくして彼は、絞り出すように口を開いた。

「……ありません。参りました」

　どよめきは歓声に変化した。
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　翌日、そこには満面の笑みで俺の作った駒を磨くザノバの姿があった。

「あっさり優勝しましたね」

「あっさり？　いやいや、最後の勝負はギリギリでしたぞ」

「ああ、そうか。そういやそうだな。ザノバ、序盤でミスしてましたしね」

「あれはミスではありません。相手が強いがゆえ、少々仕掛けを施したのです」

「仕掛け？」

　ルールを覚えたばかりの俺にはよくわからないが、あの定跡を外したのには意味があったということなのだろうか。

「師匠。カルカトランガにおいて、騎士は最強の駒と言われていますのはご存知ですね」

「ああ。違うのか？」

「違いません。単体の駒としては最強です。しかしながら、それはあくまで単体においてのみ……つまり騎士一人より、従者二人の方が強いのです。余はあそこで騎士を討たれる代わりに、敵の従者二人を討つ道を取りました。そして奴隷を温存した」

　その結果、相手はザノバを攻めきれず、ザノバは最後の最後で相手より一手だけ、先を行くことができたということらしい。

　紙一重の勝利だ。

「いやぁ……凄すごいものですね。みんな驚いていましたよ」

「まったく、あんな遊びが上手にできたからなんだというのですか。そんなことより、師匠のように素晴らしいものを作り出せるほうがよっぽどいい」

　ザノバは嘆息すると、そう言って俺の作った駒と、大会を開催する発端となった駒を並べ、満足げな笑みを浮かべていた。

　俺としては、ゲームの経験は他のことに大いに活かせるというか、あれだけのレベルなら仕事にもできるというか……いや、ザノバは王子だから仕事にも金にも別に困ってないのか。

「ささ、師匠。そんなことより、今日もジュリに魔術を教えてやってください！」

（本人の持ってる才能とやりたいことは、噛かみ合わないんだなぁ）

　そう思いつつ、俺は今日もジュリに魔術の稽古をつけてあげるのであった。
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　それはエリナリーゼとクリフが付き合い始めて、しばらく経たったある日のことだった。

「なぁ、ルーデウス。ちょっといいか？」

　俺が魔法大学の廊下を歩いていると、背後からクリフに呼ばれた。

　振り返ってみるも、そこには誰の姿もない。

　どうやらクリフは、己を透明化することに成功したらしい。エリナリーゼと付き合ったことで、新たなスキルの取得条件を満たしたのだろう。

　なんてことはもちろんなく、クリフは廊下の柱の陰にいた。そこで手まねきしていた。

「どうしました？」

　これがリニアとプルセナであれば、俺も警戒しただろう。何かしらの不良行為へのお誘いの可能性もあるわけだし、警戒しないわけにはいかない。

　だが品行方正なクリフ先輩であれば、警戒する必要などなかった。

「ちょっと言いにくいことなんだが……」

　こう言いつつも、クリフが本当にヤバイことを言うわけがない。

「頼みがあるんだ。リーゼにプレゼントをしようと思うんだが、彼女が好きなものとか欲しいものを知らないかと思ってね」

　ほらね、ただの惚のろ気け話だ。

　やれやれ。こんな物陰で聞かなくてもいいだろうに。誰かに聞かれたところで……いや、エリナリーゼには聞かれたくないか。言いふらしそうな犬とか猫にも。

「もちろん知ってますよ」

「本当か!?」

「ええ、クリフ先輩が裸になってリボンを巻きつけて、『今晩は好きにしていいよ』って言えば、エリナリーゼさんはよだれ垂らして喜びますよ」

「ルーデウス」

「冗談ですよ」

　エリナリーゼが喜ぶってのは、冗談でもなんでもないけどな。実際あの人なら、もしクリフがそんなサプライズで現れたら、喜びすぎて一晩といわず、三日三晩はクリフを好き放題するだろう。

　そして哀れなクリフは腹上死。

　俺は彼の墓の前で、馬鹿な提案をしてしまったと咽むせび泣くのだ。

　だから冗談にしとこうか。

「とはいえ、そういうことなら直接聞いたほうがいいと思いますけど？」

「確かにな。でもこのあいだリーゼが言っていたんだ。相手の喜ぶプレゼントをさりげなくできる男はモテますわよ、とな」

「クリフ先輩がモテモテになりたかったとは存じませんで」

「リーゼに良い男だと思われたいんだ。僕は天才だが、こういう方面には疎いからな」

　なるほど。自信家のクリフでも、エリナリーゼのような美女を何もせずに引き止め続けられるとは思っていないってことか。

　だから今のうちから、良い男アピールをして、ポイントを稼いでいこうって魂胆か。

　そんなことしなくてもエリナリーゼはクリフにゾッコンだと思うけどな。呪い持ちのエリナリーゼをあそこまで情熱的に口説けるクリフ先輩に勝る男などいまい。

　エリナリーゼがクリフを嫌いになるより、クリフが腎虚でこの世を去るほうが圧倒的に早いはずだ。

　でも、そういうところが、クリフのいいところでもあるのだろう。

　努力家なのだ、彼は。

　毎晩エリナリーゼに絞られているのに、色に溺れず、成績を維持できる程度には。

　あんな美女と毎日ベッドイン。俺だったら、もう学校なんて来ないだろう。

　まぁ、ベッドインできないから学校来てるわけだけどな。

　ともあれ、これも一つのコミュニケーション。手伝ってあげよう。

「……わかりました。じゃあ、さりげなく聞いてきますよ」

「恩に着る」

　俺はそう言うと、エリナリーゼの元へと向かうのだった。

　ま、俺の話術にかかれば、エリナリーゼの好物など一瞬だろう。
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「エリナリーゼさんって、もうすぐ十五歳の誕生日でしたよね。何か欲しいものとかありますか？」

「クリフですわね？」

　一瞬でバレた。

　かなりさりげないつもりだったが……いや、十五歳はさりげなくないか。ギンギラギンか。

「大方、わたくしに良いところを見せようとサプライズでプレゼントをしようとしたものの、何を贈ればいいのかわからずルーデウスに頼った、というところですわね」

　ご名答すぎる。エスパーかな？

　何百年も男を手玉に取り続けた女からすれば、恋愛初心者の考えなどお見通しってわけか。

　まぁでも、そこまでバレているなら、ごまかしたところで無意味か。

「まぁ……大体そんな感じです。よくわかりましたね」

「先日、二人で昼食を取っている時にそういう話題を口にしましたの。女の子の好感度を上げるなら、プレゼントが一番だって」

　すでに仕込みがされていたようだ。

　エリナリーゼはそういった伏線をしっかりと憶おぼえており、クリフは手のひらの上というわけだ。

「クリフったら、わざわざルーデウスに聞いてくるように頼まなくても、わたくしに直接聞けばいいですのに。そうしたら、あなたがそばにいてくれれば十分ですわと答えましたのに」

「意外に乙女なんですね」

「人にもよるけど、大抵の男は欲深い女は嫌いですの。そしてわたくしは、愛する人に良い女だと思われたいの」

　欲深い女は嫌い……そういうものなのだろうか。

　でも少なくともクリフはそうか。ミリス教徒は清廉を是ぜとするところがあるし。

「……てっきりエリナリーゼさんは、全裸のクリフが体にリボンを巻いて『僕自身がプレゼントだ』と迫ってくるのがいいのかと思っていましたよ」

「……」

　お前天才か？　って顔をされた。

　やはりそういうのが好きらしい。

　エリナリーゼは己の妄想を振り払うように目をパチパチさせると、改めて俺の方に向き直った。

「とにかく、わたくしはクリフがわたくしを思って一生懸命選んだものが欲しいんですの。貴方あなたの方から、それとなくそう伝えておいてくださいまし」

「了解しました」

　結局、プレゼントそのものっていうより、気持ちが大事ってことなのだろう。

　あなたのためを思って選びました、あなたのために脳のリソースと時間を使いました、と伝えることが重要なのだ。

　未いまだ引きこもりを続ける息子が部屋から出てきた時のためにも、憶えておくとしよう。
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　エリナリーゼの言葉をそのまま伝えたところ、クリフの目から鱗うろこがポロポロと落ちた。

　そして「確かにそうだ。こっそり答えを聞いて、それで相手に喜んでもらったところで、なんの意味もない！　目が覚めた思いだ。ありがとうルーデウス！」と叫ぶと、そのまま学校を飛び出していった。

　これにてミッション終了。

　クリフ先輩はどこかで素敵なサムシングを見つけ、それをエリナリーゼにプレゼント。

　エリナリーゼはそれが何であれ、感謝感激雨あられ。お礼に熱いベーゼをプレゼント。

　そのまま二人はどちらかの部屋に行き、めくるめく熱い夜を過ごす。

　ハッピーエンド。

　お使いクエストの報酬がないのは残念だが、まぁ、クリフもエリナリーゼも義理堅いし、どっかでお返ししてくれるだろう。

「……」

　が、そこでふと、俺の心中に黒い影がよぎった。

　もし、エリナリーゼがクリフ先輩のプレゼントに喜べなかったら……。

　万が一にもありえない話だ。エリナリーゼは歴戦の男たらし。その上クリフ先輩にメロメロだ。どんなものであっても、彼女は喜んでみせるだろう。それが演技か本心かは、プレゼントの内容次第かもしれないが。ともあれ要かなめとなるのは、そこではないのだから。

　……しかし、もしエリナリーゼが耐えられないようなプレゼントが用意されたらどうだろう。

　極端なことを言えば、そこらに落ちている犬の糞ふんをもらったとしたら、エリナリーゼの笑顔も引きつってしまうのではなかろうか。たとえそれが綺き麗れいに包装されていたとしても。

　もちろん、クリフ先輩がそんなものをエリナリーゼに贈るわけはない。

　けど、彼は恋愛など欠片かけらも知らない少年だ。今や童貞を卒業し、もはや俺など想像もつかないほどの経験値を得ているだろうが、エリナリーゼの手ほどきと考えると、恋愛経験値は、ほぼ蓄積していない。卒業はしたものの経験不足。つまりは新卒だ。

　新卒は怖い。もしかすると、変に暴走してしまうかもしれない。

　犬の糞はないにしても、何か素敵じゃないサムシングを見み出いだしてしまうかもしれない。

　不安がよぎった時には、俺の足は動いていた。




　そうして、俺はクリフ先輩にくっついて、市場を巡ることとなった。

「ふむ」

　クリフ先輩は俺の同行を快く受け入れてくれて、現在は露店で不気味な置物を見ている。

　ザノバがウンチクを語り出しそうな、民族色の強いやつだ。とはいえ、出来がいいかと言われるとそうでもない。ザノバはあれでいて、丁寧な造形を好むから、欲しがるまではいかないだろう。

　エリナリーゼも、そんな置物をもらっても困るだろう。

　けれど、エリナリーゼは百戦練磨のスーパービッチ。

　こんな邪魔になりそうな置物でも、もらった瞬間、蓬ほう莱らいの玉の枝でも手に入れたかのようにクリフ先輩を褒め称たたえ、自室の神棚に御神体のように飾っておくだろう。

　そう考えると、ついてきたのは杞き憂ゆうだったかもしれない。

「いや、リーゼはこういうのは見慣れているかもしれないな。もっと、彼女の喜びそうな、それでいて記念になりそうなものがいいんだが……」

　見ろ。ああしてエリナリーゼのことを一生懸命考えながら、プレゼントを選ぶクリフの横顔を。

　あれだけ懸命に考えているのだから、あまりに変なものを選ぶということなどないのだ。

　俺が馬鹿だった。クリフ先輩なら立派に、エリナリーゼの趣味とはちょっと外れるけど、でもエリナリーゼが嫌な顔一つせず受け取れるようなものを選ぶことだろう。

　えっ？　エリナリーゼが心の底から喜ぶものを渡せるかもしれないって？

　はは、そんな馬鹿なことはないよ。なぜなら、エリナリーゼが心の底から喜ぶものは、クリフとのデートと、帰りの連れ込み宿だからね。物じゃないんだよ。

　あるいは本当にそういう物があるとして、エリナリーゼのことだ、クリフとデートがてら市場にやってきて、クリフにそれを選ばせるように誘導するだろう。

　ま、どっちにしろ一緒に来なかった時点で絶望的ってわけさ。まぁ、偶然にもクリフがそういったものを選べるかもしれないが、それならそれでいいじゃないか。

　さて、大丈夫そうだし、帰るとするか。

　間近でクリフとエリナリーゼのイチャイチャを目の当たりにして、劣等感を覚えることもあるまい。

「あの、クリフ先輩、そういえば用事があ……」

　そう言いかけて、俺はふと気づいた。

　クリフの背後、人混みの向こう、三つほど先の屋台の陰に、サッと誰かが隠れるのを。

「どうした？」

「いえ……ちょっと監視されているみたいですね」

「……なにっ！　尾行か!?」

　ま、こんな状況で俺たちを尾行している輩やからなど、一人しかいまい。

「大方、エリナリーゼさんが、クリフ先輩が自分のために真剣に悩んでいるところを見物に来たんでしょうね」

　考えたなエリナリーゼ。

　彼女が欲しいものは、自分のために一人で一生懸命悩むクリフの姿。

　つまり尾行すれば、それを堪能することが可能だ。

　そうしてクリフの初めてのお使いをたっぷりと堪能した後、それをオカズに今晩楽しむのだろう。

　エリナリーゼは自分の欲しいものを手に入れ、クリフ先輩も満足する。

　まさにウィンウィンの関係ってワケだ。

「ルーデウス。リーゼがそんなこと、するわけがないだろう……」

「そうですかね？」

「ああ……もしかすると、刺客かもしれない」

「えっ？」

「僕の祖父は、ミリス神聖国で高い地位にいる。政争に巻き込まないようにと僕をここに送ったけど、もしかするとお祖父じい様は政争に負け、敵は血縁である僕を……」

　その言葉で、俺の気も引き締まった。

　さすがに考えすぎだとは思うが、冒険者をしていた時もそうだった。誰かが死ぬのは、誰も予想もしていなかった事態が起きた時だった。クリフも複雑な家庭の生まれのようだし、可能性をはなから否定してしまうのはよくない。

　もし本当にミリスからクリフを殺すために送られてきた人物であるなら、エリナリーゼのために浮かれている今の状況は、かなり危ない。

　ミリス神聖国と事を構えるなんてまっぴら御免だが……彼とも友人だし、エリナリーゼを未亡人にしてしまうのは、どうにも後味が悪そうだ。

　とはいえ、どうしたものか。

　現在、クリフは俺と二人。魔法大学の外にいて、非常に襲われやすい状況にあると言える。

　このままクリフを護衛し、予見眼で奇襲を防ぐ形でもいいかもしれないが……今回は突発的なお出かけだ。相手もクリフがこれほど無防備になると思っていなくて、迷っているかもしれない。

　なら、相手が万全を期して仕掛けてくるのを待つより、先手を取ったほうがいい気もする。相手は一人とは限らないため、クリフを一人にするのは不安だが……。

「わかりました。クリフ先輩は早めに大学の方に避難しておいてください」

「あっ、おいルーデウス！」

　俺はクリフ先輩の声を背に、駆け出した。
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　追走はそこそこの時間続いた。

　フードを目深にかぶった人影は、魔法都市シャリーアの工業区へと逃げ込み、狭く入り組んだ路地を縫うように進んでいった。

　身体能力は向こうの方が上だが、俺には予見眼があり、無詠唱魔術によって繰り出される衝撃波は俺のコーナリング能力と加速能力を飛躍的に高め、引き離されることなくついていくことができた。

　とはいえ追いつくことはできなかった。

　相手も逃げ慣れているのか、路地の進み方が巧みだったのだ。

　もしや、今のこの追走劇は時間稼ぎで、今まさにクリフが襲われているのではないか。

　そんな不安が心中をよぎったところで、人影が足を止めた。

　行き止まりだ。

「ふぅ……ようやく追いつきましたよ」

　そう声を掛けると、フードの人物はビクリと肩を震わせた。

　そして、観念したかのように振り返り、そのフードを外した。

　中から現れたのは長い耳と、豪ごう奢しゃにセットされた金髪。

　どちらも見覚えのあるものだ。

「もう！　こんなに追っかけてこなくてもいいではありませんの？」

　……やっぱりエリナリーゼだった。

　誰だよ。ミリスからの刺客とか言い出した奴は。

　確かにこいつは刺客かもしれんが、どちらかというと刺されるほうだぞ。下品な意味で。

「なんで尾行なんてしていたんですか」

「そりゃあ、わかるでしょ？」

「いや、全然……まさか、クリフ先輩がエリナリーゼさんのために真剣に悩む姿を、十二分に楽しんで、今晩その思い出を胸に、クリフ先輩と熱い夜を過ごしたいからとかじゃないですよね？」

「あら、あなた心が読めますの？」

　答え合わせの結果、満点解答だったらしい。

　エリナリーゼとは長い付き合いってわけでもないんだが……でも、そういうところわかりやすいよね。思考パターンがかなりおっさんに近いから。

「なるほど」

「クリフには言わないでくださいまし？　自分は信用されていないんだと凹へこんでしまいますから」

「もちろん、そのつもりですよ……」

　なんか、どっと疲れが襲ってきた。

　なんでこんな茶番のために、俺はあっち行ったりこっち行ったり、走ったり追いかけたりしなきゃいけないんだろう。

「それにしても、真剣に悩むクリフの横顔……ああ、見てるだけで三回はいけますわ……」

　エリナリーゼの言葉に深くため息をつきながら、俺はクリフ先輩のところに戻り、「クリフ先輩じゃなくて俺への尾行でしたよ」なんて伝えて、寮へと帰ったのだった。

　その後、二人がどうなったのかは知らないが、まぁうまいことやったのだろう。
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「てなことがあったんですよ」

　翌日、俺はフィッツ先輩に愚痴っていた。

「二人がイチャイチャするのは勝手ですけど、あまり巻き込んでほしくないものですよ」

「ふふふ。そんなこと言って、自分から首を突っ込んでるじゃんか」

　フィッツ先輩は笑っていた。

「それにしても」

　俺の話を聞き終えると、フィッツ先輩はふっと息をついて、窓の外を見上げた。

「大人な女性なんだね。エリナリーゼは」

「……そうですか？」

　やることの発想がおっさんだから、大人には違いないかもしれないが。

「憧れちゃうな」

「ほほう、フィッツ先輩の好みはああいう感じですか」

「ち、違うよ!?　そういうんじゃないよ！　ただ、なんていうか、そういう女の人って、かっこいいなぁって、そう思うだけだよ」

「そういうことにしときましょうか」

　細かい行動はさておき、確かにエリナリーゼの、男が多少ヘマをしたとしても、それを受け入れて愛そうという姿勢がかっこいいのは確かだ。

　それに、普段カッコいいフィッツ先輩がこうして慌てるのを見ていると、なんだかほっこりしてくるのも確かだ。

　それが見られただけでも、今回の一件にはメリットがあった。

　そう思うのだった。
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　それは俺がいつも通り図書館で調べものをしていた時のことだった。

「ん？」

　読んでいた本の中に、一枚のメモが挟まっていた。

「ふむ」

　それは、混合魔術についてのメモで、なぜ『水滝ウォーターフォール』、『地熱ヒートアイランド』、『氷結領域アイシクルフィールド』を順に発生させると、霧が発生するのか、という疑問が、考察と一緒に書かれていた。

　俺に言わせてみると、中学生で習うような自然現象だが、顕微鏡も発明されていないこの世界においては、水を温めると水蒸気になる、ということが科学的に証明されているわけではない。

　自分のやっていることをきちんと理解しようと思った時に、こうしていろいろと考えてしまうのは自然なことなのだろう。

　ただ教えられたことをなぞり、原理もわからないまま、そういうものだと飲み込んでしまうより、ずっと良いことだ。

　たとえ正解にたどり着けなかったとしても、考えたことは無駄にはならない。必ずや別のところで自分の力になるのだから。

　もっともこのメモの持ち主は、最後には「水は温度で形態を変えるのでは？」と正解にたどり着いていた。なかなか賢いらしい。

　それにしても、なぜこのメモがこんなところに挟まっていたのだろうか。

　一応、この本は転移に関する資料だから、混合魔術にはまったく関係ないのだが……。

　ま、大方、栞しおりの代わりにでも使っていて、そのまま忘れて返却してしまったというところか。

　そう思いつつ、メモを元の位置に戻して、本を閉じようとして、

「……ん!?」

　気づいた。

　今のメモ、誰かの字に似ていなかったか、と。

　慌てて本を開き、中のメモを取り出し、その文字をよく見てみると、やはりだ。

「やっぱりだ……これ、ロキシーの字だ！」

　俺が見間違えるはずもない！

　これは、神の書の断片ではないか！

　なんということだ。俺の元にあった書は転移災害で失われて、ロキシーの書は現存しないと思っていたが、そうだ、神が書かれたのは、あの一冊だけではないのだ。

　神は前世を含めた俺と同じだけの年月を生きている。

　となれば、書とまではいかずとも、こうしたメモ書きを残すこともあったはずだ。

　特にここはラノア魔法大学。かの神がまだ若かりし頃に通っていた学校だ。

　真面目な学生だったであろう神が、在学中に疑問に思ったことをこうしてメモに残していても不思議ではない。

「なんと貴重な……さながら文字の卒業アルバムではないか」

　貴重なものだ。歴史的資料と言えよう。しかし、この価値を知っている者は、俺のほかにはいまい。あるいは司書あたりに見つかれば、ゴミと断じられて捨てられてしまうかもしれない。

　なんということだ。そうなる前にお救いしなければな。

「ふふ……」

　メモを懐に入れると、なんとなしに笑みがこぼれてしまう。

　思えば、この学校にはロキシーが学生として在学していたんだよな。

　この学校に来てから、そういう痕跡を見つけたのは初めてだったから、なんか嬉うれしくなってしまった。

　いや、こうして目にするまでは、ロキシーが在学していた学校という実感すらなかった気がする。

　あるいは痕跡を目にしても、見逃してしまっていた可能性もあるだろうな……。

「……まてよ」

　となると、俺が見逃していただけで、こうした〝神の痕跡〟は他にもあったということだろうか。

　だとすると、ああ、なんということだ。

　おお、神よ。俺の不信心を許し給たまえ。

「そうとわかったら、こうしちゃいられない」

　俺は立ち上がり、駆け出そうとして、はたと立ち止まり、本の片付けを始めた。

　ロキシーの弟子が、図書館の本を散らかしっぱなしにはできん。師匠の評判を弟子が落としてはならんのだからね。

　で、片付け終わるや否や駆け出した。
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　最初に調べたのは、図書館の貸し出し記録だった。

　まずは現存する書からお救いしていくべきだという判断だ。

　二度あることは三度あるというし、ロキシーなら同じようなドジを繰り返していてもおかしくはない。

　もし本人がメモを忘れることをドジだと感じてないなら、さらに確率は高くなる。

　そう思って司書さんに当たってみたところ、本来なら一般の生徒には開示できないが、特別生ならと、記録を見せてもらえた。

　なんとこの図書館、十年以上も前の記録も、しっかりと保存してあるらしい。

　なかなかしっかりしているなと感心していると、なんでも当時、図書館の蔵書を盗んで売るという事件が発生したらしく、その時から管理を徹底しているらしい。

　お陰で、俺はロキシーの貸し出し記録をゲットすることができた。

　当時のロキシーは、主に魔法陣と混合魔術に関する資料を当たることが多かったようだ。

　つまり魔法陣と混合魔術の勉強を同時進行していた時に、転移関連の資料も漁あさったのだろう。

　学年としては二～四年生ぐらいの頃だろうか。

　さすがはロキシー、マルチタスクもバッチリとこなしてしまっていたというわけだ。

　こなしていたと断言できるのは、彼女が『聖級水魔術師』であるということから容易に想像できるからだ。聖級は卒業生の中でも稀まれだからな。

　我が師匠ながら鼻が高いぜ。

　そうした書籍を探し、内容をじっくりと読み……たいところだが、俺にも別にやることがあるため、パラパラと流し読みしつつ、メモを探す。

　すると、やはり数枚のメモが見つかった。

　やはり、メモを栞の代わりに使っていたようだ。

　メモの内容は、魔術の勉強においては他た愛わいないことばかりだ。俺にとっては常識といってもいいことが多いが……しかし、思い返してみれば、そのどれもが、ロキシーから教わったことばかりだった。

　ロキシーは、教科書に書いてあることをなぞるのではなく、勉強の過程で得た自分だけの気づきや知識を、惜しげもなく俺に教えてくれていたというわけだ。

　胸にジンとくるね。

　さて、このメモは失われないように俺が大事に保管しておくとして……他にもあるかな？

「ルーデウス君」

　などと考えていると、フィッツ先輩が俺の手元を覗のぞき込んでいた。

「珍しいね？　混合魔術についての本を読むなんて……僕、君は混合魔術についてはわからないことなんてないと思っていたよ」

「まさか、わからないことだらけですよ」

　確かに俺には前世の記憶があり、理科や科学に関しては、この世界の水準よりも高いレベルの知識を持っている。

　とはいえ、所しょ詮せんは高校中退。中学レベルだからな。

　それも、二十年近く前の朧おぼろげな知識だから、ロキシーに教えてもらって、ようやく「ああ、そういえばあの現象は、そういう感じで起こるものだったな」と思い出すことも多かった。

　自分で思い出して活用するなんてとてもじゃないができないね。

「でも、今回は勉強のためじゃなくてですね。これを探していたんですよ」

「うん？　『なぜ『水滝ウォーターフォール』、『地熱ヒートアイランド』、『氷結領域アイシクルフィールド』を順に発生させると、霧が発生するのか？』……うん、うん……結論は合ってるね。これがどうしたの？」

「どうにもこれは、俺の師匠が在学中に残したメモらしいんですよ。あの師匠がどんな学生生活を送っていたのか、なんとなく知りたくなってしまって、探していたんです」

「ふぅん……」

　フィッツ先輩は頷うなずきつつも、若干興味なさげだ。

　まぁ、そんなもんだろう。

　俺も生前ではキリスト教徒ではなかったから、知り合いにどこぞの聖人が書き記した書物の断片が見つかったんだ！　これは凄すごいことだよ！　と聞かされても、やっぱりこんな反応をしただろう。

　まぁ、そんなこと言ってくれる知り合いなんていなかったけど。

「だから、今からこれと同じような素敵なサムシングを探しに行こうかなと思っていまして」

「そうなんだ……ボクもご一緒してもいいかな？」

「おや、フィッツ先輩もこの書に興味が？」

「ないけど、君がこんなに目を輝かせてるのを見るのは初めてな気がするから、その……」

　なるほど。聖人の書物には興味はないが、ジャングルの奥地まで足を運ぶ勇気ある探検隊の有志には興味があるってわけだ。男の子だね。

「じゃあ一緒に行きましょう」

「でも、どこを探すの？」

「そうですね……こうしたものはやはり生活圏内に多いかと思います。となれば、寝泊まりしていた場所。師匠は女性でしたので、女子寮あたりが可能性高そうですね」

「またゴリアーデ先輩に怒られるよ？」

　おっと、ジャングルの奥地には、守護者たるゴリラが生息していたのだったな。

　いかんいかん、先走りすぎてタブーを犯すところだった。

　慎重にならねば。囲まれて糾弾されたら、トラウマが刺激されてしまう。

「うーん、じゃあ当時を知ってそうな先生にでも聞いてみますかね」

　そういうことになった。





[image: ]






　結論から言うと、ロキシーの残した痕跡がありそうな場所を知っている先生は見つからなかった。

　ジーナス教頭はロキシーの在学時代から教師だったようで、彼女についても何か知っているようだったが、俺は人づてにロキシーのことを聞きたいわけではないのだ。

　彼女の残した遺物……聖遺物を求めて旅をしているだけなのだ。

　無論、学生時代のロキシーへの興味もあるが、ジーナス教頭もあまり話したくなさそうな感じだったし、無理には聞くまい。

　もし万が一にもロキシーの悪口とか出てきたら、俺は自分の中の獣を抑えきれないかもしれない。

　信仰というものは心の拠よりどころ、寒くて暗い夜の焚たき火びのごときものだ。だが、だからこそ踏みにじられそうになったら、本気で抵抗せざるを得ないのだ。失ったら生きていけないのがわかっているから。

　さて、教師からの情報が得られなかった俺は、購買部へとやってきた。

　ロキシーは一見すると眠たげでぐだぐだしてそうな印象を持つが、あれでいてかなり活動的な女性である。

　在学中は町の方にもよく出ただろうし、なんなら冒険者として小銭稼ぎもしていたはずだ。

　となれば、次に赴くべきは冒険者ギルドかとも思ったが……よくよく考えてみると、ロキシーがわざわざ学校の勉強を冒険者としての活動に持ち込むとは思えない。

　メモ用紙も、外で野宿する時、焚き火をするのに燃えやすいものとして使うぐらいだろう。

　燃えカスすら残っていまい。

　やはり学校内で、痕跡を探すのがいいだろう。

　ロキシーが足を運びそうな場所は、図書館と寮を除けば、教室、訓練場、食堂、購買部あたり。

　食堂はナナホシの手によってかなり様変わりしているらしいので除外。

　教室は数えられないほどあるが、購買部は一つしかない。

　というわけで、購買部にやってきたのだ。

　購買部のおばちゃんにロキシーのことを尋ねると、こう返ってきた。

「ロキシー・ミグルディア？　あぁ、いましたね、そんな子も。憶おぼえてますよ。あの青い髪の魔族の、ちっちゃい子ですよね？」

　ロキシーがこの場にいたら、「ちっちゃくありません」と即座に言ったことだろう。

「授業で使うための素材を買いに来ては渋い顔をして……高すぎる……とか、お金が……とか、呟つぶやいてましたね」

　どうやら、当時のロキシーは苦学生だったらしい。

　授業に必要な素材が購買部で買えなかったため、冒険者としての依頼を受けるついでに外に採取に行ってたのだとか。世知辛い学生生活だ。

　ロキシーなら特別生にもなれそうなもんだと思ってしまうが、入学当時だと別に聖級というわけでもなかっただろうし、冒険者ランクはＡ、迷宮単独踏破みたいな偉業もまだで、さほど有名ではなかったから、そんなもんか。

「実は、そんな彼女が書いた書物を探しているんですが……」

「書物？」

「メモ書きみたいな感じでもいいんです。心当たりはないですか？」

「そんなものあるわけ……」

　購買部のおばちゃんはそう言いかけて、ハッとした顔で手をポンと打ち、店の奥へと引っ込んでいった。

　どうやら、何かあるらしい。

「ずいぶん前のことだから忘れてたけど、もし自分と同じような生徒がいて困っていたら渡してくれって頼まれてたんだ」

　おばちゃんが持ってきたのは、一冊の冊子だった。

　十数枚の紙束が雑にまとめられている、メモ用紙の束だ。

　受け取り、開いてみると、確かにそこには見覚えのあるロキシーの字が書かれていた。

　おお、神よ。ようやく見つけましたぞ。あなたの残した聖遺物を。

　きっとこの聖書は、俺のために残されていたものに違いない。神よ。我を救い給え。

『アカニ草はシャリーアから出て西側の森に群生しています。初級攻撃魔術が扱えれば比較的安全な場所ですので、自力での採取を』

　最初のページに書かれていたのは、そんな文言だった。

　ご丁寧に、アカニ草とやらの絵まで描いてある。

『自信のない場合、冒険者ギルドにラノア大銅貨一枚程度で依頼を出せば、多少時間は掛かるが購買部で買うよりお得です』

　ペラリと冊子をめくると、その他にも、マスタードトゥレントの種だの、タデアイの根だの、おそらく何かの素材と思おぼしきものの入手方法についてつらつらと書かれていた。

「……これは？」

「あ、これ、魔法陣のインクの素材だね。魔力結晶を使わない簡易的なやつ。ボクも授業で一度作ったよ……へぇ、結構このあたりに生えてるものが多いんだ」

　さすがフィッツ先輩、ご存知だったらしい。

　彼には助けられてばかりだな。

「普通は購買部で買ってくるものだけど……そっか、お金がない人は困っちゃうもんね……」

　その言葉で、俺はこの冊子が誰に向けられて作られたものか、なんとなく想像がついた。

　苦学生だ。

　ラノア魔法大学は、俺みたいな特別生を除けば、入学金に結構な額を取られる。金貨の価値が高いアスラ王国育ちだった俺からすると、真面目に働いていれば稼げるような金額であるが、誰もが同じというわけではない。

　入学金を払って入ったはいいものの、細かいところで出費が重なって、授業にすら満足に出席できなくなってしまう。

　そんな学生たちのために、ロキシーはこれを残したのだろう。

　それが証拠に、パラパラと冊子をめくってみると、授業で使う素材だけでなく、町で限りなく安くご飯を食べられる店や、町の近くの釣りスポット、食べられる草、コスパの良い冒険者依頼などについても書かれていた。

　きっと、ロキシーも苦労したのだろうな。

　思えば、ロキシーはブエナ村にいた時も、小遣い稼ぎと称して、開墾地から石や切り株を取り除いたり、畑に雨を降らせたりして金銭を得ていた。我が家で衣食住を保証していたにもかかわらずだ。

　学生時代のロキシーは、きっとお金がなくて苦労していたのだろう。

　そんな事実がわかってほっこりしつつ冊子を流し読みしていると、ちょくちょく愚痴のようなものが書かれているのがわかってきた。

　それは、おそらく同室の友人に対するものであったり、同級生に対するものであったり、ミリス教徒からの差別によるものだったりと様々だ。

　なんとなく、ロキシーはずっと一人でいる印象があった。

　けど、そういうわけでもなかったんだな……当たり前だけど。

「……どうしたの？」

「いえ、なんでもありません」

　ロキシーがこの学校で、どういう学生で、どういう人たちに囲まれていたのかはわからない。

　ただ、この愚痴を見ていると、悪い人や、悪いことばかりではなかったのは容易に想像できた。

　そんな至極当たり前のことが、あの頃の、ブエナ村のロキシーを作り上げたのだろう。

　魔族だからと異質な目で見られながらも、積極的に村人に挨拶をしたり仕事をもらいにいき、最終的には村人の方から笑顔で挨拶してもらえるようになった、あのロキシーに。

　そう考えていると、いつの間にか俺の心の中に温かいものがあふれ出していた。

　きっと彼らがいたから、ロキシーは自分から歩み寄ることが無駄ではないのだと知ったのだから。

　だからこそ、俺もあの日、外に出られるようになったのだから。

「店主さん。この冊子は、俺よりもっとお金がなさそうな人に渡してあげてくれませんか？」

　俺はロキシーがこの学校に残したものを無駄にはすまい。

　この冊子は、俺が持っていちゃいけないものだ。必要とする人がいるはずだ。冊子に書いてある激安料理の店とかは、もう潰つぶれているかもしれないけど、それでも。

「うちを利用しない方法について書かれた冊子を、うちに置いておく理由なんてあるのかい？」

「ここを利用できない生徒を退学にしないための冊子ですから。多分ですけど、売上はそう変わりませんよ。まぁ、確かに少しは売上が落ちるかもしれません……でもお願いします」

「……まぁ、いいけどね。うちはここに店を出させてもらってるだけで安泰だし」

　俺が頭を下げると、おばちゃんは肩をすくめて、そう言ったのだった。




　それからしばらくして、フィッツ先輩から「今年は退学者がいつもより少ないらしい」という話を聞いた。

　冊子が誰かの助けになった結果なのかはわからない。

　けど、購買部のおばちゃんいわく、何人かが冊子を見て慌てて購買部を飛び出していったというから、きっとまったくの無関係ではないのだと思う。

　多くの哀れな子羊たちがロキシーによって救われたなら、俺としては大満足だ。

　うむ。人類は皆、ロキシーに救われればいいのだ。

　まぁ、購買部のおばちゃんから、やっぱり売上が下がったと文句を言われ、いらんものを買わされるハメにはなったのだが……それは必要経費と割り切っておくとしよう。
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「ん……」

　その日、ルークが目を覚ますと、いつものように鼻び腔こうに甘い匂いが漂ってきた。

　ルークはその匂いのもとに手を伸ばし、さらりと優しく撫なでた。

　ややガサついた手触りだが、どこか温かくて心地よい感触が手のひらを伝わってくる。

「おはよう子猫ちゃん。よく眠れたかい？」

「あ、おはようございます、ルーク様……起こしてしまいましたか？」

「荒唐無稽な夢なんかより、朝日を浴びる美女の方がいいさ」

「ふふ、お上手ですね」

「本心を述べただけで、上手も何もないだろう？」

　ルークの隣でベッドに腰掛けていたのは、一人の女性だった。

　下着姿の彼女は、恥ずかしそうな表情を浮かべ、ルークを見下ろしていた。

　何があったのかは、よほど鈍感な者か、幼い子供でもない限り察することができよう。

　なに、不思議なことではない。ルークは自分が非番の時は女性を連れ込むし、周囲もそれを承知しているのだから。

「昨日はありがとう。助かったよ」

「いいえ、ルーク様の頼みですから」

　普段から仲の良い女性というわけではない。たまたま、ルークが自室の片付けをしているところに居合わせ、手伝ってくれ、冗談交じりにお礼に夕飯でもどうかとお誘いをし、好感触だったのでそのままベッドにお持ち帰り……もとい、一晩の逢おう瀬せをプレゼントというわけだ。

「あの、ルーク様、その、厚かましいお話なのですが、一つお願いがありまして」

　その言葉に、ルークは視線を少しばかりさまよわせた。

　見さかいがないと思われがちなルークだが、ベッドまで連れ込む女性の厳選はしている。

　それはもちろん胸の大きさの話ではなく、抱いたことで大きなデメリットを抱えるような相手は連れ込まないと決めているという話だ。

　今回の女性は、その厳選から漏れた相手だった。

「なんだい？　君が服を着て、この部屋から出ていくまで、僕は君の恋人だ。大抵のおねだりは聞いてあげるよ？」

　ルークは甘く囁ささやくようにそう言ったが、内心では「面倒なことになった」と思っていた。

　ルーク・ノトス・グレイラット。

　アスラ王国の大貴族ノトス・グレイラットの次期当主。

　そんなルークの肩書きを知っている女性は、その地位に何かを望むこともある。

　それが金の無心であればいい。ルークとしても笑いながら、適当な金額を包んで渡すことだろう。あまり大きな額となると値切りの交渉の一つでも始めようが……。

　しかしこれが、婿養子のお誘いであったりすれば、目も当てられない。

　アスラ王国では貴族の子女の貞操などあってないようなものだが、他国では違うのだ。

　相応に責任を取らなければならない場合もある。

　幸いにして今のところ、そういった女性は意図的に避けることに成功していたのだが……。

「えっと、昨日のお掃除の最中に、こんなものを見つけたのですが」

　そう言って、女性が取り出したのは、一つの小箱だった。

　ルークはその箱に、どこか見覚えがあった。ルークの私物だ。中に何が入っていたのかは、まったく憶おぼえていなかったが。

「それは……なんの箱だったかな？」

「香水ですよ」

　女性が小箱を開けると、綺き麗れいなガラスの小瓶があった。

「ルーク様のことですから、きっと女性へのプレゼントに買われたのでしょう？　でも埃ほこりをかぶらせてしまっていた……なら、私にくださらない？　アスラ王国の王族が使うような香水、少し興味がありますの」

「あ」

　そこで、ルークはその小瓶のことを思い出した。

　なぜ部屋の片隅に隠れていたのか、なぜ埃をかぶっていたのか。

「……ああ、いや、実はそれは香水ではないんだ。だからあげられないよ」

「そうなのですか？　ではこれはいったい──」

「代わりに、今度一緒にデートをしよう！　そこで君にピッタリの香水を贈らせてほしい！」

「まぁ！」

「時間は、明日の昼でいいかい？」

「はい！」

　女性は顔を赤らめながら頷うなずいた。

「じゃあ、今日のところは服を着て、お互いの生活に戻ろうじゃないか」

「もう少し、ここにいてはダメですか？」

「おやおや甘えん坊だね。もちろん大丈夫だよ」

　ルークはそう言いながら、女性にキスをする。

　しかし脳裏にあったのは、小瓶を手に入れた時の記憶だった。
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　それは、アリエルが王を目指すより前の話だ。

　アリエルはルークとデリックを従えて、毎日のようにパーティーに出席していた。

　といっても、アリエルたちに、積極的にパーティーに参加する理由があったわけではない。

　アリエルはカリスマ性が高く、話しかけた者の半数は彼女の声を聞くだけで虜とりこになる上、見目も麗しかったため、パーティーの華として最適であった。ゆえに、パーティーに箔はくをつけたい貴族や、王族から、毎日のようにお誘いがあったのだ。

　彼らの中には、アリエルを嫁に迎えて、王族の仲間入りをしたいという思惑もあっただろう。

　デリックなどは、こういう場でこそ味方を増やし、王位を目指すべきだと主張したが、当時のアリエルたちにそんなつもりはなかった。

　ルークとしてはそんなことより、女の方がよかった。

　ルークは顔がいい。

　アスラ王国の基準における顔面の偏差値は、上位五％に入るレベルだ。

　ルーデウス風に言うなら東大レベルの顔面といったところか。

　そうなると、貴族の子女が誘ゆう蛾が灯とうに誘われる虫のように彼に寄ってくる。

　選より取り見取りの中で、代々女好きの家に生まれたルークが、女遊びに傾倒しないわけがなかった。

　もっとも、当時からルークは父親から、ベッドに連れ込む女は厳選しろと厳しく言いつけられていた。

　女といっても、決して若者ばかりではない。

　家督を継いだ女当主や、夫を尻に敷き家を牛耳る女主人など、様々な女性が彼に寄ってくる。

　ルークがいくらイケメンで、女性の籠ろう絡らくの仕方を知っているとはいえ、相手は海千山千の女たち。手を出したらヤバイことになるのは間違いない。

　ノトスの家が転覆させられ、今いる地位を失うことになりたくなければ、決してそうした女には手を出すな。それがピレモンの教えだ。

　ルークにとって窮屈な教えであったが、きっと自分の経験則を教えてくれているのだろう。

　ルークの母は、夫に対して非常に厳しい女性であったから。

　とにかく、ルークはそうした女性を避けつつ、上手に女遊びをしていた。

　パーティー会場は、その物色に最適な場であったのだ。

「もし、ルーク様」

　しかし、その日寄ってきたのは、女性ではなかった。

　男性だ。それも若い青年であった。ルークは女性には好かれるが、男性には嫌われる傾向にあるため、珍しいことであった。

「お初にお目に掛かります。私はリーチ家当主コルド・リーチと申します」

「リーチ家……？　すまないが、どこの家だったか」

「ご存知なくても仕方ありません。フィットア領の田舎に位置する、中級貴族の家ですので」

　フィットア領と聞いて、ルークはやや警戒を強めた。

　フィットア領といえばボレアス・グレイラット家の治める土地である。

　ボレアスといえば第二王子を擁立する大貴族。第二王女アリエルを立てるノトスとは不仲ということもあり、ルーク的には、あまり目をつけられたくない相手ではあった。

「それで、そんな家の当主が、わざわざ私に何か？」

「実は、先日父が急逝しまして。私が家を継いだのですが……就任の挨拶に向かったところ、ボレアス家のご隠居様を怒らせてしまいまして……」

「サウロス様か。あの方は、気に食わない人物には容赦ないからな」

「ご当主にも挨拶に伺いましたが……サウロス様を怒らせてしまったことが伝わっていたのでしょうね、まともに顔すら合わせていただけませんでした」

　そこでコルドは声を潜めた。

「正直に申させていただくのであれば、今のボレアス家についていきたいとは思えませんでした」

　なるほど、とルークは内心で笑った。

　つまり彼は、宗旨変えをしたいという打診をしに来たというわけだ。

　ボレアスの傘下から、ノトスの傘下へ。

　わざわざルークに声を掛けてきたのは、ピレモンに直接声を掛けるより、ルークに声を掛けたほうが籠絡しやすいと考えたからか。

（サウロス様に嫌われるわけだな。しかしうちの親父殿には好かれそうだ）

　とはいえ、ピレモンとしては大歓迎だろう。

　現在、アリエルを首しゅ魁かいとした第二王女派は、本格的な人手不足である。

　アリエルを王女にすべく、ピレモン・ノトス・グレイラットは動き回っているが、その手管はお粗末な上、アリエル自身も王を望んでいない。これでうまく事が進むほうがおかしいのだ。

　王位を手に入れるために必要な駒がまったく揃そろっていない。

　ピレモンからすれば、敵から奪えるのであれば、どんな駒でもありがたいはずだ。

「ボレアス家に嫌われている者を、我らが受け入れると？」

　だが、ルークはそう言った。

　ここで最初から歓迎の意を示せば、この狡こすっ辛からい青年は、ルークたちを舐なめるだろう。

　舐められれば、次は別の家、エウロスやゼピュロスに鞍くら替がえを企たくらむかもしれない。

　エウロスとゼピュロスは第一王子派の貴族だ。

　そして第一王子は、王を目指そうとしていないアリエルをなぜか危険視している。

　王を目指そうとしない限り、何かをしてくることはないだろうが……。それでも敵を増やすのは避けたいところだ。

「第二王女派は、いずれボレアス……第二王子派とも対立することになるでしょう？　遅かれ早かれといったところなのでは？」

「だとしても今ではない。それぐらいは、君もわかるだろう？」

　お互いにそれはわかっている。つまりこの会話は茶番だ。つまりルークは言外に言っているわけだ。口約束だけではダメだ、なにか手土産を、と。

　ちなみに言外にすら言っていないが、君に妹がいればそれをぜひ、と思っていたりもした。

「ええ、そうおっしゃると思って、これを持ってきました。女性に人気のルーク様なら、きっとお気に召すと思いまして」

　青年はそう言って、懐から小箱を取り出した。

　小箱を開けると、中にはきらびやかなガラスの瓶が、絹に包まれ大事そうに入っていた。

「これは？」

「わが領地で作られている『媚び薬やく』にございます」

　ルークの片眉が上がった。

「私が、こんなものが必要なほど女性に困っているとでも？」

　口から出たのは本気の苛いら立だちの声だった。

　ルークは女性にモテる。それは彼にとって、一つのアイデンティティと言えるものだった。

　そんなルークに媚薬をプレゼントするなど、侮っているのか、と。

　内心でそんなことはないと思いつつも、媚薬の存在はルークの神経を逆なでしたのだ。

「い、いえ、滅相もありません。しかし、この媚薬は非常に効力が高く、どんな女性でも一口で目の前の男性のことしか考えられなくなりますし、なんなら相手が男でも通用しますよ」

　コルドは途端に慌てた様子で、そう取り繕った。

　余裕を装っていたが、フィットア領の片田舎の領主……ボレアス家に睨にらまれ、進退窮まっていたのかもしれない。

「あいにくと、男に興味はない」

「そういった意味ではなく、その、例えばアッチの方が役に立たなくなったとしても、これを使えば安心ですし……いえ、けっしてルーク様がそのような……あ、そうだ、多くの女性を相手にする時には強壮効果もありまして、一晩中どころか三日は持続します。うちの媚薬は、フィットア領で作られているどの媚薬よりも効果が強いのです。きっとルーク様のお役にも立ちますよ」

　正直なことを言わせてもらえば、ルークはそんなものを使わなくても女性を満足させることができる。一晩中など余裕だし、三日は持続しなくとも、一日休めば全快だ。できなかったことはない。

　しかし、そこらへんでルークの頭からも血が降りた。

　彼はこういった言い方をしているが、フィットア領の媚薬は、アスラ王宮内では一定の需要がある。つまり金になる。ここでこの媚薬を出してくるということは、自分たちはこの媚薬で一儲もうけしており、金銭的な余裕がありますよ、いざという時にはあなたの家を助けますよ、というアピールにすぎないのだ。

　ルークの神経が勝手に苛立っただけで、彼にルークを侮る意図などないのだ。

「まぁ、君がどうしてもというなら受け取っておこう」

「その、ピレモン様には……？」

「無論、話しておこう。もちろん、アリエル様にもだ」

「ありがとうございます！」

　コルドは一礼して去っていった。

「…………ハッ」

　ルークは己の手元に残った媚薬を見て鼻で笑った後、懐にしまったのだった。
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　その媚薬は、現在もまだルークの手元にある。

　アスラ王国から脱出する際、換金しやすいものがあれば役に立つだろうと思い、持ってきたのだ。

　フィットア領消滅を受けて、これらの媚薬の製造元も消滅し、現在、この媚薬の価値は金貨百枚を超えている。

　幸いにして、まだこうしたものを売らなければならないほど切羽詰まってはいないが……。

　コルドの消息は不明だ。恐らく死んだのだろう。

「アッチの方が役立たずになったとしても……か」

　ルークは媚薬を見ながら、コルドの言葉を反はん芻すうする。

　そして、思い返すのは昨日の逢瀬だ。

　一言で言えば最高だった。

　女性を抱くのは飽きない。最高に満たされる。

　女性も、ルークの男らしさを褒めてくれるし、それで自尊心が満たされる。

　剣術も勉学も人並み程度にしかできないルークにとって、唯一自信のある部分でもあった。

　故郷から遠く離れ、暗殺者に怯おびえ、将来の見通しの立たぬ毎日の中で、もし女性を一度も抱けなければ、ルークはどこかで壊れてしまっただろう。

　仮に今、この瞬間から役に立たなくなってしまったら、もし、逢瀬を楽しむ権利が失われたとなれば……ルークは今すぐにでも壊れるだろう。

「……」

　想像だけで、過呼吸が起きた。

　ルークはバクバクと脈打つ心臓を抑えつつ、小瓶を箱へと戻した。

「もしそうなった時には、自分で使う、か……？」

　この媚薬は、今後も市場価格が上がり続けるだろう。

　なにせ、消耗品であるにもかかわらず、製造元は断たれ、しかし使いたいと願う者が多くいるのだから。

　現在でアスラ金貨数百枚。あと数年もすれば、千枚に届いても不思議ではない。

（売るにしろ使うにしろ、その時がくるまでは保管しておくとしよう）

　ルークはそう思いつつ、媚薬の箱を棚の奥へとしまい込んだ。

（相当先のことになるだろうがな……）

　ルークはそう思い、フッと鼻で笑った。




　ルーデウスのＥＤが完治する、わずか三日前の出来事であった。
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　王都ラートから北に半日ほど移動したところに、大きめの村がある。

　ウスの村。その村は、そこからさらに北にある炭鉱で働く者たちの生活を支える目的で作られた村で、農業と林業が盛んだった。

　そんなウス村は、ある問題に悩まされていた。

　ゴブリンである。

　ウス村の近くにゴブリンが巣を作ったらしく、村では家畜や若い娘が襲われるなどの被害が出始めたのだ。

「林業が盛んなら、きこりギルドがなんとかしそうですわね」

　いや、えっと……ウス村のきこりギルドは、ゴブリン以上の脅威にかかずらっていて、そっちには手が回らなかったんだ……うん、東の方でトゥレントが大量発生したんだ。

　だから、ウス村は王都の冒険者ギルドに依頼を出した。

　どうかゴブリンを退治してくれ、と。

　その依頼を見つけたのが、同時期に冒険者ギルドに登録したばかりの君たちだ。

　戦士クリフ、剣士シルフィエット、僧侶ザノバ、盗賊エリナリーゼ、魔法使いジュリエット。

　駆け出し冒険者の五人は、冒険者ギルドからの推薦でパーティを組まされ、ウス村へと向かうことになります。

　しかしながら顔を合わせたばかり。お互いに何ができるのか、自己紹介をお願いします。

　誰からでもいいですよ。

「ではわたくしから、盗賊のエリナリーゼですわ。種族は魔族、得意なことは鍵開けと索敵。戦闘はあまり強くありませんけど、ちょっと離れた位置から弓で攻撃ができますの……他に得意なことは料理にギャンブル、口癖はジンクスですわ」

　どっかで聞いたような設定ですね。

「弓が使えるぶん、どこかの猿顔より役に立ってみせますわ」

　なるほど、では次の方。

「えっと、剣士のシルフィエットです。種族は人族。得意なのは接近戦で、一度の攻撃で二回剣を振ることができます。えと、他に得意なのはなんだろ……あ、女の人が好きで、美人の奥さんが二人います」

　シルフィ、実在する人物に似せる必要はないんだよ。

「でも剣士ってパウロさんぐらいしか知らないんだよね……」

　他にもいるじゃないか、例えばルーク先輩とか。

「ルークは剣士じゃないし……それに、ルークじゃそんな変わんないよ」

　それもそっか。

　じゃあ次の方。

「戦士クリフだ。言っておくが、僕がいればゴブリン程度は余裕だ。言ってなかったかもしれないが、僕はこれでも冒険者として登録したその日のうちに、ゴブリンを十体以上焼き殺している。当然、このパーティのリーダーをやらせてもらう」

　さすがクリフ先輩、ロールプレイがお上手です。

「ロールプレイ？」

　要するに役を演じるのがうまいってことです。

　とはいえ、今日のクリフ先輩が冒険者になりたてってことは皆さんご存知なので、十体以上焼き殺したのが嘘うそってのはバレていると思いますよ。

「ち、ちなみに、僕が最初の冒険でゴブリンを倒したのは本当だ」

　え？　ああ、まぁクリフ先輩ぐらいならそれぐらい当然でしょうよ。

「ま、まあな」

　では次の方。クリフ先輩を見習って、情感たっぷりでお願いします。

「ザノバ・シーローンである。皆の者、此こ度たびは師匠の作りしこのゲームを遊んでみたいという余のわがままに付き合ってもらい、感謝する」

　ザノバ、お礼を言うのは素晴らしいことだが、今は僧侶としての役を演じてくれ。

「わかっておりますぞ、師匠。コホン、僧侶ザノバである。得手としておるのは治癒と解毒であるが、神に声を届けるためには、『気持ち』が大事である。よって、掛けてほしくば相応のお布施が必要となる。心せよ」

　ザノバもなかなかうまいな。

　いそうだよ、そんな生臭い僧侶。

「シーローンにいた頃は、劇などを見る機会もありましたゆえ……まぁ、これはシーローン王宮に出入りしておったミリス司教の真似ですがな」

「……」

　まぁまぁクリフ先輩、そんな苦い顔しないでください。

　いかに神に仕えているとはいえ、そういう人がいるのも世の常ですから。

「わかっている。歯がゆいことだけどな」

　さて、では最後。ジュリ。できるか？

「魔術師ジュリエット……です。ゴブリン、みんな、焼き殺します」

　よしよし、戦意が高くていいぞ。魔術師じゃなくて魔法使いだけど、まぁいいだろう。

　さてと、自己紹介を終えた五人は、ウス村に向かって移動を開始します。

　半日の道のりをのんびりと歩いていると、皆さんの目の前に三匹のゴブリンが！

「なんと見事なゴブリン像！　こ、これも師匠がお作りになられたので!?」

　せっかくだしな。あ、忘れたけど、これがみんなの駒ね。

　職業ごとに作っておいたんだ。

「うおおおおお！　師匠ぉぉぉぉ！」

　うるさいよザノバ。ゲームが終わったらあげるから、今は落ち着いてくれ。

　……さてと、目の前にゴブリンが三匹。

　どうしますか？

「全員戦闘配置だ！」

「クリフ、お待ちになって。わたくしのジンクスでは、無駄な戦闘をせずやり過ごしたほうがいいと出ていますわ」

「でもボクたちはゴブリン討伐に来てるんだよね？　こいつらも倒しておいたほうがいいんじゃないかな？」

「金にならん戦闘は避けるべきである」

「ゴブリン、焼き殺します」

　やる気のあるのが三名。避けるべきという意見が二名。

「決まりだな」

「多数決がいいとは限りませんけど、リーダーがそう決めたのなら従うのがジンクスですわ」

「やれやれ、血の気の多い連中だ……」

　では戦闘開始です。

　冒険者の皆さんは、無む惨ざんに殺されないように頑張ってください。

　ＳＰＤ値が最も高い人から行動します……まずは、シルフィだね。ではこのサイコロを振ってください。

「わぁ、緊張するなぁ……」

　冒険者になって初の戦闘、剣士シルフィエットは手に汗を握りつつ、ゴブリンに向かって剣を振り上げた──。
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　事の発端は、ザノバの持っていた小さな人形だった。

「ふーむ……」

　俺がザノバの元を訪れた時、彼はその小さな人形を眺めながら唸うなっていた。

　かなり難しい顔で。

　珍しいことだ。こいつが人形を見てこんな顔をするなんて。いつもは気持ち悪い顔でニヤニヤしているというのに。

「どうした？」

「ハッ、これは師匠。いえ、実はかなり掘り出し物な人形を手に入れたのです。ご覧ください」

　そう言って見せてくれたのは、チェスの駒をさらに小さくしたような石の人形だ。

　足に重心があり、自立するように作られている。この世界のボードゲームの駒が近いだろうか。だが、しかしそれよりも小さく、種類が多い。大きさもどこか不ふ揃ぞろいだ。

　人の形をしたものもあれば、魔物の形をしたものもある。

　同じ種類の駒が複数あったりなかったりと、規則性もない。

「これは？」

「かつて軍議に使われていたとされる駒ですな。しかしながら、それにしては不可解なことが多いのです」

　軍議に使われていた駒というとあれか、でかい地図の上に○とか凸の形をした駒を置いて、視覚的にわかりやすく戦況を確認するやつか。

　確かに、軍議で使うにしては、どうにも不揃いな感じがする。

　そもそも、こんなに小さいものを地図上に置いたとして、会議で端の方に座っている人が見えにくいじゃないか。

「……余としては、恐らく別の用途で使われていたと思うのですが、はてさて、どんな用途で使われていたのか、皆目検討もつかぬのです」

「となると、やっぱゲームか何かの駒か？」

「おお！　さすが師匠！　なぜそう思われるのですか？」

「理由はないよ。最初に見た時、前にやったボードゲームの駒に似てるなって思っただけさ。大きさも食卓を囲んで眺める分にはちょうどいい大きさだしな」

「なるほど、しかしながらあの手のゲームにしては、駒が不均等なのが気になりますな！」

　気になるのか。

　まぁでも、この世界は生前の世界に比べて娯楽が少ない。

　ゲームの駒といっても、チェスっぽく判別がつきやすい駒ばかりではなく、オセロのような丸いコインみたいなものも多かったりする。駒というよりはトークンみたいな感じだ。

　手のひらサイズの人形が当たり前のようにゲームに使われているわけではないのだ。

　では観賞用かというと、そういう感じでもない。

　観賞用の人形は、ここまで無機質ではない。

「もしかすると、過去に輝かしい戦があって、人形を並べてそれを再現することで、鮮明に記録しようとしたのかもな」

　ジオラマ説である。

　それを言うと、ザノバはほほうと興味深げな顔をした。

「師匠はなかなかに面白い説を唱えますな。確かに石でそうしたものを作った芸術家はおりましたが」

「俺の説はさておき、バーディ陛下には聞いたのか？」

「無論ですぞ。しかしかの陛下であっても、この駒についてはわからぬと申されました。第一次人魔大戦以前の代物であるがゆえ、あるいはキシリカ様であれば何か知っているやも、と」

「なんで第一次人魔大戦以前のものだとわからないんだろうな」

「過去の文献によると、バーディ陛下が生まれたのは第一次人魔大戦の後ということでしたゆえ、生まれる前のことはさすがにわからぬということなのでしょう」

　不死魔族がどうやって生まれてくるのかは知らないが……ま、誰だって生まれるより前のことは詳しくないものだ。

　さすがに何千年も前の話となってくるとピンとこないけど、自分が経験したものと、後々に人から聞いたり文献を読んだものとでは、知識の質も違ってくるのは当然のことだろう。

「珍しいな。お前がわざわざそんなことを気にするなんて」

「何をおっしゃいますか！　こうした古工芸品は当時の風俗や風習が色濃く残っているものです。そうした背景を含めての芸術なのですぞ！」

「なるほど」

　なんとなくわからんでもない。

　例えばピカソのゲルニカだって、ピカソという画家が、当時の戦争について描いているとわかっているから価値を感じるのであって、そういう情報を持たない者が見ても、価値を感じにくい。

　俺も小学生の時に見たが、ラクガキにしか思えなかった。

　ザノバはきっとそれと同じことを言いたいのだろう。

　きっとこれには価値があるはずだと信じる姿勢には、素直に頭が下がる。

「とはいえ、これの正体をキシリカが知っているかな？」

「ほう、なぜそう思います？」

「魔物の駒は魔物っぽい形をしているけど、人の形をした駒はどれも人族の特徴を表している……てことは多分、人族の作ったものだろう。そして魔界大帝が人族の遊戯に詳しいとは限らない、だろ？」

「確かに、魔族の作ったものであれば、人の駒は魔族の形をしていそうなものですな……さすが師匠！　慧けい眼がんですな！」

「もちろん知ってる可能性もあるけど、どのみち聞きに行けるわけでもないからな」

　案外、遥はるか昔には、魔物みたいな姿をした生物が世を支配しており、そいつらが作ったものという可能性もあるが……それならいつか見たキシリカだって、もっと魔物魔物しい風貌をしているはずだ。

　それにしても……。

　前世で、こういう駒を使うゲームを見たことがあるな。

　昔は知り合いもいなかったからできなかったが……興味があってルールブックだけは読み込んだことがある。

　せっかくだから、試しにちょっと作ってみるか。

「ザノバ、その駒の本来の使い方とは違うと思うんだが──」




　そして、我が家にルーデウス特製ＴＲＰＧに興じる五人の新米冒険者が誕生することとなった。
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　現在、俺が手描きした地図の上に、俺が土魔術で作った駒を載せた五人が、あれこれと相談している。

「ゴブリンの巣となると、三十匹はいますわよ？　わたくしたちは三匹であんなに苦戦したんだから、無計画で突入するのは危険すぎますわ」

「しかしリーゼ、僕たちは先ほどの戦闘でレベル？　も上がったんだ、新しいスキル？　も習得したし、やってやれないことはないはずだ」

「うーん、魔術で入り口を埋めちゃうっていうのはどうかな？」

「ふむ、ジュリよ。できるか？」

「岩砲弾ストーンキャノン。ぐらんどますたに、習った」

「今のジュリは新米冒険者なので、洞窟を崩落させるような魔術は使えませんよ」

　ＴＲＰＧをやるのは俺自身も初めての経験だ。

　生前では興味があってルールブックを読み込んだこともあったのだが、昔のことだし、遊ぶ機会がなかった。友達がいなかったからな。

　だから手探り感は強い。

　とはいえ、今のところは順調だ。

　新米冒険者たちは道中で出会ったゴブリン三匹を多少の苦戦をしつつも倒すと、全員均等にレベルアップ。

　新しいスキルを習得し、ワクワクしてきたところで村に到着。

　ゴブリンの住まう洞窟を前に作戦タイムというわけだ。

　個人的には入り口で火を焚たいて、煙でゴブリンをあぶり出そうぜとか、毒の餌を入り口に撒まいて腹痛に苦しんでいるところを襲おうぜ、とか言い出さず、素直に洞窟に入ってほしいところだ。

「ゴブリンを甘く見てはいけませんわ。あいつらはミリスでは魔物扱いされていますけど、太古の昔には魔族の一員だったという説もあるぐらいには、知能も持っているんですの。それに夜目も利きますわ。洞窟の中は奴らのテリトリー……確かにゴブリン討伐はニュービーが腕試しをするのに最適と言われていますけど、ゴブリンの巣や集落の討伐となると、Ｂランク以上の依頼になっているんですの。巣があるとわかった時点で、戻ってギルドに文句を言うべきですわ」

　エリナリーゼはとにかく突入したくないようで、先ほどからゴネ続けている。

　ベテラン冒険者として、新人たちに明らかに間違った選択をさせたくないのだろう。

　俺のリサーチ不足が原因だ。新人の冒険といえばゴブリン討伐だと軽く考えたが、巣を潰つぶすのは別だとは知らなかった。

　さて、どうしたものか。

　ここのゴブリンは夜目が利かないしもっと弱いから大丈夫ですよと説得してもいいが、それはあまりに無粋な気がする。

「クリフ殿、こんな腰抜けの臆病者の言うことを聞く必要はありませぬ。余には先ほど覚えた『灯火トーチライト』の魔術があります。この魔術で洞窟を明るく照らし、共に薄汚い魔物を撃滅しましょうぞ」

「あー、こほん、ボクも行くべきだと思うぜ。ゴブリンぐらい、チャチャッと片付けて、帰って女をはべらしながら、うまい酒を飲みたいぜ」

「ゴブリン、全部、焼き殺す」

　他の三人は乗り気だ。

　エリナリーゼが困った顔でこちらを見てくる。

　あなたもＡ級の冒険者でしょう？　彼らに言ってやってくださいな、と言わんばかりだ。

　それに対し俺は、エリナリーゼに安心材料を与えてやることにした。

「そんな会話の最中、盗賊エリナリーゼは、洞窟の入り口前におびただしい量の血痕、そして脇の茂みに死体があるのを発見した。その色と匂いから、エリナリーゼは、数日前にここで戦闘があり、少なくない数のゴブリンが死亡したことを知った」

「……ルーデウス、それはわたくしが都合の良いほうに思い込んでいるだけではなくて？」

「確実にゴブリンは死んでいるし、それに応じて洞窟内のゴブリンも相応に少なくなっています。間違いないです」

　これは、あなたの懸念通りにはならないから洞窟に入ってくれ、というメッセージだ。

　頼む、届いてくれと願いながらエリナリーゼを見ると、彼女は数秒ほど俺と目を合わせた後、「あっ」という表情を作って、申し訳なさそうに口端を持ち上げた。

「仕方ないですわね。けど、もしお前らが死んでも、死体は持ち帰ってやんねーですわよ。ジンクスですから」

　これは冒険者のシミュレーションではなく、あくまでごっこ遊びなのだと悟ってくれたようだ。

　いつも冷静なエリナリーゼといえど、初めての遊びでは勝手がわからなかったのかもしれないな。

　もちろん、そういう遊び方をしてもいいが……俺もゲームキーパーとして初心者なので、勘弁してもらおう。

「よし、じゃあ行くぞ」

　クリフを先頭に、パーティは洞窟内へと入っていく。

「では余が、神の光をご覧にいれよう、『灯火トーチライト』！」

　ザノバはロールプレイにノリノリだ。こんな奴だっただろうかと思うが、その視線は人形の方へと注がれている。

　俺の作った僧侶の人形が、よっぽど昔出会った悪徳神官に似ていたのだろうか……。

　ともあれ、ザノバのお陰で光源を確保した一行は、エリナリーゼの索敵のもと、おっかなびっくり洞窟の奥へと進んでいく。

「この先に敵がいますわね。寝ているみたいですけど、これ以上先に進んだら気づかれますわ。どうしますの？」

「もちろん殲せん滅めつだ」

「ようやく神の威光を知らしめる瞬間が来たようですな」

「待って、ほら、地図を見るとゴブリンより大きな足跡があるよ。もしかすると、ゴブリンより強い魔物がいるのかもしれない。途中に横穴があったよね。そっちを先に調べたほうがいいんじゃない？　だってほら、見て、地図の上ではこっちに入り口と同じ大きさの足跡がある。こっちがゴブリンかもしれないよ」

　敵の気配があれば、クリフとザノバが無鉄砲に突っ込もうと発言するのに対し、シルフィやエリナリーゼが慎重な意見を発する。

　シルフィは状況判断力と洞察力が極めて高く、与えられた情報から高い確率で正解を引く。

　これもアリエルの護衛で鍛えられたのだろう。

「そういえば、村人が、ゴブリンの巣穴の近くにはターミネートボアが生息している可能性があると言ってたらしいですな」

「あっ、確かに……てことは、入り口のゴブリンの死体もそれが原因かも……」

「よく見ると、このあたりに崩れた跡があるな。偶然にも、ターミネートボアの巣とゴブリンの巣がつながってしまったということか」

　冒険者たちは与えられた情報から正解にたどり着いた。実はこの先に落ちている手記にも同じことが書いてあるので残念だが、まぁ答え合わせにはなるだろう。

　さて、ターミネートボアといえば、駆除の対象だ。

　とはいえ、冒険者たちは自分たちと同数のゴブリンに苦戦する存在。

　はたして入り口で十数匹のゴブリンをなぎ倒していたターミネートボアに勝てるか？

　と考えれば、シルフィの発見した脇道のルートが正解というわけだ。

「よし、じゃあついでにターミネートボアも討伐していくぞ」

「奴らは害獣ですからな。村を安全にするのも王ぞ……いえ、神に仕える者の役割ですぞ」

「そうですわね。取り巻きのいないターミネートボアなら、大した脅威ではありませんわ」

「ちょっと危ないと思うけど、このメンバーなら大丈夫かな。いいと思う」

　…………しまった。もっと強い敵を配置しておくべきだったか？

　俺としては、ターミネートボアは新米には危険すぎる相手だという認識だが、どうにもベテランのエリナリーゼとシルフィの見解は違うようだ。

　ここは冒険者たちの意思を尊重したいな……少し変化させるか。

「む、眠っているのか」

「好都合ですわ」

　冒険者たちがターミネートボアの元まで到着すると、件くだんの魔物は静かな寝息を立てていた。

「見よ。奥に通路が続いておる」

「よし、じゃあジュリから奇襲を掛けよう。魔術で行動を阻害すれば、起きた後も優位に立ち回れるはずだし」

　ウチの嫁は常に賢いな。

「わかりました。ぐらんどますた、我に力を……『泥沼』！」

　そんな魔術はスキル表にないのだが、水魔術と土魔術の混合魔術として泥沼が存在していることは先日教えたばかりだ。使えるということにしてあげよう。

　できないと言うと、混乱してしまうだろうし。

「よし、全員で攻撃だ」

　クリフの号令で戦闘が開始された。
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「意外と強かったね」

　ターミネートボアは泥沼による阻害で行動を制限されていた。

　しかしながらあっという間に泥沼を抜け出し、冒険者たちにその猛威を振るった。

「もうっ、ターミネートボアがあんなに強いわけありませんのに」

「変異種だったのかもしれないぞ。同じ魔物でも身体が大きく強いヤツがいると聞いたことがある」

「事前によく確かめておくべきでしたな。よく観察すれば、その程度のことはわかったはずであるゆえ」

　ザノバが小こ賢ざかしいことを言うが、いの一番にイケイケで突っ込んでいったのは彼である。

　まぁロールプレイと実際の思考は別物ということだろう。

「この後、どうしよっか。『傷薬』も使い切っちゃったし、ジュリとザノバの魔力も残り少ないし、一いっ旦たん帰ったほうがいいかな？」

「その場合、ゴブリンが巣を移動してしまう場合がありますわね」

「依頼失敗になってしまうな……だが命には代えられないか……？」

　ターミネートボアとの戦いで頭が冷えたのか、イケイケだったクリフも腰が引き気味だ。いや、本来の賢さを取り戻したというべきか。

　ちなみに途中で帰った場合のことはあまり考えてないので、なるべくなら帰らずに奥まで行ってほしい。

「もう少し先を見てから結論を出してもいいんじゃない？」

「そうだな、強敵を倒した先にはお宝があるというのが冒険のお約束だ！」

　クリフの嬉うれしそうな声に、俺は内心でニマニマしながら、彼らを奥へといざなった。

　奥にあったのは宝箱。

　さらにその奥は高台になっており、下には七匹ものゴブリンと、一匹のホブゴブリンが寝息を立てている。

　奇襲を仕掛けることは可能だが、倒し切るのは、かなり厳しいだろう。

「宝だ！」

　飛びつこうとするクリフをエリナリーゼが抑え、宝箱にかけられた罠わなを解除する。

　中から出てきたのは、いくつかの傷薬と、一本の片手槌つちだ。

　これは殴った相手をしばらく動けなくさせる『麻ま痺ひ』の効果がつけられている魔力付与品マジックアイテムだ。

　『麻痺』は特に獣系の魔物に高い効果を発揮する。

　ゴブリンにももちろん有効だ。

「最後にいい戦利品ができましたな。依頼は失敗かもしれませぬが、これを売ればそれを補ってあまりある報酬が手に入りますぞ」

　この世界では有用な魔力付与品マジックアイテムは非常に高値で売買される。それに比べれば、ゴブリンの巣の討伐の報酬などは雀すずめの涙と言っていいだろう。

「依頼の失敗は痛いけど、本来ならゴブリンの巣の討伐はもう少し上のランクの冒険者の仕事みたいだし、巣があったと報告すれば、失敗とみなされない可能性もある……今回の襲撃で巣が移動するなら、次に村が襲撃されるまで間まがあるだろうし、今回はここまでにしたほうがいい気がするよ」

　シルフィはそこまで考えているらしい。俺はそこまで考えてシナリオを作っていないが、もしここで帰ったとしてもそういうことにするか。

　まぁ、失敗は失敗ってことにするが。

「ちょっとお待ちになって」

　しかし、そこでエリナリーゼが気づいた。

　長年冒険者としてやってきた勘か、あるいは魔力付与品マジックアイテムを使うという点において一日の長があるせいか……いや、どっちにしろベテラン冒険者だからか。

「これを使えば、残りのゴブリンも討伐できるんじゃありません？」

「リーゼ、そうは言っても……いや、まてよ……そうか、確かに、いけるか」

　クリフ先輩は賢い。

　彼はこれまでの戦闘が、きちんとしたターンと計算式で行われていると気づいている。

　ザノバが毎ターン一匹ずつゴブリンを麻痺させていけば、残りのゴブリンをギリギリ殲滅できそうだ、という事実に。

　だから計算できるわけだ。

「よし、行こう」

　そうして新米冒険者たちは、最後の戦いへと赴くのだった。
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　結論から言うとザノバが死んだ。




　戦いは終始優勢だった。麻痺の槌を手にしたザノバが次々と敵を麻痺させ、それをシルフィやジュリが倒していった。

　敵の数が減ると、ザノバは勇敢にもホブゴブリンに突撃していった。周囲の制止を振り切って。

　そして蛮勇にも治癒魔術を使わずホブゴブリンと殴り合い、その尊い命を落としたのだ。

　ちなみにホブゴブリンに麻痺は効かなかった。ボス属性だからだ。

「余の死体は、海に流してくだされ」

「断る。ミリス教にそんな葬送はない」

「ますた……死なないで……」

　ちなみにこのゲームにロストという概念はない。

　戦闘不能になったザノバは街まで引きずっていかれ、街の教会で復活の儀式を受けた。

　数分後、そこには元気に走り回るザノバの姿があった。

　その代わり、報酬は復活の代金で五分の一ほど減少した。つまりザノバの分はナシだ。

　馬鹿なことをやったペナルティである。

　もっとも、ターミネートボアの討伐が上乗せされているため、ペナルティ分を引いても従来より多くもらえたから、あまり不満はなさそうだ。

　ともあれ、

「ミッションコンプリートです。おめでとうございます」

　俺がそう宣言すると、五人に笑顔が広がった。

「まぁ、僕にかかればざっとこんなもんだな」

「あらルーデウス、冒険者ならこの後、酒場で宴会が待っているはずですわよ」

「ではこの後、実際に酒場に行こうではないか。余が奢おごりますぞ！」

　賑にぎやかになりつつある場に、ぽつりとジュリが呟つぶやいた。

「ますた、死んじゃった……」

「あ、そうだよザノバ。さすがにあれはどうかと思うな」

「シルフィエット殿、時に王族には勇敢さを他に示さねばならん時があるのです。アリエル殿下があの場にいたとしても、きっと同じことをしたはずですぞ」

「絶対そんなことないし、アリエル様が同じことする前にボクが前に出るよ」

　ジュリの言葉から反省会が始まった。

　あれは良かった、これはダメだった。実際にあそこでああしていればどうなったのか。

　俺にもいくつか質問が飛んできて、俺はそれに一つずつ丁寧に答えていった。

　しかし、改めて質問に返していると、シナリオやゲームシステムにも粗あらが目立つことがわかる。

　昔見たルールブックの真似をしているだけだから、仕方ないことではあるが……。

　事前に気づきそうだった部分も多かったことを思えば、モヤモヤした気持ちがなくもない。

「師匠」

　そう思っていると、ザノバがぽつりと俺の方を見た。

「なんだ？」

「此こ度たびの遊戯、真まことに面白うございました。ご用意していただき、ありがとうございます」

　粗が多く、少しばかり思うところもあるが……。

　その言葉だけで、作ってよかったと、そう思ったのだった。
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　一流の冒険者は、己の身に危険が忍び寄った時、咄とっ嗟さに察知して回避することができる。

　俺も一流の冒険者だ。すでに冒険者は引退状態だが、Ａ級として十分すぎるほどの活動を行ってきたわけだし、一流ったら一流だ。

　そんな一流の俺の第六感が伝えている。

　俺は今、狙われている。

　主に貞操を。

「狙ってませんわよぉ」

　俺の隣で発情期の女豹めひょうみたいな顔をしたエリナリーゼがそう言ったが、嘘うそだ。

「嘘じゃありませんわ」

「じゃあなんで、擦り寄ってくるんですか。あ、膝に手を置かないでください、さすらない！」

　身の危険を感じる。俺の体が狙われている。

　俺は普段なら自ら危険に身を投じることのできるハードボイルドな男だ。だが、今はちょっと都合が悪い。

「ねぇルーデウス、実は頼みがありますのよ」

「イヤですよ！　クリフ先輩に頼んでくださいよ！　どうせそういうことでしょ？　ていうか、僕が今そういうのできないって知ってるでしょ？」

「違いますのよ。今日はそういうのじゃありませんの。普通の頼みごとですの！」

　本当だろうか。普通の頼みごとで男の膝の上に手を置いたりさすったりするなどの行為に及ぶだろうか。いや、エリナリーゼだし、するかもしれない。

「……で、なんですか、その頼みごとって」

「ええ、実は──」

　話は単純だった。

　もうすぐ、クリフの誕生日らしい。

　クリフは今年で十五歳になるというわけではない。だが、十五歳の誕生日は一人で寂しく過ごしていたそうだ。それを聞いたエリナリーゼは、なら今年は自分が祝ってやろうと奮起。何かプレゼントをあげて気分を盛り上げ、そのまま夜の生活も盛り上げようと思い至ったらしい。

「それで、クリフが好きそうなものを、それとなく聞き出してきてほしいんですの」

「自分でやればいいじゃないですか。得意でしょ？　そういうの」

「んもう、わかってませんわねルーデウスは。わたくしが聞いたら、クリフに悟られてしまうでしょう。それに、男の子同士じゃないと言えないようなこと、あるでしょう？」

　男の子同士じゃないと言えないようなプレゼントは、エリナリーゼが毎日のようにあげてるんじゃないだろうか……まあいいか。それとなく聞いてくるだけならそんなに手間でもない。たまには人の役に立つとしよう。

「わかりました。ただ、僕はまだそんなにクリフ先輩と仲がいいってわけじゃないですから、あまり期待しないでくださいよ」

「ええ、期待してますわ」

　すんなっつってんだよ。




　そんなやり取りの後、俺はクリフの元を訪れた。

　彼はいつも通り、教室の一番前を陣取り、自習をしていた。他の学生が遊んだり緩んだりしそうなところでキッチリと締めていく、なかなかできるもんじゃない。感心するが、さて、どう話を持っていくかな。

　そう思いつつ、俺は彼の前に立ち、机の上に手を置いた。

「む……なんだ、ルーデウスか」

　クリフは自習を邪魔されて少しムッとした顔をしたが、俺の顔を見ると表情を和らげた。

「珍しいじゃないか、どうしたんだ？」

　クリフとは、女関係については尊敬すらしているが、あまり世間話もしないしな……。

　とりあえず、単刀直入にいくかね。

「実はクリフ先輩に、ぜひともインタビューしたいことがありましてね」

「インタ？」

「聞きたいことがありましてね」

　そう言うと、クリフは少々意外そうな表情をした。

「僕に聞きたいこと……え!?　そ、そうか。いや、そうだな。いかに君といえども、わからないこともあるだろう。なに、恥ずかしがることはない。どこがわからないんだ？　教科書は持ってきているんだろうな」

　クリフはそわそわしつつ、そんなことを言ってきた。

　わからないのは授業内容じゃないんだけどなぁ……。

　しかし、取っ掛かりとしては悪くない。

　まずは一緒に勉強して、そこから近況などに会話を持っていこう。

　ちょうどいいことに、治癒魔術の教科書も持ち歩いていることだしな。

「えっとですね。上級治癒魔術の詠唱についてなんですが……」

「詠唱？　無詠唱ができる君がなぜそんなところを？」

「治癒魔術はどうにも苦手で、詠唱がないと使えないんですよ」

「へぇ、そうなのか。君にそんな弱点がね……いや、別に弱点ではないのか。で、具体的にはどうわからないんだ？」

「ええと……」

　こうして、クリフに勉強を教えてもらう運びとなった。

　クリフはあまり教え方が上手ではない。専門用語が多いし、こっちがわかっているという前提で難しいことを話す。これでは初心者はついてこられないだろう。

　ま、ロキシーという偉大な神と比べるとどんな教師でも霞かすんでしまうから仕方がない。

　仕方がないのだが……しかし、俺の方も魔術に関してはそれなりに知識があるせいか、わかってしまうな。

　クリフの知識が深いお陰だろうか。

「え？　じゃあ上級治癒魔術の詠唱が長いのは……」

「そうだ。治癒できる範囲が広くなったと同時に、治癒してはいけない範囲も広がるからなんだ」

「治しすぎてしまう、ということが起こるから、それを防止するために詠唱が長くなる、同時に制御も難しくなる……と」

「そうだ。もちろん聖級以上になれば、より効能が高度化・細分化されていくからな。詠唱も馬鹿みたいに長くなっていくわけだ」

「はー……なるほど。いやー、ありがとうございました」

　これで次のテストもバッチリだろう。いや、学校のテストの点なんてわりとどうでもいいところではあるが。

　しかし、さすがクリフ先輩だな。そこらの先生よりも詳しいんじゃなかろうか。

　今日は勉強になった。

　また治癒魔術でわからないところがあったらクリフ先輩のところにこよう。




　後日。

　クリフの好きなものを聞き出すことをすっかり忘れてしまっていた俺はエリナリーゼに狙われ、もう一度クリフの元へと赴くことになるのだが……。

　それはまた、別の話だ。
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　それはシルフィと結婚して少し経たった頃。

　食事を取った後、俺たちはリビングへと移動し、いつも通りイチャついていた……もとい、魔術の訓練を行っていた。

「だからね、ルディ。無詠唱治癒魔術っていうのは、こう、相手の体の中のお肉とかをくっつける感じでね」

　この世界にも娯楽はいろいろとある。ボードゲームにカードゲーム、演劇……は、日が落ちるとやっていないが、酒場に行けば吟遊詩人がいる。

　が、俺とシルフィは昔から一緒にいれば魔術を練習する仲だった。

　夕食後のまったりとした時間は、遊んだりお喋しゃべりするより、自然と魔術を教え合うようになったのだ。

　現在、俺は彼女に乱魔を教え、彼女から無詠唱魔術を学んでいる。

「じゃ、お手本を見せるね」

　治癒魔術は誰かが怪我をしていなければ使えない。

　なので、俺は自分の指に小さく切り傷をつけて、彼女に手を差し伸べる。

　シルフィはその手を包み込むように握ると、そっと目を閉じる。

　俺の手にやや温かな感触があったかと思うと、傷は消えていた。

「どう？」

「いや、凄すごいね」

　未いまだにシルフィに手をギュッと握られてしまうとドギマギしてしまう。純情なのだよ俺は。

「お世辞はいいよ。ルディだってコツをつかめばすぐにできるようになるんだから。さ、やってみて」

　そう言うと、シルフィはナイフで自分の小指を小さく切りつけた。赤い水玉がぷくりと膨れ上がる。

　ああ、綺き麗れいな手に傷がついたら大変だ。早く治さないと。そう思いつつ、手を包むように握る。

　最近は比較的スムーズに握れるようになったが、前世の俺なら、女の子の手をこんな風に握ることなどなかっただろう。

　それにしてもシルフィの手はな、ほっそりとしているくせに柔らかくてな、そんでややひんやりとしててな、心地いいんだコレ。ずっと触っていたい。

「ルディ？　ルディー？」

　ハッ、いかんいかん、集中せねば。

　魔力を手から出しつつ、相手の体の中の肉をくっつける感じ……。

　うーん、うーん？　うーん……あ。

「……」

　俺の方をじっと見ているシルフィと目が合ってしまった。

　彼女の頬ほおは、ほんのりと赤く染まっていた。俺に手を握られているせいか、いやいや暖炉の温度が高すぎるせいかもしれない。

　っと、集中だよ、集中。

　でも、正直、よくわからないんだよな。攻撃魔術はやろうと思ったら比較的簡単にできたが、治癒魔術は全然できそうな感触がない。

「……ダメ？」

「うーん、ダメそうだ」

　しばらく集中していたが、見るとシルフィの指の血は止まっていた。

　また小さな傷跡が残ってしまった。

「どうするルディ、もう一度やってみる？」

「うん」

　何事も反復練習が大事だ。

　とはいえ、俺の練習のためにシルフィの綺麗な手に傷が増えるのはよろしくない。

　なら俺の手でやりゃいいじゃんと思うかもしれないが……ほら、シルフィの手を握る口実が欲しいわけよ。結婚したんだし口実なんてなしに握ればいいじゃんと思うかもしれない。俺もそう思う。しかし口実アリで握る手とナシで握る手だと、シルフィの反応が微妙に違ってだね。

「あの、ルディ？」

「んー？」

「手、離してくれないと、その、練習できないと思うんだけど……」

「ふふ。君の手が冷たくてね、どうか私の手で温めさせてくれないか？」

　キザったらしく言ってみるとシルフィの顔が真っ赤になった。かわいーなーもー。

　もう、今日はこのままいい感じにムードを作って、いい感じにベッドに連れ込んでしまおうかしら……いや、練習せねば。勤勉さを失っては、シルフィに見捨てられてしまうかもしれない。

　そう思い、俺は彼女の手を離した。

「フフッ」

　すると、シルフィは何かこらえ切れなくなったのか、笑った。

「どしたの？」

「いや、なんか、ボクがルディに魔術を教えてるってのが、なんか感慨深くてさ。昔は教えられてばっかりだったでしょ？」

「ああ。懐かしいな」

「ルディはイヤじゃない？　ボクに教えられるの」

「まさか。むしろ嬉うれしいぐらいだよ」

「そっか……へへ」

　懐かしいな。ブエナ村にいた頃のシルフィは小さくて、おどおどしてて、可か愛わいかったなぁ。

　ほとんど男の子と見分けがつかなかったけど。いや、どうやら見分けがつかなかったのは俺だけだったようだけど。

「昔と比べると、いろんなものが大きく変わったよな」

「そうだね。でもルディ、昔から変わらないこともあるんだよ」

「ん？」

「ボクがルディのこと、好きだって気持ち」

　よし、今日の練習はここまでだ。

　俺がスケベだってことも昔から変わらないって、教えてやんなくちゃ。

　そう思った俺は、早速シルフィを抱きかかえて、寝室へと向かうのであったとさ、ちゃんちゃん。
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　見渡す限りの砂漠。

　空を見れば、見渡す限りの星空が広がっている。

　目の前には焚たき火びがあり、焚き火の近くには、何人もの人間が寝転がっている。

　体を起こしているのは二人。一人は女、一人は男。夜の見張りである。

　女の名はカルメリタ。『骨砕きボーンクラッシュ』の二つ名を持つ、砂漠の戦士だ。

「……」

　彼女は焚き火の向こう側に座る男を睨にらみながら悩んでいた。

　砂漠の戦士は静かな者が多いが、彼らの言い伝えの一つに『夜中の沈黙は魔を呼び寄せる』というものがある。

　夜中の見張りの最中にずっと黙っていると、いつしか仲間が別の何かに入れ替わってしまっている。それを防ぐために、何かしらの会話が必要なのだが……。

「……おい」

「なんでしょうか」

　カルメリタはさほどお喋しゃべりなほうではなく、加えて、目の前にいるのはルーデウス。カルメリタの嫌いな魔術師だ。すでに一緒に旅を始めて何日かになって、定番の話題も終わってしまい、かといって特別話したいこともない……そんな状況で、カルメリタは困っていた。

「あー……」

　砂漠の戦士同士なら、しりとりのようなもので場を凌しのぐが、魔術師はダメだ。そう決まっている。

　しかし、そこでカルメリタは思い出した。

　魔術師は、しりとりはダメだが、別の方法で魔を祓はらう方法を知っている、と。

「お前は大魔導だったな」

「まあ、大かどうかは知りませんけど」

「大魔導は一夜で城を作り上げると聞く。魔術師、お前もやってみろ」

　大魔導がより強い魔を見せる時、周囲の魔が近寄ってくることはない。

　そんな言い伝えからくる要望であったが、いきなりの無茶振りである。

「えー、そんなこといきなり言われても……あ」

　ルーデウスは困った顔で首を横に振ろうとし、ふと何かを思い出したかのように、頭の中の中空に電球を出現させた。

「わかりました。やってみせましょう」

　そう言うと、ルーデウスはおもむろに、地面に手を当てた。

　いきなり城が出現するのか!?　と身構えたカルメリタだったが、ルーデウスが地面から作り出したのは、城ではなかった。

　円筒形をした、大きなコップのようなもの……バケツであった。

「……？」

　それが城なのだろうか。

　そう思うカルメリタを前に、ルーデウスは無言でバケツに魔術で作った水を入れた。

　そして、さらにその中に砂を入れ始めたのだ。

　砂をある程度まで入れると、また水を入れ、少しかき混ぜてまた砂を入れる。

　それを何度か繰り返し、一杯になると、ルーデウスはその上からパンパンと砂を叩たたき、バケツを一気にひっくり返した。

　何の儀式だろうか。

　普段の魔術とあまりにも違うその行動に、カルメリタは混乱しつつも注意深く観察し、次の瞬間、目を丸くした。

　ルーデウスがバケツを持ち上げると、そこには綺き麗れいな円筒形をした土の塊があったのだ。

　まさか、サラサラの土があのような変化を遂げるとは、長年砂漠で暮らしているカルメリタも、初めて見る光景だった。

　ルーデウスは、さらに魔術でヘラのようなものを作ると、その円筒形の土の塊を、丁寧に削り始めた。

　円筒形の塊はみるみるうちに長方体へと削られ、城壁が作られ、窓が作られ、塔が、城門が、天守閣が作られていった。

「ふぅ。完成」

　そうして、ルーデウスが作業を開始して、小一時間。

　そこには、小さいながらも城が完成していた。

　強い風が吹けば、今にも吹き飛んでしまいそうな砂の城だが、城は城だ。

「どうです？　城でしょう？」

　虎が屏風びょうぶの中にいるなら、カッターナイフで虎を切り出せばいい。

　そんな言葉すら聞こえてきそうなドヤ顔のルーデウスだが、カルメリタは彼の顔を見ていない。

「……」

　見慣れた砂が確かに城に[image: ]化した。その事実に、カルメリタは驚きを隠せなかった。

　そして同時に理解した。

　大魔導が城を作るというのは、すなわち悪魔祓いの神殿を作り出すことだったのだ、と。

　この砂城があれば、今晩は魔が近寄ってくることはあるまい、と。

「凄すごいな。見直したぞ」

「バケツと水があれば、カルメリタさんにも作れますよ。教えましょうか？」

「いや、あたしは魔術は使わん。やめておこう」

　戦士が魔術師から魔術を習えば、よくないものが寄ってくる。そんな言い伝えを思い出しつつカルメリタは首を振った。

「……魔術ってほどでもないんですけどね」

　カルメリタの返事に、ルーデウスは少しだけ寂しそうな顔をしたが、しかし自分の作ったものを褒められて、どことなく嬉うれしげに、頬ほおを緩めるのであった。





[image: ]




　それは、ロキシーを救出して数日ほど経たち、翌日には迷宮の探索を始めようという時のこと。

　その日、俺はパウロと一緒に市場を歩いていた。

　特に買い物があるわけではない。

　迷宮には、何日も掛けて潜ることになる。陽ひの光を一ヶ月以上も浴びずに過ごすことになる。

　となれば、ストレスも溜たまる。

　なので、今のうちにできる限りの息抜きをしておく必要がある。

　……だからちょっと俺についてこいと、パウロに連れ出されたのだ。

　俺としては、今日も今日とてロキシーの読書に付き合っていたかったのだが……ま、仕方ないね。パウロも久しぶりに会った息子と、交流を深めたいのだろう。出来の良い息子としては、付き合わざるを得ない。

「おい、見ろよルディ。ルチアーノ鋼の剣がたったの五百シンサだってよ」

「へぇ……えっと、安いんですか？」

「中央大陸で買おうと思ったら、この十倍はするぜ？」

「切れ味が鋭いとか？」

「や、使ったことはねぇからわかんねぇけどよ……」

　このあたりではルチアーノ鋼という金属がよく使われているらしい。

　よくよく思い出してみれば、この町まで一緒に旅をした砂漠の戦士たちも、ルチアーノ鋼で作られた武器を使っていたような気がする。

　いや、俺に金属を目で見て判断する能力はないので、気のせいである可能性が高いが。

「ん？」

　と、そこで俺の鼻び腔こうを刺激するものがあった。

「どうした？」

「今、なんか、いい匂いしませんでした？」

　パウロはきょろきょろと周囲を見渡し、今しがた通りすがったばかりの女冒険者を目ざとく見つけた。

「あぁ……いいかルディ、女のいい匂いってのはな、大抵は化粧で」

「そうじゃねえよ」

　何言い出すんだこいつは。それにな、ロキシーもシルフィも、化粧なんかしてなくてもいい匂いがするんだぞ。シルフィはまぁ、なんかつけてるかもしれないけど。

　ともあれ、そういうのではない。

「ん？　お？　なんかうまそうな匂いがするな」

「それです」

　そう、どこからか、なんとも言えない香ばしい匂いが漂ってきたのだ。

「何焼いてんだろうな……」

「行ってみましょうよ」

　何気なく、俺とパウロは匂いのもとを追いかけ始めた。




　俺とパウロがたどり着いたのは、一つの屋台だった。

　俺が今まで見たことのないタイプの、特殊な屋台だ。

　特殊といっても、店主がチャルメラを吹き踊り、美味おいしそうな醤油しょうゆの匂いを漂わせているわけではない。

　まず目につくのは、大きな石板。いや石版といっていいのか。とにかく、巨大な石のプレートだ。

　その石板がカンカン照りの太陽で熱されており、店主が汗だくになりながら、その上で何かを焼いていた。

　焼いているのも、また見たことのないようなものだ。

　見た目は、茶色の塊だ。小麦粉か、あるいは豆かなにかをすり潰つぶしてペースト状にしたもの。

　それに油を塗りつけ、香辛料をふりかけて、焼いているのだ。

　見た目はそれほどうまそうじゃない。だがどうだろう。この香ばしい匂いと、ジュウジュウという食欲をソソる音は……。

「なぁルディ。ちょっと食ってみねえか？」

　プレートの脇には、一枚二シンサという看板が掛かっている。

　お値段はそれほど高くはない。だが……。

「いや、帰ったらリーリャさんたちがご飯を作ってくれてますし」

　迷宮に入る前日ということで、腕によりをかけて作ると言っていた。きっと、量も相当あるだろう。

　そして見たところ、この屋台の一枚は、かなりボリュームがある。

　一枚で二人前ぐらいある。デカ盛りの店だ。

　一枚食べるだけで、お腹一杯になることは間違いない。そしてここで食えば、リーリャたちの心を尽くした料理は、食べ切れないだろう。

「バッカ……お前、これを逃したら、食えねぇかもしれねえだろ」

「ですよね」

　でも、目の前にあるこの料理は、魔大陸から中央大陸までの旅をした俺でも、見たことのないものだった。

　きっと、ここらでしか売っていないものか、あるいは彼のオリジナル料理かもしれない。

「半分ずつなら、いけるんじゃねえか？」

「…………いや、無理でしょ」

「大丈夫だって。晩飯をちゃんと食い切れば、バレやしねえよ。お前も男なんだから、ちょっと多めに食うぐらいいけんだろ？」

　そりゃ、生前は二人前、三人前はペロリといけるタイプだった。

　けど、今はほら、体型の維持とか頑張ってて、運動とかもしてるわけだし……。

「ま、お前が食わねえんならいいけどな……あーあ、残念だな、俺の見立てじゃあ、絶対うまいのに……」

　パウロは食べるつもりらしい。

　俺だって食いたい。香りと音が、絶対にうまいと教えてくれている。

　でも……しかし……。

「うぅ……」

　──結局、俺は食欲と好奇心に勝つことができなかった。




　そして、俺とパウロはその日の晩飯で地獄と向き合うことになるのだが、それはまた別の話だ。
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　パウロの葬式。

　そこで行われた酒宴では、各々がパウロとの思い出の品を持ってきていた。

　アイシャが持ってきていたのは、芋や豆を煮込んだスープであった。

「あたしはお父さんのことよく知らないんだけど、ミリスにいた頃、この料理を作ってあげたら、すっごく喜んでくれてね──」

　アイシャが語りだしたのは、彼女とパウロが再会して間もない頃の話だ。




　シーローン王国での一件の後、アイシャはリーリャと共にミリス神聖国へと向かった。

　シーローン騎士の護衛もあり、一行は無事にミリスへと到着し、パウロと合流。パウロは、リーリャとアイシャの無事を喜んだ。

　その後、パウロ、リーリャ、ノルン、アイシャの四人はミリスでの生活を始めることとなった。

　パウロはそれまでと同じようにフィットア領民の捜索を続け、リーリャはその手伝いをする。

　アイシャはノルンと一緒に、ミリスの学校へと通い始めた。

　この生活は極めて短い期間で終わりを迎えることになるが……アイシャにとってはあまり良い思い出のない時期であった。

　パウロは毎日が忙しく、アイシャに構う時間はなかった。

　しかし、そんなアイシャにも、パウロとの思い出はあった。

　それは何の変哲もない、ある日の昼の出来事であった。




　その日、リーリャとノルンは家にいなかった。

　リーリャは、捜索団の仕事の手伝いでミリシオンの反対側まで書類を届けに。

　ノルンはテストの点が悪かったため、学校で補習を受けていた。

　成績優秀なアイシャは家にいて、パウロもその日は珍しく時間が余り、昼前には家に戻ってきていた。

　が、さて、そこで問題が起こった。

「うーむ」

　アイシャが掃除を終えて部屋から出てくると、パウロが台所で唸うなっていた。

　彼の前には、芋や豆、肉や野菜といった食材が並んでいる。

「旦那様、どうしました？」

「ん？　いや……アイシャ、そろそろ昼飯時だろ？」

「はい」

「腹が減っただろ？」

「はい」

「だよな……」

　パウロは普段、昼食を団の拠点の酒場で取る。ゆえにリーリャは作り置きをせずに家を出たのだが……結果として家で食べようと思っていたパウロのご飯がなくなる運びとなったのだ。

　ちなみにノルンはお弁当を持って出ている。

「アイシャ、心配すんな。今すぐオレが何か作ってやるからな」

「はぁ……わかりました」

　そう言われ、アイシャはパウロを見守ることにした。

「えっと、まずどうすんだっけか、食材を切って……いや、火が先か？　ありゃ、鍋はどこだ？」

　しかし、パウロの手つきのおぼつかないこと。調理用のナイフをウロウロさせつつ、食材とにらめっこを続けていた。

　パウロもソロで冒険をしていたことがあるため、多少なりとも料理らしきことはできる。

　だが、娘に何かを食べさせるとなると、男料理を作るわけにはいかなかったのだろう。

「やっぱりちょっと、外で食うか。なあアイシャ、食べたいもの──」

「旦那様、ちょっとどいてください」

「お？　おう……」

　パウロが諦めて外食を提案しようとした時、アイシャが押しのけるように、台所に立った。

　そして予備の調理用ナイフを戸棚から出すと、腕をまくった。

「お、おい、危ないぞ」

　パウロは慌てた。小さな子供が、唐突に刃物を取り出したのだから。

「大丈夫です、見ててください」

「見ててって……お」

　だが、アイシャが動きだすと、制止の声は止まった。

　パウロがあっけに取られて見ている間に、アイシャは慣れた手つきで鍋を取り出し、水を入れ、火をつけ、材料を切り刻み、鍋へと投入していった。それと並行するように、調理場の端に用意してあったパンをバスケットに入れ、野菜をちぎってボウルへと盛り付け、テーブルへ運搬。

　十数分後、パウロの目の前には、煮込みスープとサラダ、パンが並べられていた。

　普段、リーリャが作るものと遜色のない出来栄えの昼食であった。

「はい。どうぞ、旦那様」

　とはいえ、アイシャにとってはなんてことのない簡単な料理である。ありあわせのもので作ったスープに、野菜をちぎっただけのサラダに、用意してあったパン。手抜きと言ってもいいぐらいだ。

「てか、旦那様じゃなくてお父様でいいっていつも……いや、でも、ほぉ……」

　パウロはアイシャの堅苦しい口調をたしなめつつも、感嘆の息を吐いた。

「すげぇな。アイシャはその歳でもうこんな料理ができるのか」

「え？」

「こりゃ将来、相手を見つけるのも簡単だな」

　パウロはそう言って、アイシャの頭をくしゃくしゃと撫なでた。

　アイシャが料理をするというのは、パウロからすると衝撃だったのだろう。

　なにせもう一人の娘であるノルンは、料理どころか、調理用のナイフすら握ったことがなかったのだから。




「なんか、普通に褒められて、驚いちゃったんだよね」

　当時、アイシャはあまり褒められ慣れていなかった。

　リーリャは厳しく、ゼニスの実家のグレイラット家は彼女に冷たかった。学校でも、愛人の子ゆえあまり褒められることはなかった。

　だからこそ、アイシャにとっても、それは衝撃だったのだ。

「お父さんとの思い出はあんまりないけど、この料理だけはね、特別なんだ」

　アイシャは当時のことを思い出しながら、最後にそう締めくくるのであった。
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　パウロの葬式。

　そこで行われた酒宴では、各々がパウロとの思い出の品を持ってきていた。

　ギースが持ってきていたのは、何枚かのメダルであった。

「あいつ、一時期こういうメダルを集めるのにハマっててよ」

　ギースが語りだしたのは、『黒こく狼ろうの[image: ]』にゼニスが加わった後の話である。




　当時の『黒狼の[image: ]』はゼニスという治癒魔術師が加わったことで、かなり順調だった。

　いくつかの迷宮を踏破して、金回りもよかった。

　その流れもあってか、パウロは変なメダルの収集にハマっていた。

　なんでも、ラプラス戦役以前に滅んだ国で騎士に与えられていたメダルだという。

　ギースにはそんなものがなんで高値で取引されるのかはわからなかった。

　だが、職業柄そうしたものが出回る場所にはよく出入りしていたので、パウロのメダル集めに付き合わされることが多かった。

「百！」

「くっ、百二十だ！」

「百二十、百二十が出たぞ、他にはいないか！」

　その日、ギースとパウロは競売場にいた。

　パウロの手には、その日のために貯ため込んだ、五十枚のミリス銀貨が入った袋が握られていた。冒険者風情が持つにしては、かなりの大金である。

「おいパウロ、そろそろだぞ」

「お、おう……なんか緊張すんな……」

　このオークションには、パウロがコレクションしているメダルの、最後の一種類が出品される。

　二人はその情報を聞きつけて、普段訪れない競売場に足を運んだのだ。

　とはいえ、競売など初めてのこと。パウロは場違い感を感じつつ、冷や汗を垂らしていた。

「さぁ、お次の商品はこちら、『アンカー王国騎士団長のメダル』。銀貨十枚からだ」

「お」

　そしてついに、目当ての商品が出品された。

「十！」

　早速、パウロが札を掲げて値段を言い放つ。

　アンカー王国騎士団のメダルは、庶民はもちろん、好事こうず家かの間でもさほど人気がない。欲しがるのは、相当なメダルマニアぐらいである。

　運がよければ、銀貨二十枚程度で購入できるだろう、と踏んでいた。

「二十五！」

　しかし、すぐに値段がかぶせられた。

　どうやらこの場には、相当なメダルマニアがいるようだった。

「三十！」

「三十五！」

　パウロともう一人の声が重なっていく。

「よ、四十……」

「四十五！」

　パウロの絞り出すような言葉に勝機を見たのか、対戦相手が強い声で言い放った。

「うぐ……」

　そこで、パウロの声が詰まった。

　パウロの予算は銀貨五十枚だ。だが実のところ、これはパウロの現在の全財産である。

　パウロはメダルを、高くても四十枚で購入できると踏んでいた。事前に調べた相場がその程度だったからだ。念のため五十枚持ってきたが、これを使い切ってしまえば、次の報酬を得られるまで、ひもじい思いをすることになるだろう。

「四十五、四十五だ、他にいないか!?」

　司会の声に、パウロは苦々しい顔をする。

　メダルを選ぶか、それとも……。




「はーぁ……」

　一時間後、パウロはトボトボと通りを歩いていた。

　結局、パウロがメダルを購入することはなかった。

　いや、購入しようとはしたのだ。「五十」と声高に叫んだのだ。

　だが、対戦相手がすぐに「五十五」とかぶせ、パウロの口は閉じられた。

「んなに落ち込むなら、俺から少し借りりゃよかったんだよ」

　最後にギースは助け舟を出した。『なんなら銀貨十枚ぐらい貸そうか』と。

　パウロは一瞬迷ったが、最終的には借りることなく、競売を終えた。

「どうせ、十枚ぽっちじゃ足りねえよ」

「やってみなきゃわかんねえだろうが」

「いや、わかるね。ありゃ折れない。剣士としての勘だ」

　諦めのいい言葉であったが、その背中には未練が残っていた。

「そもそも、なんであんなメダル集めてんだよ」

　ゆえにギースはそう聞いた。男が何かをコレクションするのに理由などないと知っていたので、これまで聞かなかったが、今なんとなく聞きたくなったのだ。

「いや、ん、それがよ……」

　パウロは目をそらし、若干顔を赤らめつつ、メダルを集めていた目的を口にした。

「ゼ、ゼニスがよ、こないだ古物商んトコで、このメダル見てよ、かっこいー、なんて言うからよ」

　ゼニスへのプレゼント。

　そんな理由に、ギースは心からのため息をついたのだった。




「ま、結局、俺のアドバイスで綺き麗れいな鎖を買って、今までに購入したメダルの一つをペンダントに改造。パウロはめでたく、ゼニスからの好感度アップに成功した……ってわけだ」

　メダルで作られたペンダントは、転移事件の際になくなったと聞いている。だが、同じようなメダルは、相も変わらず古物商で売られていた。

（落ち着いたら、メダルを集めてみるのも面白ぇかもしれねえなぁ……）

　あの日、パウロと行った競売場。

　そこで果たせなかったコレクションの完成を自分が達成する。

　それもまたいいかもしれない、ギースはそんなことを思いつつ、話を終えたのだった。
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　パウロの葬式。

　そこで行われた酒宴では、各々がパウロとの思い出の品を持ってきていた。

　ロキシーが持ってきていたのは、輸入物の麦酒ビールであった。

「わたしがルディの家庭教師をしていた頃、パウロさんはお酒をあまり飲まなかったのですが──」

　ロキシーが語りだしたのは、まだルーデウスが小さかった頃の話だ。




　それは、ルーデウスの五歳の誕生日だった。

　もはや常識なので説明は不要と思われるが、人族には五の倍数の誕生日を特別に祝う習慣がある。

　ルーデウスの五歳の誕生日も例外ではなく、家族がそれぞれプレゼントを用意し、精一杯のお祝いをした。ロキシーもまた、ルーデウスに一本の杖つえを贈った。その杖は紆う余よ曲きょく折せつあって今はシルフィの手にあるが、それは置いておこう。

　あの日、グレイラット家ではささやかなパーティーが行われた。

　ロキシーも、自分を家族のように扱ってくれたグレイラット家に感謝しつつ、そのパーティーを楽しませてもらった。

　その晩のことだ。




「……？」

　ロキシーは、深夜に何か異変を感じて目を覚ました。

　長く冒険者として活動していた彼女は、たとえ柔らかいベッドで眠っていたとしても、物音がすれば即座に目覚めることができる。

　……というのは嘘うそだ。普通にぐっすり寝ていたが、偶然にも目を覚ましたのだ。

　そして、それと同時に微かすかな物音を聞いた。階下で誰かが動いているような、そんな物音だ。

「泥棒でしょうか」

　ブエナ村はパウロの努力の甲か斐いあってか治安が良く、よそ者にも優しい村だ。

　しかし、魔が差した人間はいつでも現れる。

　そうした人間が忍び込むとしたら、やはり一番金のある家。そして、パウロは駐在騎士ということもあって、村で一番裕福だった。

「やれやれ」

　ロキシーは起き上がり、杖を持つと、足音を忍ばせながら部屋の外へと出た。

　世話になっている身だ。泥棒を見つけ出し、家人を起こさないように静かに叩たたき出すぐらいはするべきだろう。

　ロキシーはそう思いつつ、階段を下りて、物音のするほうへと移動した。

「……」

　物音は、台所から聞こえてきた。

　覗のぞいてみると、何かが戸棚の奥へと頭を突っ込んでいた。

　どうやら、食料品を漁あさっているらしい。

　このアスラ王国では食べるに困ることはまずない。緑豊かなこの国では、道にいくらでも食べられる草や木の実がある。とはいえ、普通に村で生活している人間であれば、そうしたものより他人の家の食料の方が目につくだろう。

　何にせよ、金銭ではなく食料なら話せばわかる。そう思ったロキシーは、静かに声を掛けた。

「……お腹がすいているのですか？」

　人影は、ビクリと身を震わせ、ゆっくりと戸棚から顔を出した。

「あっ……と、なんだロキシーか」

　それはバツの悪そうな顔をしたパウロだった。

「あれ？　パウロさん、どうしたんですか？　こんな夜更けに」

「いや、ちょっとな」

　露骨に目をそらしつつ、手に持ったものを隠そうとするパウロ。

　だが、ロキシーはパウロが隠したものが何か見抜いていた。酒瓶だ。

「こんな夜更けに酒盛りですか？」

「や、これは……」

　パウロは慌てて酒瓶を背中に隠した。

　だが、ロキシーは不思議に思った。

　別にこの家では酒が禁止されているわけではなかった。

　誕生日パーティーでも、パウロは普通に飲んでいたはずだ。

「どうしたんですか？」

「や、ルディが生まれてからは、酒は飲みすぎねえようにしてんだよ。酔っ払って無様な真似してるとこなんて見せられねえだろ？　特にルディにはよ」

「……まあ、気持ちはわかります」

「でも、やっぱなんか、飲み足りなくてよ。その、たまにはベロンベロンになるまで酔っ払いてえっつうか……その、なんだ？　わかるだろ？　あのルディが、もう五歳なんだぜ？　こないだ生まれたばっかだってのに……」

　ロキシーはあまり酒が得意ではない。苦いものが多いし、すぐに酔っ払ってしまうからだ。

　だが、お祝いの時にハメを外したい気持ちはわかった。

　普段我慢しているのなら、なおさらだ。

「ええ、わかります」

「へへ、そう言ってくれると助かるぜ。あ、ゼニスには内緒にしといてくれよ？　一人で飲みまくったなんてわかったら、絶対に怒るからよ」

「いいですよ。その代わり……」

　ロキシーはその日、内緒にしておく条件として、パウロの相伴にあずかった。




「内緒にしていてと言われましたけど……もういいですよね？」

　ロキシーは最後にそう言うと、麦酒ビールの最後の一杯を飲み干した。

　普段は苦くて、美味おいしいと感じられないお酒。

　それが、あの日はやけに美味しいと感じられたことを思い出しながら。
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　パウロの葬式。

　そこで行われた酒宴では、各々がパウロとの思い出の品を持ってきていた。

　エリナリーゼが持ってきていたのは、一冊の本であった。

「パウロってば、ああ見えて読書家でしょう？」

　そんな言葉から始まったのは、エリナリーゼがパウロとパーティを組んで間もない頃の話であった。




　ある日の朝、エリナリーゼが朝食のために食堂を訪れると、一人の青年がいるのが見えた。

　パウロだ。

　それを見たエリナリーゼは、軽い驚きを憶おぼえた。

　無論、パウロがいることに対してではない。

　彼はこの食堂の二階にある宿に泊まっている。それなら食堂にいることはおかしなことではない。

　驚いたのは、彼が本を広げていたからだ。

　冒険者、それも戦士や剣士が本を読むことは珍しい。というのも、彼らのほとんどは学がないからだ。

　冒険者ギルドでは依頼書も契約書も文字で書かれているため、完全に文字を読めない者は少ないが、娯楽として本を読む者は、ほとんどいなかった。本自体が高価なためだ。

「あら珍しい。本を広げて知的な雰囲気を出そうとしても、女の子は寄ってきませんわよ？」

　ゆえに、エリナリーゼはそれがポーズだと思った。

　パウロは女を釣るために、本を広げてカッコつけているのだ、と。

「ハァ？　別に女を寄らせるために読んでるわけじゃねえよ」

　しかし違った。どうやらパウロは、本当に本を読んでいるようであった。

「その本、買いましたの？」

「馬鹿言え、貸し本だよ」

　製紙技術はそれなりに高いこの世界であるが、製本技術や印字技術はまだまだ発展途上だ。

　本は手書きが主流であり、値段も高価になる。一般庶民においそれと手が出るものではない。

　そんな庶民のために存在しているのが貸本屋だ。要するに、本のレンタル業である。

「へぇ～……どんな話を読んでますの？」

「別に、ただの冒険活劇だよ」

　パウロが借りてきていたのは、冒険譚たんをまとめて本にしたものだった。

　冒険譚といっても、そこらにいる冒険者の体験談や失敗談をまとめただけで、オチのないものやバッドエンドも多かった。

　そして、そうした物語は冒険者に縁のない庶民に広く親しまれていた。

　パウロが貴族の御曹司だった頃は、何度も屋敷から抜け出して貸本屋へと走り、こうした本を読んだものである。

「冒険なんて毎日してますのに、好きですわねえ。あ、女将おかみさん、朝食をいただけるかしら？」

　エリナリーゼはそうひとりごちつつ、スープとパンを注文した。

　そうして食事が来るまで、彼女はテーブルの上に頬ほお杖づえをついて、本を読むパウロを眺め始めた。

「む……おいおい……そりゃまずいだろ……」

　本を読んでいるパウロは面白かった。書いてある内容に沿って独り言を言いつつ、コロコロと表情を変えるからだ。

　パウロは元々表情豊かなほうであるが、本にさえ左右されるのだと思うと、エリナリーゼの口元に自然と笑みが浮かんだ。

「くす……」

「……あ？　何見てんだよ」

　思わず漏れてしまったエリナリーゼの笑い声に、パウロが顔を上げた。

「あら失礼……ちょっと、どんな話が書かれてるのか、興味が湧いただけですわ」

「ああ……」

　その言葉は、誰が聞いても笑ったのをごまかしているとわかっただろう。

　だが、パウロはそんなことより、もっと気になることがあったようだ。

「それが、ひでぇ話でよ」

「どうひどかったんですの？」

「どうって……まず、登場人物が全員頭が悪くてだな……」

　パウロの読んでいた話は、六人の冒険者が迷宮探索に赴き、ちょっとした失敗をして窮地に陥るも、そのうちの一人が機転を利かせて脱出するという、この手の冒険譚ではよくある系統の物語であった。

　実話なのか作り話なのかイマイチわかりにくいのが玉に瑕きずだが、基本的にハッピーエンドで終わるため、根強い人気がある。

「──で、そこでリーダーの剣士が言うわけだ。『いや、ここはガンガン行くぞ』ってよ」

「まあ、選択肢としてはアリですわよね」

「いや、ねぇよ。オレはここを読んでる時にわかったんだ。こいつらはこの後、補給不足で詰むってな。そしたら案の定だ。補給不足でニッチもサッチもいかなくなりやがった」

「へぇ……」

　エリナリーゼはその話を聞いていて、なんだか変な既視感を覚えていた。

　前に進むという選択肢はアリだと感じたが、同時に『補給不足でニッチもサッチもいかなくなる』という可能性についても、なぜか予想できたからだ。

「そしたら今度は魔術師の奴が『この穴を上がれば脱出できる』つって上に登ろうとするんだけどよ、腹が突っかかって──」

　その後、冒険者たちは一人ずつヘマをし、窮地へと陥っていく。

　その度に、エリナリーゼの既視感は強まった。

　初めて聞くはずの物語だが、なぜかどこかで聞いたことがあるような気がするのだ。

「で、最後は治癒魔術師の奴が機転を利かせて間一髪脱出、めでたしめでたし……ってわけだ」

「……よくある話ですわね」

「ああ、そうだろうよ。でもよ、なんかこの話だけは読んでるとイライラしちまってよ。そんな段階になる前になんとかなるだろ……っていうか、なんていうかよ」

「まあ、そうですわね」

　エリナリーゼはパウロの言葉に同意した。彼女もまた、物語に言い知れぬもどかしさを覚えていたからだ。

「あぁ～、オレならもっとうまくやるのによぉ……！」

　パウロは頭をガリガリと掻かきながらそう言うと、本を閉じた。

「あ」

　と、そこでエリナリーゼは既視感の正体に気づいた。

「その話」

「ん？」

「それ、一年前にわたくしたちでヨージマツの迷宮に潜った時の話じゃありません？」

「……あ」

　パウロも気づいた。

　一年前。そう、まだパーティを組んで間もなく、迷宮探索も素人同然だった頃。『黒こく狼ろうの[image: ]』は、ロクな準備もせずにヨージマツの迷宮に潜り、そして散々な目にあった挙げ句、命からがら脱出したことがあった。

　登場人物の名前が違うし、職業も違う、ミスをした順番も違う。

　だが、それは間違いなくその時のエピソードであった。

「『オレならもっとうまくやる』？」

　パウロが息巻いて放った言葉を、エリナリーゼが繰り返すと、パウロは顔を赤く染めつつ、そっぽを向いた。

「……今のオレなら」

「ま、そういうことにしときましょ」

　エリナリーゼはその言葉に、笑ってそう答えた。

　ヨージマツの迷宮は、パウロたちが脱出してすぐに他のパーティが攻略し、消滅した。

　ゆえにパウロは記憶の彼方へと忘れ去っていたが、エリナリーゼは覚えていた。

　パウロは脱出した後、確かに言ったのだ。

　『次はもっとうまくやる』と。

「ふふっ……」

　パウロが一年前とまったく同じようなことを言っていたのを思い出し、エリナリーゼは小さく笑うのであった。
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　パウロの葬式。

　そこで行われた酒宴では、各々がパウロとの思い出の品を持ってきていた。

　タルハンドという魔術師が持ってきていたのは、酒瓶であった。

「若い頃の奴は、実に身の程知らずでな……」

　タルハンドが語りだしたのは、タルハンドとパウロがパーティを組んで間もない頃の話であった。




「炭鉱族ドワーフは誰もが酒に強いってのは本当か？」

　パウロがそんなことを言いだしたのは、一つの依頼を達成し、酒場で打ち上げを行っていた時のことだ。恐らく、興味本位だったのだろう。

「どういう意味じゃ？」

「炭鉱族ドワーフは酒に強い……って、常識みてえに語られてるけどよ、タルハンドはあんま飲まねえだろ？　だから、不思議に思ってよ」

　タルハンドがそれほど酒を飲まないのは、単に金がないからである。

　魔術師の装備は杖つえさえあれば十分と思われがちだが、その実、かなりの金食い虫だ。

　己の得意としない系統の魔術のスクロールや、魔力結晶を常備しなければならない。タルハンドの場合はそれだけではなく、鎧よろいや接近戦用の手て斧おのも必要となる。いつだって金に余裕はなかった。

「ふん、懐に余裕もないからの」

「本当かぁ？　実は、あんま飲めねえんじゃねえのか？」

　このパウロのからかいは、実のところ、少しだけ的を射ていた。

　人間が生きるのに水分を必要とするのと同じぐらい、炭鉱族ドワーフは酒を好んで飲んでいる。

　しかし、他の炭鉱族ドワーフに比べれば、確かにタルハンドはあまり酒が好きではなかった。

　水と酒を並べられたら酒を取るが、しかし他の炭鉱族ドワーフのように、毎日飲まなければ我慢できないほど酒が好きとはいえなかった。

　金がないなら飲まなければいい、そう思える程度には。

「試してみるか」

　だというのに、タルハンドはそう言った。まあ、一種の気まぐれだったのだろう。

「お？」

「今は依頼を果たしたばかりで金もある。本当に飲めないのかどうか、おぬし自身が確かめてみればいいことじゃろう？　主人よ！　酒だ！」

　タルハンドはそう言うと、店主に向かって酒を二つ注文した。

　すぐに、ドンと音を立てて、二つのジョッキがテーブルへと叩たたきつけられた。

「飲み比べか……おもしれえ」

　パウロがペロリと唇を舐なめた。

　勝負事となると、なんであれ熱くなるタイプなのだ。たとえそれが、勝ち目のない戦いであっても。

「あら、飲み比べならわたくしも参加してよろしくて？」

「炭鉱族ドワーフの相手は、お前だけじゃ無理だろ。俺も助太刀してやるぜ」

　そんな話を聞きつけて、脇で別の話をしていたエリナリーゼとギースも顔を突っ込んできた。

「ふん。何人が相手でも変わらんわい」

　タルハンドはそんな三人を見ながら、最初の一杯を飲み干した。

　せいぜい酔い潰つぶして、この若造を笑ってやろう。と、そう思いながら。




　一時間後。

「ば～っかやろ～、おまえ、タルハンド、お前、なぁ、魔術師ったら、鎧じゃなくてローブだろーが、なんでおめえは頑丈そうな鎧着込んでんだよ！　どこで間違ったんだよ」

「きっと世間知らずそうな炭鉱族ドワーフだからって、防具屋に騙だまされたんですわ！」

「このローブは頑丈な鉄板で出来ていて魔術師に最適です、ってか？　ギャハハハハ！」

　パウロとエリナリーゼ、ギースの三人はすっかり出来上がってしまっていた。

　炭鉱族ドワーフと違い、酒精に耐性のない彼らは、ほんの十数杯でこうなってしまう。

　タルハンドはというと、そんな彼らを見ながら、いつも通りむっつりとした表情で静かに酒を飲んで……。

「ガハハハ、そうじゃ！　あの防具屋の店主め、やけに耄もう碌ろくしておってな、ローブが欲しいと言っているのに出してきたのがこの鎧じゃった！　あげくの果てに、斧も付けます、じゃと！」

　否いな。彼もまた顔を真っ赤にし、樽たるを小脇にかかえて豪快に飲みつつ、笑っていた。

　完全に出来上がっていた。

「斧！　完全に外見で判断してますわね、その店主！」

「しかし悔しいから買ってやったら、これが意外に使えてのう。それ以来、ずっとこの鎧姿じゃ」

「ギャハハ！　結局、防具屋が正しかったんじゃねえか！」

　その日、タルハンドは大いに笑い、大いに飲んだ。

　滅多に言わない嘘うそと作り話で場を盛り上げながら、ひっくり返るまで飲み続けた。

　飲み比べの勝負など、最初からなかったかのように。

　これほどうまい酒は、人生で生まれて初めてだった。




「当時は不思議じゃった。なぜあの時の酒があれほどうまかったのか。どうしてあれほど気持ちよく酔っ払うことができたのか。それもあんな薄めた安酒で」

　当時のことを思い出しつつ、タルハンドは己の持ってきた酒瓶を持ち、ラッパのように呷あおった。

「今になって考えてみると、簡単なことじゃった。気持ちよく酔えるかどうかは、酒の良し悪あしではなく、誰とどう飲むかで決まるというだけの話なのじゃからな」

　タルハンドは真っ赤な顔でニカッと笑って周囲を見渡し、最後にそう締めくくるのであった。
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　パウロの葬式。

　そこで行われた酒宴では、各々がパウロとの思い出の品を持ってきていた。

　リーリャが持ってきていたのは、ドライフルーツの入ったケーキであった。

「……」

　唯一、パウロの嫌いなものを持ってきた彼女は語らない。

　なぜなら、とても人に言うべき話ではないからだ。

（旦那様は、このケーキが嫌いでしたね）

　そんな彼女が思い出すのは、グレイラット家のメイドになって間もない頃の話であった。




　リーリャがそのケーキを作ったのは、ルーデウスが生まれた日だった。

　出産祝いはまた後日に行うつもりであったが、ひとまず生まれたことを喜ぶために、とリーリャが気を利かせて焼いたものだった。

　その日の晩、パウロは一人きりで食事を取っていた。

「ヘヘッ、息子か……あんま泣かないのはちょっとアレだけど、息子かぁ……」

　パウロは何度も「息子かぁ」と言いながら酒を飲み、常時ニヤニヤしていた。

　ルーデウスが生まれたことが、よほど嬉うれしかったのだろう。

　しかし、ケーキを見ると、眉をひそめた。

「あ～……これは？」

「ルーデウス様の誕生のお祝いです」

「あ、そう……」

　パウロは切り分けられたケーキの一片を、ツンツンとフォークで突つつきつつも口には運ばず、チビチビと酒を飲んだ。

　もしかして、嫌いなのだろうか。だとしたら、悪いことをしたかもしれない。

　リーリャがそんなことを思い始めた頃、ポツリとパウロが言った。

「お前はさ、なんで、ウチのメイドになってくれたんだ？」

「なんで、とは？」

「や、理由だよ、理由」

「雇われる時に説明したはずですが？」

「いや、お前の事情はわかってっけどさ。でも、別に俺のところじゃなくても、よかったろ？」

「いえ、それは、どうでしょう……」

　当時のリーリャは政治的に抹殺される可能性があった。ゆえに、できるだけ人の目につきにくい場所で、自分を守ってくれそうな人が必要だった。

　場所はともかく、後者はなかなか難しい。アスラ王家の手先に狙われていると知って、守ってくれる人など、まずいない。

　しかしパウロはリーリャに負い目があった。交渉次第では、自分に暗殺の手が伸びていても、守ってもらえる可能性は十分にあると考えられた。

　パウロはそうした事情を理解していたのか、理解していなかったのか、大して交渉もせず、リーリャをあっさりと迎え入れた。

「むしろ、私の方こそ、なぜ雇っていただけたのか疑問に思います」

「そりゃ、こんな辺へん鄙ぴなところに来てくれる人なんてほとんどいねえから……」

　パウロはそこで一いっ旦たん口をつぐんで、リーリャの方を見た。

「ってのもあるけど、お前の名前を見た時にさ、言わなきゃいけないことがあるって思ったんだ。けどよ、昔のことを掘り返されるのも嫌だろうなって思ってたら、なかなか言えなくてよ」

　昔のこと、と言われ、リーリャは自分の初体験のことを思い出した。

　その後、アスラ王宮の近衛侍女として働いていた頃の方が、ひどい出来事が多かったため、インパクトは薄れがちだが、忘れることはできず、そして良い思い出でもない。

「でも、今日、子供が生まれて、決心がついた」

　パウロはそう言うと、

「あん時ゃ、悪かった。謝っても許されることじゃねえのはわかってるが……許してくれ」

　リーリャは驚いた。

　彼女の知っているパウロは、文字通りの悪ガキだった。悪いことをするのは当然。自分がこの世で一番偉いと思っているような。

　だからこそ、リーリャは雇われる時、昔のことを持ち出して交渉しようとしたのだ。

　結婚したというのなら、過去のことを妻に暴露されるのは嫌だろうと思って。

　汚い相手に汚いやり方で返す、そんな気持ちでいたのだ。

「はあ……」

　だというのに唐突に謝られてしまい、リーリャはなんと言っていいかわからなかった。

　許すも許さないもない。リーリャの中では、もうとっくに決着のついた出来事だったのだ。

　なら、気にしていないと答えるのが、今後のことも考えて正しい選択だろう。

「では、そのケーキを全部食べてください」

　しかし、気づいた時にはそう言っていた。

　パウロはちょっと驚いた顔をした後、ゆっくりと頷うなずき、ケーキを食べ始めた。

　決して好きではなかったはずだ。むしろ、嫌いだったろう。なにせ食べている途中、何度かえずき、むせていたのだから。

　しかし、決して吐き出すことはなく、目の端に涙を浮かべつつも、彼は食べ切ったのだった。




　リーリャは当時のことを思い出しても、なぜ自分があんなことを言ったのか、わからなかった。

　だが、一つだけ言えることがある。

　自分が彼を本当の意味で許し、そして好きになったのは、まさにあの瞬間だったのだろう、と。
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　ロキシー・ミグルディアは悩んでいた。

　つい先日、ルーデウスとシルフィから結婚祝いのプレゼントをもらった。

　だが、もらうばかりでいいものか。プレゼントをされたらお返しをするのが人の世の常識なのではないだろうか。というわけで、何かお返しのプレゼントを探しに来たものの、何を買えば喜んでもらえるのか、イマイチわからなかったのだ。

　特に、シルフィへのプレゼントは悩みどころだった。

　生活を共にすることで、彼女の趣味嗜し好こうはわかっている。

　派手なものよりシンプルなもの、趣味的なものより実用的なものを好む。

　つまり、日用品か服飾品の、ちょっと値が張るものがいいだろう、という目算はできている。

　とはいえ、なかなかピンとくるものはなく、ロキシーは三時間も市場をウロウロと歩き回っていた。

　しかし、長く探せば機会は多くなるものだ。

「む！」

　ある露店を見た時、ロキシーはピンときた。

　それは、白い革のブーツで、内側が毛で覆われた、非常に暖かそうなものだった。

　シャリーアの寒い冬にピッタリのアイテムと言える。

　しかも白系。色白で白髪のシルフィによく似合うだろう。

　あと、シルフィは最近、足元が冷えると言っていた。

　まさにベストなアイテムだ。

　ロキシーはその露店へとズンズンと歩いていったのだが、

「おじさん、これ一つ」

「お、お目が高いね、そいつは水も弾はじくし、滑らねえ。オマケにめちゃくちゃ暖かい。ただ、材料が特殊なんで、ちょいと値が張って銀貨五枚！」

「買った！」

　というやり取りを、目の前で目撃してしまった。

　ロキシーの目の前でブーツを買った女冒険者は、「いやー、良い買い物をした！」と言いながら、人混みへと消えていった。

「あー……」

　タッチの差で商品が目の前から消える。よくあることだ。

　だが、ロキシーは気を取り直し、店主へと向き直った。

「コホン、今のブーツ、在庫はまだありますか？」

「ええ？　いや、残念だけど、あれ一足で売り切れだ」

　一つしかない。これもよくあることだ。

「く……な、なら、どこで仕入れたんですか？」

「ああ、俺が作ったんだよ。旅をしながら、行く先々で材料を仕入れ、その土地に合った品物を作り、売る……そういう修業をしてるんだ」

　そう言われて品しな揃ぞろえを見ると、確かに新進気鋭らしい、意欲あふれる作品が並んでいる。

「なるほど……修業中とは思えない、いい腕ですね」

「そう言ってもらえると嬉うれしいよ。どうだい、お嬢ちゃん、気に入ったのがあったら試着をしてもいいんだぜ」

「お嬢ちゃんと呼ばれる歳ではないのですが……まあそれはいいとして、今回はプレゼント用の品を探しているのです」

「サイズはわかるのか？」

「もちろんです。なので、その腕を見込んで！　先ほどの靴をもう一足作っていただけませんか!?」

　ここまできたらおとなしく別のものを購入すればいいのだが、逃した魚はいつだって大きい。

　ロキシーはどうしても、先ほどの靴が目の前の商品群より良いものに思えてならなかった。

「作るのは構わねえが……もう材料がねえんだ」

「材料、というと？」

「イエティの革だ」

　イエティ。その魔物の名前はロキシーもよく知っていた。

　シャリーアの北、大氷河の谷に生息するＤ級の魔物だ。大氷河まで行けば、結構な数がウロついている。

　ただ、その革は市場になかなか出回らない。

　なぜならば、大氷河の谷には人々にとって必要なものがないからだ。

　ゆえに人は大氷河の谷へと赴かない。

　イエティの革にしても、時折、群れから追い出されたはぐれイエティが出たり、異国の王族が物見遊山で大氷河を見物に行くのに護衛としてついていった連中が、何かの足しにと持ってくるぐらいなのだ。

　その革が、これほど美しい靴に変身するなら、その価値も変化するだろうが……。

「……」

　ロキシーは悩んだ。

　店先で、ずっと悩み、悩んで、そして……。
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　翌日早朝、ルーデウスは家の前でウロウロしていた。

　なぜなら昨日、ロキシーが出かけたまま、帰ってこなかったからだ。

　ルーデウスの脳裏は、最悪のケースで一杯だ。

　誘拐されたのでは？　何かの事故で動けないのでは？

　それとももしかして、俺に嫌気がさして離婚を？

　そんな考えが頭をめぐり、結局、一晩眠れずに過ごしてしまった。

「でも、本当に心配だね。無断外泊なんてする人じゃないのに……」

　シルフィもまた、ロキシーを心配していた。ルーデウスと一緒に玄関に立ち、窓の外を眺めている。

「あ」

　と、そんな風にしていると、カッポカッポと馬の足音が聞こえてきた。

　ルーデウスたちが何事かと目を凝らすと、一頭の立派な馬──ルーデウスが松まつ風かぜと名付けた馬が、玄関先にやってきたところだった。

　そして、その馬の上には、青く輝く髪を持つ少女……ロキシーの姿があった。

　なぜか、ボロボロの姿で。

「……ただいま戻りました」

　彼女は馬から飛び降りると、玄関の外にまで出てきたルーデウスたちに、ペコリと頭を下げた。

「えと……どうしたの？　何があったの？」

「昨日中で終わらせるつもりが、随分と時間が掛かってしまいました。どうぞ。差し上げます」

　ロキシーはそう言うと、背中のカバンから箱を取り出し、シルフィに差し出した。

　シルフィはその箱を恐る恐るといった感じで開け、歓声を上げた。

「わぁ、素敵な靴だね。ありがとう！　でもどうしたの？」

「この間のプレゼントのお礼の品です。それを手に入れるのに、ちょっと手間が掛かってしまいまして」

　一日で大氷河まで馬を飛ばし、運の悪いイエティを一匹狩り、大急ぎで戻ってきて、職人に徹夜させる。旅慣れたロキシーでもフラフラになるほどの強行軍であった。

「そっか、何があったのか知りたいし、心配もしたけど……でも、ありがとう。嬉しいよ」

　シルフィはそう言って、はにかんで笑った。

「いえ、わたしも心配をかけてしまったようで、申し訳ありませんでした」

　ロキシーはそう言いつつも、シルフィがプレゼントを喜んでいるのを見て、満足げに笑った。

　そして、ルーデウスは言った。

「……俺には？」

　ロキシーはルーデウスを見て、数秒ほど停止し、そして言った。

「あっ」




　その後、ルーデウスが激しく落ち込んでしまい、ロキシーが元気づけるためにいろいろと頑張るのだが、それはまた別の話だ。
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「うがああああ！」

　魔大陸ビエゴヤ地方リカリスの町。

　その中央に位置する黒くろ鉄がねの城では、一人の魔王が荒れていた。

　青黒い肌、白い髪、赤い目。そしてコウモリのような翼に角。

　アトーフェラトーフェ・ライバックである。

「ペルギウスゥゥゥ！　おのれぇぇぇ！　カールとの盟約を破りやがってぇ……！」

　ドカンバギンと周囲を破壊しつつ、アトーフェは暴れていた。

　その周囲に控えるアトーフェ親衛隊は、物が飛んでくる度に、その首をすくませた。

　物が飛んでくるだけならまだいいが、もし彼女の振るう拳こぶしや剣を受けてしまえば、致命傷は免れない。

　彼らは死を恐れているわけではない。アトーフェ親衛隊は死など恐れない。

　それはそれとして、アトーフェは怖いのである。

「明確に言えば、盟約は破られておりません」

　平然としているのはただ一人、側近であり親衛隊長でもあるムーアだけである。なぜなら彼も不死魔族の末まつ裔えい、殴られても死なないから、というのもあるがアトーフェとの付き合いが長いゆえの落ち着きである。

「盟約では、あくまで殺し合いを禁じており、アトーフェ様は生きておられます。ペルギウスがその気になればあの直後に──」

「うるっせぇ！」

　ムーアがぶっ飛んで壁にぶち当たった。

　ガシャンと大きな音を立てて、兜かぶとが床に落ちる。その兜は、見るも無残に凹へこんでいた。

　アトーフェがぶん殴ったのだ。

「んなことぐらいわかってる！」

「ハッ、失礼いたしました」

　ムーアも即座に起き上がり、頭を下げた。慣れたものである。

「ぐるるる……」

　猛獣のような唸うなり声を上げつつ、部屋の中をぐるぐると歩き回るアトーフェ。

　怒りは収まらない。

　真正面からの戦いでの敗北……それならば、アトーフェはここまで荒れはしない。素直に相手を認め、財宝を与えるなり、配下になるなりするだろう。しかし、今回は最後に憎きペルギウスに横よこ槍やりを入れられての敗北。アトーフェ的には援軍は認めるところである。だが、ペルギウスはダメだ。あいつの援軍を認めるわけにはいかない。なぜならペルギウスが嫌いだからである。

　彼女は三周ほど回ったところで、ふと足を止めた。

「あいつらとは盟約を結んでいないな」

　馬鹿なりに何かを思いつくことはある。

　例えば、ルーデウスたちと殺し合いをしちゃいけない、というルールがないことなどである。

「アトーフェ様。あの程度の小物、放っておかれてもよいのでは？」

「いいや、許さん、許さんぞ！　ペルギウスと一緒になってこのオレを罠わなにはめやがって！」

　アトーフェはムーアを指さして叫んだ。

「決闘だ！」

「承りました」

「奴らを捜し出せ！」

「では捜索隊を組織いたします」

　ムーアは即座に頷うなずいた。

　彼以外の親衛隊はというと、あまり芳かんばしくない表情をしていた。

　親衛隊の面々としては、捜索は反対だった。彼らは転移魔法陣でどこかへと消えていった。世界中のどこをどう捜せばいいのかもわからない人物を捜し回るなど、時間の無駄以外の何ものでもない。ましてアトーフェ親衛隊は、ほとんどがツテのない剣士だ。人を捜す能力などない。一生かかっても見つけられないかもしれない。不死魔族ではないのだから、寿命はあるのだ。

「よし、行け！　オレはその間に、奴の使った魔術に対する必殺技を身につける！」

「ハッ！」

　しかし、誰一人として異を唱えることはない。

　なぜならば、彼らはアトーフェ親衛隊。アトーフェの命令には絶対服従である。

　……というのもあるが、実はもう一つ理由があった。
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　三日後。

「アトーフェ様」

　ムーアはアトーフェのいる山へと訪れていた。

「なんだ？」

　アトーフェの眼前には、一匹の巨大な竜が転がっていた。緑と黄色のまだら模様のその竜は、しかし口から血を流し、息絶えていた。

　彼女は修行と称して、稲妻を操る雷竜を討伐していたのだ。

　お陰で、アトーフェは電撃に対する確かな対策を手に入れていた。

「捜索隊が組織できました。いつでも出発できます」

　その言葉に、アトーフェはゆっくりと振り返った。

　そしてムーアの瞳をじっと見つめ、血のついた首をゆっくりとかしげて、言った。

「……何の話だ？」

　よくあることであった。

　アトーフェが何かに怒り、何かを探せと命じ、そしてあっさりと忘れるのは。

　もっとも、ド忘れしているだけなので、名前を口にするなり、その人物の顔を見るなりすれば、すぐに思い出す。思い出すのだが……。

「いいえ、なんでもございません」

　ムーアはしれっとそう言った。

　アトーフェ親衛隊を、こんなところで無駄に使うのは、もしこれが戦時中ならまだしも、来きたるべき大戦に向けて戦力を確保しておくというアトーフェの目的から外れているからだ。

「ククク、そんなことより、聞けムーアよ。とうとうオレは雷竜の操る雷をなんとかする方法を編み出したぞ。この必殺技を使えば、雷など恐るるに足りん」

「ハッ、さすがはアトーフェ様！」

「しかし、なぜオレは雷に対する必殺技を憶おぼえようとしていたんだ……？」

「アトーフェ様は魔王にあらせられますので、来るべき勇者との戦いに備えてのことと記憶しております」

「そうか！　そうだったな！　アーッハッハッハッハ！」

　アトーフェの高笑いが山に響き渡る。

　それを聞きながらムーアは「今日も平和だ」と、空を見上げるのであった。
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「やめてください……お願いします、お願いですから、やめてください……」

　見るも無残な光景が広がっていた。

　シルフィが木の根元に尻もちをつくように座り、胸元が真っ赤に染まっていた。

　治癒魔術師だからと、最初に攻撃を受けた。その場にいる全員がそれに対応しようとしたが、針の穴に糸を通すような正確な一撃が幾度となく放たれ、やがて彼女は、その一撃を受けた。木に叩たたきつけられ、そのままズリ落ちるように今の姿勢へと移行し、しばらくピクピクと痙けい攣れんしていたが、今はピクリとも動かない。

　顔色はいつにもまして真っ白で、口元から流れる血は完全に乾ききっていて、胸元からも血が流れていない。死んでいた。

　ロキシーは、そんな彼女に手を伸ばすような姿勢で倒れていた。

　トレードマークである二本の三つ編みのうち、片方は体のすぐ脇に落ちている。

　もう一本は、頭についているのだろうが、その頭はいったいどこにいったのか……俺の視界には存在しなかった。

　頭を失った胴体が動くことは、二度とない。

　エリスは二人を失ってなお、耐えていた。

　だが、二手、三手と戦いが進む度にダメージを負い、やがて致命傷を受けた。

　死に瀕ひんしてなお、エリスは獅し子しの如く吠ほえ立てて抗あらがおうとした。

　だが、次の一撃で腕を落とされ、その次の一撃で腹に風穴を開けられて、膝をついた。

　虚うつろな目で俺の方を振り返り、何かを言った。

　だが、俺の耳にその声は聞こえなかった。

「お願いします。勘弁してください。なんでもしますから、許してください。お願いします……お願いします……」

　俺の願いは届かない。

　気づけば場面は変わり、自宅の風景を映し出していた。

　誰もが倒れていた。

　リーリャも、アイシャも、ノルンも、ゼニスも。

　そして、悪魔のような顔をしたオルステッドが、ルーシーの頭を掴つかんで持ち上げていた。

「あ、あ、あ……」

　声が出ない。

　何か言わなくちゃと思うが、何を言えばいいのかわからない。やめてくださいと言っても、きっと聞き入れてもらえない。そうとわかっていたが、他の言葉が浮かんでこない。

　結局言ったのは、いつかと同じ言葉。

「お願いします。世界を滅ぼさないでください。俺は殺してもいいです。俺の子供を、未来を、奪わないでください。お願いします。初めてなんです。あんなに幸せに思えたの、初めてなんです。お願いします。ヒトガミを、諦めてください。お願いします」

　そして返事は、いつかと同じ言葉。

「それはできん」

　ルーシーの頭がクシャリと潰つぶされた。
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「うわああぁぁぁぁ！」

　飛び起きた。

「ハッ、ハッ、ハッ、ハッ……」

　荒い息をつきながら、周囲を見渡す。

　俺は自宅のベッドの上に立っていた。起きた時に、勢い余って立ち上がってしまったらしい。

　服装は寝巻き。いつ着替えたのか、まるで憶おぼえていない。今の今まで、俺はローブを身につけていたはずだった。

　外を見ると日がさしていた。朝日というには日差しが強い。正午前ぐらいか。

　朝でもないのに、チュンチュンという鳥の鳴き声が聞こえる。のどかだ。

「……ふー、はー」

　ゆっくりと深呼吸しながら、己の両手を見る。

　失われていたはずの左手は、確かにそこにあった。オルステッドに生やしてもらった手だ。

　そしてその手には、見慣れない腕輪がはまっていた。オルステッドからもらった腕輪だ。

「夢……か……」

　そう、そうだ。

　昨日、あの後、なんやかんやあってオルステッドの軍門に下ったんだ。

　シルフィもロキシーもエリスも殺されていないし、まして家族には手も出されていない。

　いないよな？　本当にいないよな？

「あ？　お兄ちゃん、起きた？　大丈夫？　なんか凄すごい声だったけど」

　と、部屋の扉から、アイシャが顔を覗のぞかせていた。

　俺はアイシャを、ちょいちょいと手で招き寄せた。

「ん？　なになに？」

　ベッドの上に立ったまま、頭をなでなで。

　するとアイシャは、気持ちよさそうに受けていた。どうやら、本物のようだ。

「んふふー、どう？　撫なでやすいでしょー？」

「うん。あ、枝毛が」

「えっ、うそっ！」

　アイシャはバッと離れ、近くの鏡で己の髪を確認し始めた。

「嘘うそだよ」

　そう言うと、アイシャはむくれながらこちらを振り返り、フンと腕を組んだ。

「あのねお兄ちゃん、あたしに構ってくれるのは嬉うれしいけど、先に別の人を構ってあげてよね」

　アイシャの視線の先を見る。

　すると、俺の足元、ちょうどベッドの枕元のあたりに、一人の女性が突っ伏しているのが見えた。

　白い髪に長い耳、頭を見れば一発でわかる。シルフィだ。

「昨日から、寝ないで看病してたんだからね！」

　アイシャはそう言うと、部屋を出ていった。

　俺はベッドの上に座りなおした。

　そうか、昨日、オルステッドとの戦いが終わって帰ってきた後、そのまま意識を失ってしまったのだった。それからずっと、こうしてそばにいてくれたのか……。

　そう思うと、無性に愛いとおしい気持ちがあふれてきて、俺はシルフィの頭に手を置いた。

　起こさないように優しく撫でる。

　シルフィはスースーと気持ちよさそうに眠っていた。そのままベッドに引き上げて、生命いのちの喜びを分かち合いたいところではあったが、我慢した。

「んぅー……」

　と、そこでシルフィが唸うなり声を上げた。顔を覗き込むと、眉根が寄っている。

　悪夢でも見ているのだろうか。そう思った次の瞬間、

「ワァッ！」

　と、シルフィが飛び起きた。

　彼女は肩で息をしながら、目の前にいた俺をまじまじと見た。ややあって、俺の顔をペタペタと触ってくる。肩、手、胸、お腹……おっと奥さん、そこを触るには、ちょいとまだ日が高いぜ？　あ、触らない？　そりゃそうよね。

「はー……」

　シルフィは安あん堵どのため息をついた。それでなんとなく、どんな夢を見ていたのか、察しがついた。

「おはようシルフィ、夢と違ってイケメンだろ？」

「おはようルディ……うん。夢と違って頭がついてる」

「ふふっ」

　その言葉が面白くて、俺はクスクスと笑った。するとシルフィもまた、寝ぼけ眼のまま、クスッと笑った。

　なんとも平和な笑い声が、寝室に静かに響いた。

　それを心地よく感じながら、俺は助け上げてくれたオルステッドに感謝するのであった。
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　その日、ナナホシは石像のように固まっていた。

　紅茶を口元へと持っていく姿勢のままビタリと止まり、動くことはない。

　さながら目の前でメデューサに睨にらまれたかのようであったが、風で髪が揺れるところをみると石化しているわけではない。が、彼女を睨みつけている存在はいた。

　白いローブに、輝く銀髪、見るもの全てを震え上がらせる三白眼は、爬虫類はちゅうるいじみた金眼。

　この場にルーデウスがいたならば、「もはやメデューサといっても過言ではない」とうそぶいたかもしれないが、もちろんそうした神話の生物ではない。オルステッドである。

　あるいは神話の生物よりも恐ろしいであろうこの生物は、ナナホシがお茶を飲んでいる時に音もなく現れ、音もなく彼女の対面に着席したのだ。

　ナナホシは完全にビビってしまい、蛇に睨まれたカエルとなってしまったというわけである。

　なぜなら、ナナホシはルーデウスに協力し、オルステッドの情報を売ってしまったからだ。

　紆う余よ曲きょく折せつあってルーデウスは敗北し、オルステッドの軍門に下ったが、だからナナホシもお咎とがめなしというわけにはいかないだろう。

「……」

　ナナホシの脳裏に、昔見たギャング映画の映像がよぎった。

　その映画は、正確なストーリーは憶おぼえていないが、登場人物の一人が、自分の親分を敵対するギャングに売って、外国へ悠々と高跳びをするというエピソードがあった。

　親分は運よく生き残り、その事件がきっかけでギャング団は躍進を遂げる結果に終わる。

　しかし、ギャングの幹部たちは、親分を売った男のことを忘れてはいなかった。

　落とし前をつけるため、男の足跡を追いかけ始めたのだ。

　男はそれに気づいて逃げたが、ギャングたちはどこまでもどこまでも追いかけてきて、最終的にカナダかどこかの山奥で追いつかれた。

　怯おびえる男に、ギャングの幹部は、対面に座り、温かいコーヒーをゆっくりと飲んだ。

　幹部は特に会話らしい会話はしなかった。ただ、裏切り者の男が、ひたすらに言い訳や命乞いをしていただけだ。

　そして幹部はコーヒーを飲み終えた後、無言で銃を抜いて男を撃った。男は死んだ。

　そのシーンが、幼い頃のナナホシにはあまりにも刺激的だったせいで、なんとなくそこだけ憶えていた。

　人を騙だまして売るというのは、そういうことなのだ、という教訓も得た。

　だから、オルステッドが目の前に来た時、ナナホシは完全にビビってしまったのだ。

「……」

　オルステッドは、じっとナナホシの方を見ている。

　その顔は無表情だ。元が恐ろしい顔だから、怒っているようにも見える。

　ナナホシがこの世界に来てから最も付き合いの長い人物であるため、怒っているとは限らないということは知っている。だが、怒っていないとも言い切れなかった。

　もしこれがルーデウスであったなら、ナナホシはここまでビビることはなかっただろう。

　彼は何だかんだいって甘い。怒って、叩たたかれたりすることはあるかもしれないが、殺すなんてもってのほかだろう。ナナホシが何をやらかしたかにもよるだろうが、とりあえず必死で命乞いをすれば、命ばかりは助かるはずだ。

　命乞い。

　その単語に行き着いた時、ようやくナナホシの石化が解けた。

　すっかり冷めてしまったティーカップを皿に戻して、ナナホシは息を吐いた。

　自分のやることがわかった。

　謝罪である。

　まずは誠心誠意謝って、それで許してもらえないのであれば、命乞いをする。

　ギャング映画の裏切り者は、盛大な命乞いをした結果、実に惨むごたらしい死を迎えた。

　いや、違うか。惨たらしい死が避けられない状況だったからこそ、無様に命乞いをしたのだ。

　自尊心も虚栄心もかなぐり捨てて、ただただ助けてもらうため、でも助けてもらうための材料が何もない状態で、命ばかりはと感情を吐露する……。自分にそれができるだろうかと不安に思うナナホシであったが、ルーデウスはオルステッドに対してそうした命乞いをしたらしいし、オルステッドはそれを許したそうなので、やはり自分もやらなければならないのだろう、とナナホシは決意した。できるできないではない、やるのだ。

　そう思ったナナホシが、チラリとオルステッドを見やると、相変わらず睨んできていた。

　何も喋しゃべらないのが、実に恐ろしい。

「ごめんなさい」

　ナナホシはオルステッドを直視できず、伏し目がちにそう言った。

「私はあなたを、ルーデウスに売りました」

　首にプラカードを下げられた猫のようだと、ナナホシは思った。

　他に言うべきことがないのかと自問自答するが、そもそもオルステッドがどういう反応をするのか予想できないこともあって、うまく言葉が出てこない。

　ナナホシは知っている。オルステッドは、自分に寄ってくる相手には、思いのほか優しい男だ。

　だが、敵に回れば容赦はしない。その全てを、一撃の元に葬り去ってきた。

　ナナホシは、何度もその光景を目にした。最初こそ平気で人を殺すオルステッドに恐怖したものだが、次第に慣れてしまい、そういうものだとスルーするようになっていた。が、それは攻撃が自分に向かないことが前提の話である。

　今は、いつあの見えない速度で飛んでくる抜き手がくるか、怖くて仕方がない。

　こんなことなら、胸に電話帳でも挟んでおきたいところだった。電話帳などこの世界にはないし、ナナホシの胸は電話帳を挟めるほど豊かでもないが。

「ナナホシ」

　名前を呼ばれ、ナナホシはいつの間にか弄もてあそんでいたスプーンで、胸元をガードした。

　が、オルステッドの抜き手は飛んでこない。

「気にするな。誰かが敵に回るのは、いつものことだ」

　オルステッドは少しだけ、ほんの少しだけ、見慣れていないとわからないぐらい小さく口元を歪ゆがめて笑った。自嘲じちょう気味な笑みだった。

　その笑みに、ナナホシは胸が締めつけられるような気分になった。

「あ……」

　この世界に来てから今まで、自分を助けてくれたのは誰だったか。帰る方法を探すのを手伝ってくれていたのは誰だったのか。忘れたわけではない。

「違う！　私はあなたの呪いが効いていないんだから！　あなたは私の、命の恩人で……でも、ルーデウスもそうで……だから、決してあなたを恐れたり、嫌悪して裏切ろうと思ったわけじゃ……」

　うまい言葉など出てこなかった。この日のために、何度も言葉を考え、吟味していたのに、まとまらずに声が垂れ流された。

　オルステッドはそれを黙って聞いていたが、やがてぽつりと、その声を遮った。

「ナナホシ、もういい」

　ナナホシは黙った。

　そのもういいは、どういった意味のもういいなのか、オルステッドの顔色と声では判別がつかなかった。もしかして、もうどうでもいいという意味なのだろうか、それとも……。

「ナナホシ。またそのうち様子を見に来るが、いいか？」

　この言葉で、ナナホシは判別がついた。

　どうやら、自分は許されたようだ、と。

「も、もちろん」

　コクコクと頷うなずくと、オルステッドは立ち上がり、また音もなく、その場を後にした。

　その後ろ姿を見ながら、ナナホシは「ちゃんと謝れてよかった」と、ほっと息をついたのだった。
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　アスラ王国での騒動の後、俺はアリエルから屋敷を与えられた。

　アスラ王国での活動の際にはぜひ利用してくれ、という触れ込みだったが、その割にサイズは我が家の二倍以上で、庭もついていた。使用人もやたらといるし、正直居心地が悪い。が、ひとまず便利に生活させてもらいつつ、アスラ王国での事後処理を行っている。

　そんなある日のことだ。

「失礼。さるお方から手紙が届いております」

　見覚えのない使用人だった。

　もちろん、俺はこの屋敷に滞在し始めて短いし、もしかするとまだ見たことのない使用人がいるのかもしれない。あるいは初日に自己紹介された時に、印象に残らなさすぎて憶おぼえていなかったのかもしれない。そう思い、ひとまず手紙を受け取ったのだが、

「あっ、はい」

　次の瞬間、忍者のようにサッと消えたところを見ると、やはり曲くせ者ものだったらしい。

　今のが、もし刺客だったらヤバかったかも……と冷や汗をかきつつ、しかし出合え出合えと叫ぶタイミングは逸している。ひとまず手紙の方を読んでみることにした。

　すると、そこには『会って話がしたい。明後日、王城の四〇三号室まで来い（意訳）』という旨のことが書かれていた。

　四〇三号室とは、王城にある東から四つ目の塔の三階の部屋のことである。

　差出人の名は書かれていなかったが、封ふう蝋ろうにはアスラ王家の紋章が刻まれていた。となるとアリエルからの呼び出し……かとも思えるが、アリエルならわざわざ手紙なんかよこさず、シルフィかルークか、従者の方あたりに伝言をよこすだろう。なんならアリエルが直接来る可能性もある。

　となると、やはり怪しい。迷惑メールの類たぐいかもしれない。

　このメールに従ってこの場所に行くと、閉じ込められて多大な請求をされるのだ。

　とはいえ、手紙自体は気になった。

　なのでその日の晩に墓場へと行き、オルステッドに判断を仰いだ。

　新しくできた部下が、深夜に迷惑メールを携えて「これどうしたらいいんでしょう？」なんて言いだしたらどう思うか……そう思わないでもなかったが、オルステッドは嫌な顔一つせずに言った。

　グラーヴェルだ、と。




　正直、行かなくてもよかった。

　グラーヴェル・ザフィン・アスラ。

　政争に負け、幽閉された第一王子。

　こんなのに呼び出され、会いに行ったとなれば、アリエルからも余計な疑いをかけられかねない。

　とはいえ、興味を持ったのは確かだ。

　翌日、俺はアリエルにグラーヴェルから連絡がきたことを伝え、会ってみることにした。

　アリエルは片眉を上げ、何か言いたげではあった。

　が、オルステッドの許可があると伝えると、特に何も言わず、神妙な顔で頷うなずいた。

　そんな深刻な顔しないでもいいだろうに……とはいえ、アリエルからすると、オルステッドが自分からグラーヴェルに乗り換える可能性を考慮しなきゃいけないのだろう。

　弱い立場は辛つらいね。
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「驚かないのだな。私からの呼び出しだったと」

　グラーヴェルは、以前に見た時と同様、高そうな服を着た、イケメンのおっさんだった。

「調べればわかりますから」

「拷問をしても口を割らない者を選んだつもりだったのだがな……稀き代たいの魔術師ともなると、人の心でも読めるのか？」

「いえ、まさか」

　グラーヴェルの軟禁されている部屋は、普通の貴族の部屋といった感じだった。

　調度品は最高級のものだし、使用人もメイドもいる。強いて幽閉っぽいところを言うなら、扉の前に見張りがいることぐらいか。ま、王族の幽閉場所だから、相応の場所を選ぶか。

「それでご用件は？」

「大したことではない。俺を負かした相手を、まじまじと見てみたくてな」

「アリエル様でしたら王城ですよ？　まじまじと見たら失礼だとは思いますけど」

「俺を負かした相手は、残念ながら冗談はつまらない男のようだ」

　ウィットに富んだ返しをしたつもりだったが……。

　ま、第一王子としてアスラ王国の中心部にいた人物だ。俺なんかとは比べ物にならないレベルの道化を何人も見てきたのだろう。

「俺はほとんど何もしていませんよ。アリエル様にチャンスを与えることはできたとは思いますが、掴つかみ取ったのは彼女自身ですから」

「フン、賢者気取りか……だが、私が聞きたいのはその話だ。聞かせてみよ、お前のこれまでの生き様を」

　呼びつけておいて、いきなり上から目線で生き様を聞かせろとか、いかにも王族って感じ。

　でもまぁ、いいか。のこのこ来た俺の責任だし。

「昔々、フィットア領のブエナ村というところに、パウロとゼニスという二人の若い夫婦が暮らしていました……」

　でも少し、長くなるぞ。




「ふん、やはりつまらん冗談だったではないか」

　長くなるかと思ったが、話し終えるのに、それほど時間は掛からなかった。二時間といったところだろうか。

「そうですかね」

「貴様がどう思おうと、な……余は納得できた」

　そう言うグラーヴェルは、どこか達観した目をしていた。

　彼はこれから、アスラ王国の田舎の方に移送され、そこで裕福だが不自由な暮らしをすることになる。命こそ奪われないものの、家臣とも子供とも引き離され、敗北者としての余生を送るのだ。

　納得の一つもできないと、やってられないだろう。

「アリエルには、紛争地帯に気を配れと伝えておけ。均衡を保つか、崩すかは自由だが、誤れば大爆発を起こすとな」

「えぇ」

「それから、ミリスの教導騎士団は受け入れるな。奴らは人の心を持たぬ悪魔だ。頼れば魂まで抜かれよう。戦争がなくとも軍備は怠るな」

「えぇ」

「それから……」

「まだあるんですか？」

　反射的にそう聞くと、彼はハッとした表情をした後、フッと笑った。

「……いや、ない。何もな」

　きっと、言いたいことはいくらでもあるし、王になった後、やりたいこともたくさんあったのだろう。そしてオルステッドが言うように、この男が王になったとしても、アスラ王国は健在なまま八十年後を迎える。そう、彼は立派な王様になるのだ。アリエルが負けた世界で、アスラ王国をさらに大きくさせるのだ。

「去るがいい、賢者よ」

「はい……いや、妻と致した直後以外は賢者ではないですが」

「冗談はつまらんが、話は面白かった。礼は言っておこう」

　俺は、オルステッドの手先となり、一つの歴史を変えた。

　そう実感しつつ、その場を後にするのだった。
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　《これまでのあらすじ》

　リニアが借金まみれでエリスに拾われてきた！　いろいろあってメイドになってもらったが、家事能力が低すぎてアイシャが激怒、リニアはクビ！　仕方ないから俺はリニアに別の仕事を探してやることになったのだ！




「ふぅ……」

　現在、俺はリニアのオススメの昼寝場所に寝転がり、思案にふけっていた。

　芝生に、暖かい日差し。猫がいっぱいいる。猫は俺を邪魔そうにしていたが、リニアの説得によりしゃーねーなという感じで場所を空けてくれた。居心地は悪くない。

　今日一日、リニアに任せられる仕事はないかと探してみたが、いい案が浮かばなかった。

　ザノバのところもクリフのところもダメだった。

　金貨千五百枚の借金を一気に返し切るまではいかずとも、少しずつでも返済できるような仕事が望ましいのだが、そもそもリニアには、そうしたコツコツとした仕事への適性がないような気がする。

「……」

　チラとリニアを見やると、この絶好の日向ひなたに相席しに来た猫たちと話している。ニャンニャカニャンと。

　獣族、それもドルディアと名のつく種族は、犬や猫といった獣と会話できる者が多い。

　獣神語は獣に通じやすいらしいが、獣からの言葉がわかる種族は、そう多くない。

　ウチのレオも、俺の話は通じているけど、レオの言葉は俺に通じない。会話ができない。まぁ、なんとなくわかる時はあるけど。

　ふむ、その部分をうまいこと使ってやれば、商売になるんじゃなかろうか。

　ペットの気持ち、愛から不満まで、全てを主人に伝えるサービス……バウ○ンガル。

　うん。悪くないな。このあたりはともかく、アスラ王国ではペットを飼っている貴族は大勢いる。

「なー、リニア」

「ニャ？」

「その猫、何て言ってるんだ？」

「特に何も言ってないニャ。ただの挨拶ニャ」

「ふーん……お前って、虫とか蛇とかの言葉もわかるの？」

「まさか。あちしにわかるのは、犬とか猫ぐらいなもんニャ」

　となると、サービスは難しいな。

　アスラ王国は、歴史ある国家であるからして、ペットも犬や猫より、もっと特殊なものが多いと聞いている。犬ぐらいの大きさの百足むかでを飼っている人もいるとかいないとか。

　前世とは異なり、こちらの世界にはペットといえば犬や猫、といった常識もない。

　ほぼ全てがエキゾチックアニマルだ。

　多種多様に及ぶペットの中の、ほんの一握りしか言葉がわからないとなれば、サービスとして成り立たない可能性も高い。

　いい案だと思ったんだがなぁ……。

「ニャォン……ゴロニャァン……」

　女豹めひょうのポーズを取りつつ猫と会話するリニア。尻がこっちを向いて、尻尾もフリフリしている。なんとも扇情的だ。なんというかこう、ガシッと掴つかんでそのまま……。

　……ハッ、いかん！　去れ、マーラよ！

　俺は慌ててポケットから御神体を取り出し、精神安定を図るべく顔へと近づけようとした。

　しかし、次の瞬間、ビュオウという大きな音と共に、一陣の突風が吹いた。

　突風は俺のローブをありえないほどにはためかせ、取り出したものを奪い去った。

「しまった！」

　白く、ヒラヒラとした布が宙を舞う。

　大切なもの、失くすわけにはいかないもの、二度と手に入らないもの。

　そんな言葉が脳裏をよぎり、必死に手を伸ばすが、届かない。あっという間に天高く舞い上がってしまった。ならばと足に魔力を込めて飛び上がろうとした時。

「ニャッ！」

　リニアが跳んだ。

　突風を切り裂いて、ロケットのように垂直跳びをし、空中で御神体をキャッチ。そのままクルクルと三回転ほどして、ストッと音もなくスーパーヒーロー着地を決めた。

「フッ、ボス、危なかったニャ……ってうわこれ、下着!?　うわバッチ……ニャ!?　いや、こ、これは……!?　ばっちくないニャ、大丈夫にゃ、神聖なものニャ、どうぞお返しするニャ、どうぞニャ……」

　俺はリニアが恭うやうやしく、しかしなるべく手で触れる面積を少なくしたいのか、指先で持って差し出してくる御神体を受け取り、スゥッと一嗅ぎした。

　頭が冴さえ渡る。

　動物と会話できるドルディア族の能力、リニアの身体能力、エロい尻……全てを活かせる職業。

　思いついた。

「リニア」

「ニャ、ニャンですか……？」

　リニアの肩を掴み、俺は言った。

「サーカス団を作ろう！」

　こうして、ルードサーカス団は結成された。
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「ニャッハー！」

　今、俺の目の前でリニアが空中ブランコで飛び回っている。

　服装はレザーのレオタードに網タイツ。要するにバニースーツだ。

　そんなリニアを彩るかのように、ピエロの格好をした軽業師や、芸を仕込んだ魔獣が飛び回っている。

「うんうん。今日も上々だね」

　そして、俺のすぐ近くでは、リニアと同じくバニースーツを着たアイシャが、ホクホク顔で銀貨の数を数えている。

　ルードサーカス団は結成されてから、早くも一年が経たった。

　獣族は身体能力が高い者が多く、リニアの呼びかけで多くのごろつきが軽業師へと転職、リニアはある程度知性のある魔獣とも会話できたため、それらに芸を教え込ませるのはそう難しくはなかった。

　さらにアドバイザーにアイシャを就任させたところ、ノリノリで俺のイメージを形にしてくれた。

　大きなテントに、数々の軽業師と、魔獣。

　逞たくましい男性と美しき女性、そして恐ろしい猛獣によって繰り広げられる、光と影のショー。

　そうしたサーカスは、アスラ王国で大ブレイクした。

　興行主となったリニアは一瞬で借金を返済し、アイシャにも笑顔が戻った。

　ついでにサーカス団を使ってオルステッドの事務所の職員やルイジェルド人形を売るための雇われ商人なんかを見つけることもできそうで、俺もホクホク顔。

　ちなみにこの後、サーカスが世界的に大ブレイクし、リニアは世界有数の金持ちになって調子に乗り、また全てを失いかけるのだが……それはまた別の話である。
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「フッ、ホッ、ハッ！」

（おや？）

　その日、ランドルフが城を徘はい徊かいしていると、広場で剣の稽古をしている者を発見した。

　パックスである。

　彼は右手に木剣を持ち、くるくると回るようにそれを振るっていた。

　その動作はいつもよりリズミカルで、かつ躍動感があった。

　時に片足で立ち、時に片手で剣を振り、時に飛び上がり、時に背中を向け、時に剣を持ち替える。相手を幻惑しつつ、目の前にいるであろう仮想敵に対し、雨のような斬撃を浴びせる。

　ただし、その視線は仮想敵ではなく、チラチラと脇の方を向いていた。

「……」

　視線の先には、長く青い髪を持つ少女がいた。地べたに座り込んでいる。

　彼女の視線は虚うつろだが、しかしパックスの方を向いているのがわかる。

　パックスは視線に気づき、さらに己の動きを変化させた。さながら、敵が二人に、いや三人に増えたかのように、苛か烈れつなものへと。

「フオォ！　チョア！　ターリャ！」

　掛け声もまた、熱を帯びていく。

　それを見るベネディクトの表情に変化はない……と常人ならそう思うだろうが、ランドルフはこの数ヶ月で彼女の微細な表情の変化に気づくようになっていた。

　そう、ランドルフにはわかった。彼女は期待と憧どう憬けいの眼差しを向けている、と。

　きっとパックスにもわかるのだろう。ならば自分は格好良くあらねばならないと、剣の稽古にいつも以上の熱を込めているのだ。

「ふぅ……」

　しばらくして、パックスは敵を倒し、動きを止めた。

　そして、ベネディクトの方を見て、いかにも今気づいたかのように目を見開くと、

「む、ベネディクトではないか、いつからそこに……と、ランドルフか」

　同時に、ランドルフにも気づいた。

　まるで、地面の中から出現したスケルトンを見るような目で、パックスはランドルフを見ていた。

　気づかなかったのだろう。ランドルフは音を消して歩くのが癖になっているから。

「んふふ、お疲れ様ですパックス殿下、訓練ですか？　精が出ますねぇ」

　ランドルフはできる限りの笑顔で、パックスを労ねぎらった。王族が剣の稽古に精を出すというのは、剣士であるランドルフからしてみれば実に偉いことであった。

「ん、うむ……」

「どうぞ、お水でございます」

　ランドルフは、こんなこともあろうかと持っていたコップを手に取ると、自前の水筒から水を注いで、パックスへと差し出した。

　パックスは一瞬だけ疑念の表情を浮かべたが、コップを手に取ると一口飲み、眉をピッと上げると、すぐにガブガブと飲みきってしまった。訓練後に飲む、柑かん橘きつ系の果物を絞った冷水。さぞかし美味おいしかろう。なぜか、他の人は飲もうとはしないが。

「時にランドルフよ。どうであった、余の今の剣舞は」

　パックスは汗を拭きながら、そう聞いてきた。

　ランドルフはベネディクトの方をチラと見やり、パックスの質問の意図を理解した。

「素晴らしいものでした！　将来は剣神か北神になれるかもしれませんな」

　完璧な返答だと思った。ランドルフはこう見えても、王族にお世辞を言うのは慣れているのだ。

「そんなわけがなかろうが！」

　しかし、返ってきたパックスの言葉は、ランドルフの予想と違うものだった。

「余とて、今の剣舞が赤子の児戯にすぎんことはわかっているのだ！　余には師匠もおらんし、シーローンにいた頃も、剣術の授業はサボっていたからな！　貴様から聞きたいのは世辞ではない、余のダメなところだ！」

「おや、そうでしたか……」

　ランドルフは少々驚いた。王族にこんなことを言われるのは初めてだったからだ。もっとも、パックスのような苛烈な言葉ではないにしても、返ってくるのは「そのように言うなど、何を企たくらんでいる？」といった懐疑的なものだが。

「……」

　ランドルフはパックスを見る。

　パックスは、少々おかしな体型ではあるが、王族にしては鍛えているし、剣術を真面目に学ぼうという意志を感じられる。

　ベネディクトに良いところを見せたいのだろう。

　見せかけだけでなく、本当に良いところを。

　ならば、ランドルフはそれに応えるまでだ。パックスが自分の料理を食べて、素直な感想をくれるように。

「私は剣舞には詳しくありませんが……そうですね、片足で立ち、片足で剣を振るうのは、見た目以上に難しいものでございます。まずは両の足を地につけ、両の手で剣を握り、どのような構えからでも、上中下のどこにでも打ち込めるように鍛錬するのがよろしいかと思います」

　言いすぎたかなと、ランドルフは思った。

　お前は肩も腕も足腰も未熟だから、基礎をやったほうがいいと言いつつ、剣舞は全否定だ。

「両足を足につけて、上中下か……なるほどな。こんな感じか？」

「前足に重心がかかりすぎています。いつでも体を後ろに戻せるように、さりとていつでも前に踏み込めるように、重心は中心に。剣ももっと体に引き寄せたほうがいいでしょう」

「こうか？」

「そうそう、そんな感じでございます」

「なんだか窮屈だぞ？」

「当然でしょう。前後、あるいは左右に伸び上がるために身を縮めているのですから」

「そういうものか……」

　パックスは納得がいっているのかいないのか、いまいちわからない感じであったが、何度か窮屈な構えから剣を繰り出してみると、やがて「ふぅ」と大きく息をついた。

「ランドルフよ、助言、感謝するぞ」

「いえいえ、お役に立てたなら何よりです」

「もう少し余の役に立て」

「といいますと？」

「運動をして腹が減った。午後の勉学の前に、何か馳ち走そうせよ」

「んふふ、わかりました。ではこちらへどうぞ……」

「うむ。ベネディクト、行くぞ！」

　ランドルフが不気味な微ほほ笑えみをこぼし、パックスを誘っていく。まるで地獄に招待しているようだが、パックスはどこ吹く風でそれに追従する。ただし、後ろからついてくるベネディクトを置いていかないように、ゆっくりと。

　それからしばらくして、パックスの剣の稽古にランドルフがアドバイスをするようになるのだが、それはまた別の話である。
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　その日、俺ことルーデウス・グレイラットはある重大な情報を手に入れた。

　それは本来であれば秘匿されていたはずのものであり、俺が手に入れるべきではなかったものだった。

　手に入れたのは本当に偶然で、ザノバの騎士であるジンジャーが買い物途中に見かけたというのが発端であった。

　その情報を手に入れた時、俺は震えた。

　そんなことがあっていいものかと思いつつ、同時に見てみたいと思った。

　禁忌であると知りながら、好奇心を抑えきれなかったのだ。




　そうして俺は、シャリーアの片隅にある、食堂へとやってきた。

　そこそこ繁盛しているお店で、食堂というよりは喫茶店に近いかもしれない。

　貴族向けの店なのか、客層が若干高貴寄りだ。

　貴族っぽい服に加え、サングラスで顔を隠している俺は、かなり浮いていることだろう。シルフィあたりを連れてくればよかった……今度、デートにでも使うか。

　さて、そのお店、特筆すべき点は、料理を運んでいるのが全て女性であり、少々特殊な衣装に身を包んでいる、というところか。特殊といってもレザーでピッチリとした衣装や、網模様のタイツや、ピョンと飛び出たウサミミが頭についているとか、そういうことではない。

　恐らくかつてどこかの王宮で使われていたであろう、侍女の服……すなわちクラシックなメイド服が制服なのだ。

　そんなお店の定番メニューはアスラ王国から取り寄せているお茶らしいが、それは今回はどうでもいい。

　俺にとっての目玉商品は、テーブルとテーブルの間を危なっかしく動き回る、一人の少女だ。

　母親譲りの金髪を後ろでまとめ、他の店員と変わりない制服を身につけている。

　我が妹、ノルンであった。

　なぜノルンがこんなところでアルバイトをしているのか。

　お小遣いが足りなかったのか？　それとも、学生のうちに社会を学んでおきたかったのか、はたまた、俺の知らないところで借金を背負ってしまい、働かざるを得なくなってしまったのか……。

　それを探るべく、俺はこの喫茶店へと侵入したのだった。

「いらっしゃいませ。こちらのお席にどうぞ」

「おや、見ない顔だね。新人さんかな？」

「友人が病気にかかってしまったので、数日だけ代わりに入っています。至らない点があるかと思いますが、ご容赦ください」

　……俺が独自に手に入れた情報によると、魔法大学における彼女の学友が病気で、急きゅう遽きょヘルプとして入ることになったのだという。

　魔法大学で生徒会長を務め、周囲からの信頼も厚いノルンならではの理由と言えよう。

　よかった、借金とかじゃなくて。

　まぁ、そういうことなら大丈夫か。退散させていただこう。

　ノルンのバイト姿を見ていたい気持ちはあるが、バレたら怒られるだろうしな。

　こういうのはチラッと見て、偶然を装って帰るぐらいがちょうどいいのだ。

　そう思い、立ち上がった瞬間、

「おあ！」

　ガシャンと音を立てて、何かがぶつかってきた。

　腹のあたりに生暖かい感触があった。

　見下ろすと、俺の腹のあたりが、真っ赤に染まっていた。

「な、なんじゃこりゃあ!?」

　と、思わず言ってしまったが、特に血が噴き出しているというわけではなかった。

　立ち上がった際に店員の一人の進路を妨害してしまい、店員は俺とドンッ、持っていた飲み物と料理をトレイごと俺の腹にぶちまけてしまったというわけだ。

「っ！　も、申し訳ございません！」

　しかし、大声を出したのは良くなかった。

　店員は、俺が怒っていると勘違いしたのか、平身低頭で謝罪をしてきたのだ。

「も、もしかして、お客様の服は、とても高価なものなのでは……」

「え？　あー、まぁ、そうかな」

　一応、アスラ王国の貴族の中で恥ずかしくないような服装を、という名目で用意したものだったはずだ。値段で言えば、そこそこするだろう。

　しかしそう言った瞬間、店員の顔が真っ青になった。

「ど、どうか、お、お許しください。弁償しようにも、うちは貧乏で、お貴族様が着るようなものは……」

「い、いや、別にいいよそんな」

「か、体で払います、だからどうか、どうかお許しください！　私には二人の妹がいるんです、その子たちを食べさせていかなければいけなくて、どうか、どうか！」

　話を聞かない子だ……そう思った時だ。

　平謝りする店員さんの後ろに、一つの影が立っていた。

　彼女は店員さんの肩にポンと手を置くと、後ろに下がらせた。

「ケルナさん。このお客様は私が対応しますので、奥に戻って着替えてください」

「あ、ノルンさん、でも」

「任せてください。知っている人ですので」

　そうしてケルナと呼ばれた店員さんは、奥へと戻っていき……俺はノルンと対面することとなった。

「で、兄さん……なんでここにいるんですか？」

　ノルンは、腰に手をあて、冷めた目で俺の方を見ていた。変装は無意味だったらしい。

　いろいろと言い訳を考えてみたのだが、まぁ無理そうだな、これは。

「どうかお許しください。俺には二人の妹がいるんです。どちらも育ち盛りで、食べさせてあげなきゃいけないんです」

「知ってます」

「その片方が家族に何も言わずアルバイトしてると聞いて、心配になったんです」

　そう言うと、ノルンは「はぁ」とため息をついた。

「友達が、代わりに入ってほしいってお願いしてきたから、引き受けただけです。これで満足ですか？」

「うん。それが聞けてお兄ちゃん満足だよ。お仕事の邪魔して悪かったね。じゃあ帰るね」

「別に、ゆっくりしていけばいいじゃないですか」

　その言葉に甘え、俺はその日一日、喫茶店で働くノルンを眺めて過ごした。

　ノルンは勤勉で、そこそこ失敗もしているようだが、以前のように慌てたり焦ったりふてくされたりすることなく、淡々と仕事をこなしていった。

　それを見て、俺はノルンの成長を感じ、ほっこりとした気持ちで帰宅したのだった。
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　それは大きな出張が一つ終わって帰宅した、翌日のことだ。

　その日、俺は家でゆっくり休もうと心に決めていた。

　休みというのは、心と体をしっかり休めてこそのものだ。

　だから俺は普段より少し遅めに起床し、遅めの朝食を嗜たしなんでいた。休むというのは、時間に追われず余裕を持つことだからね。

　さて今日は何をしようか……ルーシーと遊んであげるのもいいが、先ほど赤い髪のママと一緒に外に遊びに行ってしまった。今から追いかけてもいいが、まぁ帰ってきてからでもいいだろうし。となると、午前中は暇だな。

「……！」

　なんて考えていると、二階からドタバタという音がし始めた。

　リビングからヒョイと階段の方を覗のぞくと、ロキシーが上着に袖を通しながら階段を駆け下りてくるところだった。起き抜けなのか髪はボサボサで、三つ編みが片方ほどけかかっている。

「ちっ、遅刻……」

　おお、神よ。お寝坊してしまうとは情けない。

　とりあえず、手に持った食べかけのパンを差し出すと、ロキシーはそれをパン食い競争のように口で受け取り、

「ありがとうございます、ルディ！　行ってきます！」

　そのまま玄関から外へと飛び出していった。

　パンを咥くわえて飛び出すなんて、ちょっと心配だ。

　もし転校生とぶつかってしまったら、人妻と男子高校生の不倫系ラブストーリーが始まってしまうかもしれない。

　今から追いかけたら、転校生役をもぎ取れないだろうか。

　自慢じゃないが、ロキシーをキュンとさせる自信はある。

　「あー、あの時の！」から始まり、「パン食い競走女」呼ばわりし、体育祭で怪我したロキシーを保健室に運んでやり、文化祭で一緒に買い出しに行き、屋上で一緒にキャンプファイアーを見ながら告白する。

　どれもロキシーが好きなシチュエーションのはずだ。

　……いや、魔法大学に体育祭とかないけどな。

「あれ？　ロキシー姉は？　声したけど」

　と、台所の方からアイシャが顔を出した。

「学校行ったよ」

「今日、休みだって聞いてたけど？」

「……あ、ふーん」

　学校が休みでも、何かしら準備とかで行く必要があるのかもしれない。

　……なんて一瞬思ったが、ロキシーのことだから、用事がある時に寝過ごして遅刻はすまい。

　ロキシーはドジなところも多いが、基本的にはちゃんとしているのだから。

「帰ってきたら、ご飯できてるって教えてあげてね」

「ほーい」

　アイシャもそう思ったのだろう。手をヒラヒラとさせながら、台所の方に引っ込んでいった。

　俺は残りの食事を食べ終えた後、お茶を片手に、玄関で待つことにした。

　しばらくすると、玄関がガチャリと開き、一人の少女が入ってきた。

「……」

　ロキシーだ。

　彼女は玄関を抜けると、俺の顔を見てビクリと身を震わせ、キッと睨にらみつけてきた。

「なんですか？」

　おっと、これは茶化したら拗すねてしまうヤツだ。

「おかえりなさいませ、お嬢様。お食事の準備が出来ております。それとも先にお風呂になさいますか？」

　まぁでもせっかくだし茶化してしまおう。拗ねたロキシーも可か愛わいいしね。

　ロキシーの上着を脱がせつつ、手を差し出してエスコートの構えでお出迎えだ。

「……では食事で」

　ロキシーはムスッとした表情をしたものの、特に何も言わず俺の手を取った。ほらね、ロキシーはこういうのが好きなんだよ。




　それからロキシーがもちもちと食事を取るのを、俺はお茶を飲みながらゆっくりと見ていた。

　俺がじっと見ていると、ロキシーはちょっと頬ほおを赤らめ、視線を逸そらした。

　でも、「見ないでくれ」とも「なんですか」とも言わなかった。

　居心地は悪くなく、優雅な朝食という感じだ。

「先生は、今日はお暇なんですか？」

「ええ、学校はお休みです。ルディも今日はお休みですか？」

「はい」

　ロキシーの予定も空か。

　となれば、俺のやるべきことは一つだな。

「では美しいお嬢様、午前中は私めとデートなどなさいませんか？」

「……」

　ロキシーはピタリと止まった。

　台所の方を見て、リビングの方を見て、俺の方を見て、ちょっと視線を外して、髪の毛をクルクルと指で回し始めた。

「わたしとですか？」

　本当に自分でいいの？　とでも言わんばかりの言葉。ロキシーはシルフィに遠慮しているので、彼女の見ていないところで俺と二人きりになるのを避けようとする傾向があった。

　シルフィは気にしていないと思うけど、俺の口からは断定できない。

「ええ、馬に二人乗りをして、町の外を流れる小川のほとりで愛でも語らいましょう」

「……いいですよ」

　ロキシーはそう返事をしてくれたが、ふと自分の雑に編まれた三つ編みが目に入ったようだ。

「あ、でも少し準備させてください」

　俺のためにおめかししてくれるってんなら、いくらでも待つさ。

「もちろんですとも」

　こうして、俺はロキシーとのデートを取りつけたのだった。




　二人で馬に乗った。

　俺が後ろで、ロキシーが前。手綱は俺が握った。

　すぐ目の前にロキシーのつむじがある。周囲を見渡すと、道行く人々の姿も見えた。誰もこちらを気にしていないが、たまにこちらを見て「お？」という顔をする者もいた。ルード傭よう兵へい団だんの人間だ。手を振ると、頭を下げられた。

　なんというか、馬に二人乗りをすると、昔のことを思い出すな。

「師匠」

「ルディ、師匠という呼び方は……いえ、なんですか弟子よ。後ろから胸を触りたいというお願いなら却下ですよ」

　ロキシーは師匠と呼ぶと微妙な顔をするが、乗ってくれた。もちろん胸は触らない。触る機会なんて今後いくらでもあるからね。

「昔のこと憶おぼえてますか？　卒業試験で、聖級魔術を教わった日のこと」

「ええ、あの時は、ルディが馬を怖がって乗ろうとしなくて大変でしたね」

「馬が怖かったわけじゃないですよ」

　ロキシーがちらりと俺の方を見た。

「あれは外に出るのが怖かったんです。師匠に無理やり連れ出してもらえなかったら、一生家に引きこもっていたでしょうね」

「そうだったんですか」

「ええ、ですから、師匠には感謝しています。ありがとうございます」

「いいえ、別にわたしは何も」

　ロキシーは前を向いて、また髪をイジりだしたが、ふと、俺の腕をそっと掴つかみ、俺の胸にもたれかかってきた。

「ルディもわたしを迷宮から出してくれましたからね。おあいこです」

　そう言うロキシーの顔は窺うかがい知れなかったが、きっとちょっと恥ずかしそうな顔で笑ってくれているのだろうと、そう思った。
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　その日、俺はいつも通り出張を終え、魔法都市シャリーアへと戻ってきていた。

　今回の出張は長引くと思ったが、思いのほかあっさりと終了した。

　五日は掛かると思っていたのが、二日で終わったのだ。

　俺は自分のことをさほど優秀だとは思っていないが、それでも今回みたいに手際よくいくと、自分が優秀になったみたいで気分がいい。

　なんて思いつつ家に帰ってくると、リーリャがいつも通り「おかえりなさいませ」と声を掛けてくれた。

「今回は、お早いのですね」

「ええ、我ながら優秀なもので」

　冗談交じりにそう言ったが、リーリャには当然といった顔で頷うなずかれてしまった。

　否定されないのはいかんな。こんなことを続けていると、自分が本当に優秀だと勘違いしてしまう。謙虚にならねば。今回は、たまたま運が良かっただけなんだから。ていうか、五日で終わる予定が二日で終わったってことは、むしろ俺の見通しに甘さがあったってことじゃないか。本当に優秀なら、最初から二日で終わる可能性を……。

　いやまぁ、こんなことを考えてもしょうがないな。とにかく、調子をこいたら次の出張でやらかすのが俺だ。メンタルを保持するために自分を褒めるのは大事だが、ほどほどにしておこう。

「……あれ？　そういえば他の皆は？」

　シルフィやエリスといった面々の姿が見えない。

　ロキシーはこの時間は学校だろうけど。

「えっと」

　珍しくリーリャが言いよどんだ。

「まさか……！」

　途端に嫌な予感が脳裏をよぎり、体に力が入ってしまう。

　だが、リーリャはそんな俺を見て、慌てて否定した。

「いえ、特に悪いことがあったというわけではありませんので。ご安心ください」

「あっはい」

　なんだろう。エリスがついに力の加減を間違えて、リニアとプルセナの背骨をブレイクしてしまったとかだろうか。

　いや、さすがにそれは悪いことに判定される気がする。いくら治癒魔術で治るのだとしても。

「では何が？」

「……ルーデウス様には内密にと言われておりますので」

　そう言われると気になるな。しかし、俺もこの世界に来て二十数年。妻も出来て、ちったぁ乙女心ってものがわかるようになってきた気がするお年頃だ。

　無理に探ったりはしないさ。リーリャがわざわざこう言ってくれているということは、悪いことではなさそうだしな。

　そう思った俺は、一階にある自分の書斎へと移動した。

　今日のところはまず日記でも書いとくか。

「ワンツースリーフォー、ワンツースリーフォー、ハイ！　ハイ！」

　しかし、ふと窓の外から声が聞こえてきた。シルフィの声だ。

　チラリと外を見ると、手をつないで踊る女がいた。

　白い髪と、赤い髪が、掛け声に合わせてフワフワと揺れていた。

　ダンスだ。

　シルフィとエリスがダンスをしているのだ。なんでダンスなんか踊っているんだろうか。ちょっと気になる。

　いや、それにしても絵になる二人だな。

　フィッツ先輩だった頃を彷ほう彿ふつとさせるパンツスタイルなシルフィに、珍しく久しぶりにスカートを翻らせているエリス。

　いつもと逆ながら、双方凛り々りしくカッコイイ。

　そんな二人が手を取り合ってステップを踏んでいる光景には、ずっと見ていたくなる魅力があった。

「……おっといけない。内緒なんだっけか」

　そうだよ。ダメだよ、ルーデウス君、妖精の舞踊を覗のぞき見なんかしちゃあ。

　あ、でも見てよルーデウス君、シルフィが踊っているの、男性パートだよ？　あの凛々しいフィッツ先輩時代に取っていた杵きね柄づかだよ。

　そうだねルーデウス君、背筋を伸ばしてスラッと立つシルフィは美しいね。

　でもほら、ごらんよルーデウス君。相方のエリス。昔踊った時より、なんだかうまくなってないかい？

　エリスは剣の聖地で、相手のリズムに合わせたり、それを利用して間合いを外すってことを覚えたみたいだからね。

　それぐらいできるさ。

　いやいやルーデウス君。教師としてのシルフィが俺より遥はるかに優秀だったのかもしれないよ。

　そうだね。フィッツ先輩は教えるのうまかったものね。

「あ、お兄ちゃんだ。おかえりなさい」

　ふと気づくと、窓の近くにいたアイシャが俺に気づき、手を振っていた。

　いかん、内緒だったはずなのに、見つかってしまった。

「っ！　ルーデウス！」

　釣られるようにエリスも気づき、シルフィからパッと手を離した。

　まるで浮気の現場みたいだ……。でも、シルフィになら取られても仕方ない。俺はシルフィには頭が上がらないからね。

「あ、ルディ。おかえりなさい」

　シルフィも気づいて、こちらにパタパタと近づいてきた。窓を開いてお出迎え。

「ごめん、覗くつもりはなかったんだけど……何やってたの？」

　覗いてしまったものは仕方がないので、開き直って聞いてみる。

「ダンスの練習。最近、ルディもいろんな国の王宮に行ったり、パーティーに出席したりするでしょ？　エリスも護衛として一緒に行ってるけど、ダンスを踊る機会があったらルディが恥をかいちゃうかもしれないからって」

「俺はエリスがダンス踊れないぐらいで恥だとは思わないけどね」

　恥ずかしいと思うより前に、「あなたの奥方は剣ばかりでダンスすら踊れないのですね？」なんて悪口言った奴の頭を心配する。「俺の隣にいるの、世間から狂剣王とか呼ばれてる人だよ？　君が瞬まばたきする間に、頭が大事な体と離ればなれになっちゃうかもしれないんだよ？　大丈夫？」と。

　冗談はさておき、人には得手不得手があるし、エリスは剣術が他より秀でているんだから、ダンスなんか踊れなくてもいいと思うんだよね。

「いざって時に昔みたいに踊って、ルーデウスをびっくりさせようと思ったのよ」

　エリスはそう言って、口を尖とがらせていた。

　まるで昔は上手に踊れました、みたいな言い草だ。かつてのエリスのダンスはプロレスみたいなものだったぞ……。

　ま、シルフィの前でちょっと虚勢を張っているのかもしれない。

「ふふ。だって」

「じゃあ、俺もいざって時に、その踊りについていけるように、練習しとかないとな」

「あ、じゃあお兄ちゃんの練習相手はあたし！」

　アイシャが勢いよく手を挙げ、俺は久しぶりにダンスの練習をすることとなったのだった。




　ちなみに練習の後に、シルフィが俺をこっそりと寝室に連れ込み「ボクとも踊ってくれませんか？」と、ちょっと恥ずかしそうに言ってきたので、二人きりでダンスをしたのだが、それはまた別の話である。
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「そういえば、ルディって、娼しょう館かんに行ったことがあるんだよね？」

　それは静かな昼下がり、リビングでくつろいでいる時のことで、部屋には俺とシルフィとロキシーの三人しかいない時のことだった。

　その言葉を聞いた時、俺は「きっと何か誤解しているに違いない」と思った。

　だってそうだろう？　いきなり妻から、キャバクラ……もとい娼館に行ったかと問われているのだから。

　私の知らないところで、他の女と会っているんでしょ、と。

　つまり浮気を疑われているわけだ。

　もちろん、そんな事実はない。

　しかしながら、此こ度たびのシルフィエットさんの問いかけは巧妙だ。娼館に、《行ったことがあるか》。

　事実として、俺は娼館に行ったことがある。

　足あし繁しげく通い詰めていたわけではないが、ＥＤが発覚した時、ゾルダートに連れられて、いわゆる高級娼館に行った。結局、致すところまでは到達できず、酒に溺れた挙げ句にサラにビンタを食らう結末に終わった、苦い経験である。

　それ以来行ってないが、行ったことは事実なのだ。

　つまり俺はクールな面つらをして、昔一度行ったけど、最近は行ってないと言うべきなのだ。

「あー、うん。昔ね。最近は行ってないよ？」

　いかん、まるで昨日行ってきたかのような言い方になってしまった。

「どういうところだったのですか？」

　と、ロキシーも会話に入ってきた。

「どういうところって……」

　俺が昨日まで行ってたのは、アスラ王国だ。紛争地帯で見つけてきたエリスの両親の骨を、アスラ王国に埋葬しなおし、ギレーヌも誘ってお参りをした。その際に、ボレアスの現当主であるジェイムズに食事に誘われ、その食事の席でジェイムズが「うちの孫娘などどうか」と言い出したが、もちろん手出しなどしてない。隣にエリスがいてひと睨にらみしただけで孫娘ちゃんは哀れにも震え上がって引っ込んだし、なにより今の俺は禁欲のルーデウスなのだからね。

　だからつまり、うん。昨日は娼館には行ってないんだ。

「昔行った娼館のこと？」

「はい」

　俺は、今、何を聞かれているのだろうか。

　いや、もしかすると試されているのかもしれない。俺が今から口にする娼館が、実は近所にある娼館と同じシステムで、同じお嬢様が勤務しておられるのなら、そこからボロがでるだろう、と。

　安心しなさい妻たちよ。私はその試練をたやすく乗り越えてみせよう。

「なぜ、そんなことを？」

　でも怖いから、少し前置きをさせてもらった。

　いや、本当にやましいことはないんだけど、答えようによっては正座するハメになりそうだし。

「はい。実は、わたしの生徒の一人が実家の借金が原因で、退学して娼館に行くことになってしまいまして……不安だと相談を受けたのですが、わたしもあまり詳しくなく、どう答えていいか悩んでいたところでして」

　なるほど。全ては杞き憂ゆうだったらしい。

　それにしても、実家の借金が原因で退学し、そのまま水商売とは、思った以上に重い話だ。

「俺が行ったところは、かなり高級なところだったし。娼館もピンキリだから、あまり参考にはならないと思うけど……」

「教えてください。最後になりますから、せめて少しでも情報を与えてあげたいんです」

　ひとまず俺は、知っている限りのことを教えてあげた。

　高級娼館のシステムに始まり、娼婦しょうふの素養や技術についてまで。

　いや、俺は前世でもそういった店に行ったことがないから、エロゲーなどからの知識でしかないんだけどな。あとはゾルダートとかエリナリーゼの受け売りだ。

　とはいえ大きく間違っているということもないはずだ。ようは男性を喜ばせ、もう一度あの子がいいと思わせれば勝ちということなのだから。

　喜ばせると一言で言っても、単に行為の技術が高ければいいかというと、そうではない。

　むしろそれ以外の部分で、いかに『接客』できるかが鍵なのだ。

　礼儀正しい挨拶に、客を尊重する態度。

　さりげなく手を握ったり、肩を触ったりするなどのボディタッチ。

　娼婦はいかがわしい職業とみなされがちだけど、トップに行けば行くほど、やっていることは健全なお店と変わらなくなっていく。

　大事なのは心遣いとサービス精神。

　ロキシーやシルフィが事あるごとに技術を学んでいるらしい『性のグランドマスター』ことエリナリーゼ・ドラゴンロードを見れば、それは一目瞭然だ。

　彼女は小手先の技術だけでなく、それ以外の部分で男を魅了し、巧みにベッドに連れ込み、後腐れのない一発を提供し、アフターケアも万全だ。

　彼女を娼婦だと言うとクリフあたりが怒髪天だろうが、エリナリーゼの生い立ちを考えれば、どこかの高級娼館でトップに上り詰めた経験ぐらいはあってもおかしくない。

「ふむふむ、となると、詳しいことはエリナリーゼさんに聞くのがいいですかね」

　そういったことをつらつらと話すと、ロキシーは真面目な顔をしてメモをとっていた。

「彼女は俺より詳しそうですからね」

「わかりました。では今度聞いてみます」

　やはりロキシーは勉強熱心だ。もし仮に娼婦になってしまったとしても、その勤勉さでもって、高いレベルになっていくのだろうな。

　体型的にトップには立てないかもしれないが、俺だったら勤勉さに惚ほれ込んで通い詰める。

　そして散々っぱら貢いだ挙げ句、一緒にここを逃げ出そう、と手を取り、冷たいジト目で「いえ、そういうのは結構ですので」とマジ声で言われるんだ。その後、ストーカーと化した俺は、店の奥から出てきた黒服の男に捕まり、事務所まで連れていかれちゃうのである。

「ねぇルディ」

　シルフィも、きっとトップに立てないまでも、一部でコアな人気が出るのは間違いない。

　ぶかぶかに着込んだ無言のフィッツを脱がせると、華きゃ奢しゃなシルフィエットがこんにちは。恥ずかしがり屋の彼女の頭を撫なでると、その耳が恥ずかしげに動いて……。ふふ、俺だったら通い詰めちゃうな。そして入れ込んだ挙げ句に結婚をせがんで、奥から出てきた黒服の男に──。

「随分詳しいけど、本当に最近行ってないの？」

「……」

　その威圧感に、俺は思わず正座へと移行した。

　いや、やましいことなど何もないのだけどね。

「行ってないですよ？」

　その後、本当に行っていないとわかってもらうのに少々の時間を要したのだが、それはまた別の話である。





[image: ]




　スペルド族の主食は、透明狼インビジブル・ウルフである。

　透明狼インビジブル・ウルフは、文字通り体を透明にすることで一方的な狩りをする魔物だ。

　白っぽい毛皮を持った四足の獣。

　その肉はというと、実を言うとかなり柔らかく、豚肉に似た旨うま味みがあった。

　肉食獣というと独特の臭みがある印象があったが、こいつに関してはまた少し別らしい。

　あるいは、味が良いからと乱獲された結果、己の体を透明化させる方向に進化したのかもしれない。

　全ては俺の想像だが。

　さて、新鮮でうまい肉があり、俺の手には鬼族が常飲している『醤油しょうゆ』が入った小瓶が握られている。

　となれば、もはや勝利は確定したものだ。

「おや、ルーデウス殿は料理をなさるのですか？」

　俺が準備をしていると、シャンドルが近づいてきた。興味深そうな表情で俺の手元を覗のぞき込んでくる。

「ええ、素人ながらに自分の食べたいものぐらいは作りたいと思っていましてね」

　そう言いつつ、醤油に酒、すりおろした果物を加えて混ぜていく。本来なら砂糖やみりんが欲しいところだが、手元にはないため諦める。

　そうして作ったタレに、透明狼インビジブル・ウルフの肉塊を一口大に切り分け、漬け込んでいく。

「シャンドルさんも料理をされるのですか？」

「いやー、私は食べる専門ですな。身内には王竜王国の方で店を開いた料理人もいるのですが」

「大都市のお店ですか。いいですね」

「閑古鳥が泣いていたらしく、十数年ほど前に畳んでしまったそうですがね。今は何をやっているのやら」

　都市が大きくなれば、店の種類も増える。

　チェーン店というものが存在しないこの世界では、飲食店はピンキリだ。

　昔、王竜王国で食事を取ったこともあるが、あまり美味おいしくなかったという記憶がある。

「料理の腕は非常に良かったのですけどね」

「大都市ともなると、腕だけで店を維持するのも大変ということですね……」

　競合店が多いなら、宣伝に力を入れなければいけないし、立地なんかも売上に関係してくるのだろう。

　世知辛いことだ。

「よし」

　肉をタレに漬けつつ、串でプスプスと穴を開け、最後に一つずつ串に刺していく。

　さらにそれを、土魔術で作った焚たき火び台の上に並べていく。

　炭なども欲しいところだが、贅ぜい沢たくは言うまい。

　チリチリパチパチという音と、醤油の焦げる香ばしい匂いが、周囲に漂い始めた。

「おお、これは良い匂いですな」

「でしょう？」

　ひっくり返し、ハケでタレを塗り込み、またパチパチといい始めたらひっくり返し、タレを塗り込む。

　そうして何度も繰り返し、タレがなくなったぐらいで、スペルド族が村で栽培している香辛料をパラパラとふりかけ、串を持ち上げ、ガブリと一口。

「あちち」

　舌をやけどしつつも口の中で肉を転がすと、鼻の奥から醤油独特の、あのツンとした香りが抜けていく。

　あぁ……これだよ。これなんだ……。

「うめぇ……」

　即席のタレは、決して満足のいく出来とは言えなかった。醤油特有の、舌にガツンとくるしょっぱさが抜けきれていない。

　が、それでも俺の脳が嬉うれしさのあまり悲鳴を上げる。

　俺は今、二十年以上ぶりに醤油を味わっているんだ。

「ほう、ルーデウス殿。これはなかなか美味しいですな」

　シャンドルが勝手に食べているが、許してやろう。だってこうしてさ、醤油味の料理をさ、食べられたんだから。

「いえ、まだまだ理想には遠いですね」

　ＴＫＧを食う分にはこれだけでもいいが、醤油を利用した料理となると、素人の域を出ない。

　ナナホシあたりに食わせてやるには、もう少し研究が必要だ。

　この戦いが終わったら、鬼族の本拠地を強襲し、豆の栽培方法や醤油の醸造方法を教習してもらい、アイシャに協力してもらって我が家でも栽培。理想を追い求めていく必要があるだろう。

「ルーデウス殿は勉強家ですなぁ」

「自分の食べたいものを食べたいだけですよ」

「なかなかできないものですよ。自分の理想を追い求めるというのはね……」

　シャンドルが達観した中年男性みたいなことを言ってるが、過去になんかあったんだろうか。

「シャンドルさんも、まだそんなことを言う年齢じゃないでしょう？」

「ははは！　その通りですね！　これは失敬。では、ルーデウス殿が理想に近づいてきたと思った時には、またぜひご馳ち走そうしてください」

「ええ、約束しましょう」

　その後、俺は研究を進め、ナナホシにうまい焼きおにぎりを食べさせてやることになるのだが、それはまた別の話である。
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　ノルン・グレイラットに大層な野望はない。

　彼女は一般庶民の女性である。少々兄と妹が優秀すぎるところはあるが、自分にできることを一生懸命にやって生きていき、好きな人と結婚してささやかな幸せを手に入れることができればいいなと思っている、そんなどこにでもいる普通の女の子である。

　その日、ノルンはいつものように、村の倉庫から食材を調達していた。

　現在のスペルド族の村では、食料は共有財産として倉庫に入れられ、そこから必要な分だけ各自家へと持ち帰って調理する形である。

　かつては村の炊事場でまとめて料理を行い、完成品を持ち帰るかその場で食べる形式であったが、感染症の対策から現在の形になっている。

　ノルンはそれに従い、ルイジェルドの家へと食材を持ち帰っているのだが、その日はちょっとばかり量が多かった。つい昨日、ルイジェルドの家に兄ほか、やたらと大食いな魔王とその息子がやってきたせいで、食材がなくなってしまったからだ。

　両手に抱えきれんばかりの荷物を持ったノルンは、腕を休めるためにも、帰り道の途中で一息つこうと考えた。

　見ると、ちょうどいいところに椅子があった。

　なぜこんなところに？　先日まではなかったはず？

　そう思いつつも、しかし「先日までは兄さんたちが戦っていたから、誰かが休むために設置したのだろう」と考え、特に疑問は持たなかった。

　ゆえにノルンは、何気なくその椅子へと座った。

　他意はない。重ねて言うが、もちろん野望なども持ち合わせていない。

「よっこいしょっと……」

　座った瞬間、椅子からやや離れた位置で訓練を行っていた者たちが、ギョッとした表情をする。

　しかし、ノルンがそれに気づくことはなかった。彼女がそこまで周囲の空気に敏感なら、もう少し世渡り上手な生き方をしていただろうし、アイシャからも馬鹿にされることはなかったはずだ。

「やぁ、ノルン。どうしたんだい、こんなところで」

　そんなノルンに声を掛けてきたのは、何を隠そうルーデウスであった。

「あ、兄さん。別に、ちょっと座って休んでいるだけです。荷物が重くて……」

　その言葉に、ルーデウスはにこにこと笑いつつ「そうかそうか」と頷うなずいた。

「じゃあ、俺が持ってあげるよ」

「いいんですか？　助かります」

　ルーデウスは魔導鎧マジックアーマーを着込んでいるお陰で力持ちだった。そうでなくとも、ノルンより腕力がある。ゆえにノルンもあっさりとその申し出を受け入れた。

　かつてのノルンであれば、ムッとした顔をして「結構です」と言ったところだが、魔法大学で生徒会長を務めたお陰か、人に頼ることに慣れてきていた。

　兄が持ってくれるなら休まなくてもいいかと腰を上げかけた時、

「……っと、遅かったか」

　ルーデウスは、そんな言葉を発した。

　何のことかとノルンが彼の視線の先を見ると、

「……ヒッ」

　ノルンの喉の奥からそんな音が漏れ出てきた。

　なぜか、魔大陸でも恐怖の象徴だと噂うわさの魔王アトーフェラトーフェが、肩を怒らせながらズンズンとこちらに歩いてきていたからだ。

「貴様ぁぁぁぁ！」

　彼女にかかれば、ノルンなど小指一本でぺしゃんこだろう。

　ノルンが本能的な恐怖に身をすくませていると、ルーデウスが一歩前へと出てくれた。ノルンを守るように。

「すいませんアトーフェ様。我が妹が、どうしてもと」

　アトーフェはノルンに掴つかみかからんばかりの勢いだったが、その言葉でピタリと止まった。

「どうしても、か」

「はい。憧れなので」

「クク、クク、アーッハッハッハッハッハ！　そうかそうか！　憧れか！」

　いったい何の話をしているのだろう。

　そう思いつつ、ノルンがきょどきょどと周囲を見渡すと、スペルド族の戦士たちが不安そうな顔でノルンの方を見ていた。

　ノルンはそこでようやく悟った。

　何かわからないが、自分はまた何かをやらかしてしまったのだ、と。

「ならば特別に許してやる。オレも小さい頃は父上の玉座を奪おうとして怒られたものだからな！」

「寛大なお言葉、真まことに感謝いたします！」

「ククク、だが仮とはいえ我が玉座だ。そう長く座っていられると思うなよ？」

「もちろん、もう十分に堪能したと思います。なぁノルン？」

　ルーデウスの促し方で、ノルンも悟った。

　これ、魔王アトーフェラトーフェの椅子なんだ、と。

「は、はい。素晴らしかったです。ありがとうございました！」

　ノルンは即座に立ち上がり、アトーフェに対してペコリと一礼。

　椅子の脇に置いてあった荷物を掴むと、そそくさと移動を開始した。

　ルーデウスが護衛するようについてくるのは、きっとまだ危険だからなのだろう。

「ククク、次に玉座を狙う時は正面から来い、相手をしてやろう」

「……はい」

　か細い声で返事しつつ、ノルンは誓った。

　近づかない。二度と。絶対に、と。

「……間一髪だったな」

「うぅ、兄さん、ありがとうございました……」

「俺が先に気づいてよかったよ。縄張りに厳しい熊みたいなタイプだから、椅子とかには気をつけるんだ。いいね？」

「椅子とか、わかるわけないじゃないですか……」

　その言葉に、兄は苦い顔をしつつも「まぁな」と頷いたのだった。
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「何か、何かないかな……」

　ノルン・グレイラットは悩んでいた。

　昨日、兄ルーデウスが、スペルド族の村からの撤収を宣言した。

　特にノルンに対しては、なるべく早く帰るようにとの通告もあった。

　事後処理はまだまだ残っているものの、敵は倒し、危機は去った。現場に必要のない者から徐々に撤収していくのは道理であり、スペルド族の村で看病をしていただけのノルンがその筆頭に挙がるのは当然と言えた。

　ノルンとしてはスペルド族の村から撤収するのは名残惜しいが、自分が責任者の立場なら、ノルン・グレイラットという人物は早めに帰らせるだろう。仕方ないと納得できる。

　しかしながら、ルイジェルドと別れるにあたり、後ろ髪が引かれる思いであるのは確かだ。

　きっと、帰ったらしばらくは会えないだろう。

　ルイジェルドは自分の一族を見つけ定住した。自分は自分で魔法都市シャリーアに戻り、自分の生活に戻っていく。

　会おうと思えばすぐかもしれない。転移魔法陣は本当に一瞬で遠方へと移動できる。

　でも転移魔法陣は禁忌だ。ただ会いたい、などという理由で使わせてはもらえまい。

　もしかすると、死ぬまで二度と会えないかもしれない。

　別れとは、そういうものだとノルンは知っている。

　現に、大好きだった父とは、ミリスで別れた後、二度と会えなかった。

　魔法大学で仲の良かった子の中にも、もう死んでしまい、会えない者もいる。

　だから、会えないのは、仕方ない。

　できればもっと一緒にいたいし、何度でも会いたいが、できない場合もある。

　だからそれは、もう仕方ない。

　ノルンとてそうだ、自分がいつ、不慮の事故で死ぬかわからない。

　不慮の事故にかぎらない。ルーデウスは気をつけているようだが、あれだけ激しい戦いをする人の身内なら、標的にされてもおかしくない。ルーデウスたちが大怪我をするような相手と出会って、無事でいる自信など、ノルンにはない。

　歴戦の勇士であるルイジェルドの方が、ずっと生存率は高いだろう。

　だからせめて、ノルンはルイジェルドに憶おぼえていてもらいたかった。

　自分を憶えていてもらいたかった。

　かつてルイジェルドと別れた時は、彼の人形をもらった。ノルンはそれを見つめたり、会話を思い出したりして、辛つらい毎日を乗り切った。

　ノルンにとってルイジェルドは、それぐらい大きなウェイトを占める人物である。

　そんな人物に、何か自分の証拠となるようなものを、残したいと思ったのだ。

「……うー！」

　しかしながら、ノルンは元々、要領の悪い人間であった。

　魔法大学で様々なことを学んだ結果、事前に計画したり、入念に準備していたり、普段からやっていることなら、人並みかそれ以上にこなせるようになってはきたものの、こうして突然なにかをやらなければならないとなると、まごついてしまう。

「ノルン、まだか？　アイシャが呼んでいるぞ」

　そうしてまごついているうちに、制限時間を過ぎてしまうのだ。

「ルイジェルドさん……」

　ノルンは、自分を呼びに来たルイジェルドに情けない顔を見せた。

　それこそ彼女の妹であるアイシャなら、ごく短い時間でも目的を達成しただろう。なんなら、ノルンが思いつきもしないような方法──例えばルード傭よう兵へい団だんの顧問という立場を利用して、後日にでもプレゼントを届けるとか──を取ったかもしれない。

「何か見つからないのか？」

「いえ……あの……」

　見つからないではなく、思いつかない、が正解だった。

「どうした……？」

　ルイジェルドは優しく聞いてくるが、ノルンはルイジェルドを見上げ、口ごもるばかりだ。

　もしこの場にアイシャがいれば、「もー、早く言って！」と急せかすだろう時間を、ルイジェルドはゆっくりと待ってくれた。

　やがてノルンは、ようやく言葉を見つける。

「あの、ルイジェルドさんに、何か、差し上げたくて」

「俺にか？」

「……はい」

「そうか」

「……」

　沈黙の中で「なぜ？」と聞かれていれば、ノルンは恥ずかしさのあまり、その後の言葉をつなげなかったかもしれない。

　でもルイジェルドは待ってくれた。そのためノルンは次の言葉を絞り出した。

「ルイジェルドさんに、その、忘れてほしくなくて」

　そう言ったノルンに、ルイジェルドは手を伸ばす。

　いつものように頭を撫なでてもらえるのかと期待したノルンだったが、期待とは裏腹に、ルイジェルドの手は肩に置かれた。

　ノルンがルイジェルドを見上げると、彼はいつものように仕方ない奴だと言わんばかりの表情で苦笑していた。

「俺がお前を忘れることはない」

「そ、そうですか？」

「ああ。お前は死んだ妻にどこか似ている。だから忘れまい」

「そう、ですか……」

　ノルンは複雑な気持ちで頷うなずいた。胸の内に起こった感情を説明しろと言われてもできまい。

　それは衝撃であり、寂しさであり、諦めでもあった。

「また会おう」

「はい」

　ルイジェルドの別れの言葉に、ノルンはなんとかそう言うのだった。

　そうして、ノルンはルイジェルドと別れ、魔法都市シャリーアへと帰っていくのだった。




　数ヶ月後に再会できると、知らないままに……。
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　フィットア領。

　そこは転移事件により、全てが失われた場所であった。

　復興のために失われた命も多かった。立ち上がったサウロス・ボレアス・グレイラットは王宮内の陰謀により処刑され、フィットア領を牛耳ろうと復興の支援をしていたダリウス上級大臣は勢力争いに破れ死亡……代替わりした王、アリエル・アネモイ・アスラがフィットア領の復興に力を入れると宣言しなければ、あるいは今ほど復興は進んでいなかったかもしれない。

　そう、フィットア領の復興は、激動の時代の裏で静かに、しかし時々の力ある者の支援を受けて、着実に行われていたのだ。

　そしてその日、そんなフィットア領の中心地、かつて城じょう塞さい都市ロアがあり、現在は『新生ロア』と呼ばれる町に、ある建物が完成した。

　城である。

　いや、そこまで大きくはないか。せいぜいが砦とりで、アスラ王国首都にある貴族街と見くらべれば、館やかたといってもいい大きさの建物だ。

　しかしながら、それは災害前のロアの中心に、なくてはならないものであった。

　その建物は、場所だけは確保されつつも、長く着工されずにいた。

　それは現領主であるジェイムズ・ボレアス・グレイラットがフィットア領に寄りつかず、復興にも不要なものとみなされていたからだ。

　着工された時、人々は復興が順調であると知った。

　完成した時、復興に携わっていた人々は思った。

　とうとう、ここまで復興したのだ、と。

　名だたる大貴族が住まう館が、この土地に戻ってきたのだ、と。

　ゆえに、現フィットア領領主ジェイムズは、その落成式を大々的に行うことにした。

　町をあげての祭りを開催し、完成したばかりの館に多くの貴族たちを呼び、落成式を行いたいとアスラ国王アリエル・アネモイ・アスラに懇願したのだ。

　アリエルは快諾し、その場にいた貴族たち全員に、落成式に参加するように命じた。

　そして、その話はラノアにいるルーデウス・グレイラットにも届いたのであった。
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「というわけで、作戦会議を始めます」

「はい」

「わかったわ！」

　夜、グレイラット家の寝室の一つに、三人の女性がたむろしていた。

　何回目かすでにわからないぐらい定期的に開催されているグレイラット家の女子会である。

　普段は多くの女性が参加するこの会は、今回は三名のみの出席となった。

「今度、新生ロアで開かれるパーティーに参加することになりました」

　議長のシルフィが今回の議題を提示する。疑問を浮かべるのはエリスだ。

「それがどうしたのよ？」

　昨今はこうしたパーティーに参加することにも慣れてきた。

　エリスは「参加するならいつも通りでしょ。何を話すことがあるの？」と言いたいのだ。

　もちろん、シルフィもそれはわかっていた。

「まぁ最後まで聞いて。えっと、今回のパーティーは、フィットア領復興を祝うという名目だけど、実際は復興が順調に進んでいて、ボレアス家が力を取り戻してきているぞ、というのを周囲に知らしめるための場になるみたいです」

「そうなの？」

　エリスは隣に座るロキシーに疑問をぶつける。

「わたしに聞かれてもわかりませんよ……でも、基本的に人族は無意味にパーティーを開いたりしないので、権力を誇示するためとか、関係を示すとか、そういう政治的な駆け引きが含まれることが多いというのは知っています」

「魔族は無意味にパーティーをするの？」

「ええ。特に魔王様方は無意味にパーティーをしますね」

「そっちの方が面白そうね！」

「あれはあれで、準備する方の苦労が絶えないと聞きますけど……でも純粋に楽しむためだけに開催するので、面白いは面白いでしょうね……わたしはど田舎出身の子供だったので、参加したことはありませんが」

「コホン」

　シルフィの咳払いに、二人は居ずまいを正し、説明の続きを促した。

「普段ボクたちはルディの妻として──つまり貴族としてではなく、アリエル様の客人という立場でこうした催しに参加しています。ルディがアリエル様を王位に押し上げた功労者ということは、ほとんどの貴族はわかっているから、たまに陰口を叩たたかれるぐらいで、大した問題も起きませんでした」

　アリエル・アネモイ・アスラが王位を手に入れた経緯は、現在ではかなり脚色されて知れ渡っている。

　特にペルギウスがアスラ王城に出向いた際の大立ち回りは、「アリエルが邪魔な貴族を全員物理的に排除した」なんて噂うわさが立つほど華美に虚飾され、アリエルに敵対的な貴族を震え上がらせた。

　ゆえに、その実行部隊であるルーデウス一家に表立って手や口を出そうという者は、そう多くはなかった。

「でも、今回は違います。というのも、今までアスラ王城に登城できないような田舎の中級貴族も、たくさん参加するからです」

　田舎の中級貴族──つまり、ルーデウスとアリエルとの関係や、王族と日常的にやり取りできる上級貴族たちが何を恐れ、何を禁じているのかを、いまいちわかっていない連中も大勢参加するのである。

「というわけで、何かしら問題が起こる前に、何を言われそうか、どういう態度を取ったらいいのかを、今のうちに予習しておこうと思います。特にエリス！」

「なんで私なのよ」

　エリスは口を尖とがらせる。

　最近はエリスもそうした立ち回りはうまくなっていた……というわけではないが、少なくとも王都で行われるパーティーで、ルーデウスの隣に立つエリスに難癖をつける勇者は、誰一人としていなかった。

「うん。エリスは、ボレアスの血を引いているし、一番厄介な立ち位置にいるんだ。変なのに絡まれる可能性が高いと思う」

「私、もうボレアスじゃないわ」

「そうだね。でも関係ないんだよ。気に入らない相手に難癖つけるのに、そういう細かいことは。わかるでしょ？」

「そうね。それはわかるわ！」

　エリスとて、気に食わない相手に難癖をつけるのに細かいことは気にしない、難癖をつけられる時もまた、細かいことを気にしない。そこを気にすると、一瞬の勝負に負けるからだ。

　納得を得たところで、シルフィはうんと頷うなずく。

「よし、じゃあルディに迷惑かけないように、頑張っていこう」

「わかったわ」

　その言葉に、腕を組んで頷くエリス。

　正直、そこまで大変なパーティーなら、行かないという選択肢もある。ルーデウス一家には、アスラ王国の貴族の義務を果たす必要はないのだから。

　だが、今回行われるパーティーは『フィットア領復興の記念パーティー』だ。

　かつてその地に住んでいた者として、記憶にある風景を懐かしむ者として、エリスもロキシーも、できることなら参加したいと思っていた。ルーデウスやシルフィは言うまでもない。

「大丈夫。これだけ大きなパーティーはそんな無いし、本当に大きな問題に発展さえしなければ、あとはボクやアリエル様の方でなんとかするからね」

　シルフィもそれをわかっているから、こうして作戦会議を開いているのである。

　きっとルーデウスもこう言うだろう。こういうのは、参加することに意義がある、と。

「じゃあまずは……」

　こうして、グレイラット家の寝室の夜が更けていく……。
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　当日。

　新生ロアに建築された真新しい館の広間に、大勢の人間が集まっていた。

　王都からはるばるやってきた上級貴族に、フィットア領に住まう中級貴族、復興を支援してきた隣領の貴族……貴族だけでなく、復興に尽力してきた組織の中心人物や、私財を投げうって復興を助けてきた商人なども、特別にパーティーへの参加を許されていた。

　パーティーは、ジェイムズ・ボレアス・グレイラットの演説から始まった。

　ただ、その演説はやや空虚なものであり、どこか耳ざわりの良い言葉を並べ立てただけのようにも聞こえた。それもそうであろう。かのジェイムズ・ボレアス・グレイラットはフィットア領の復興に関し、あまり尽力していたとは言えない人物だ。

　だが、彼の隣に立つアルフォンスと呼ばれる老人がその演説を聞いて涙するのを見て、フィットア領復興の関係者たちは、ジンと心を温かくした。

　彼こそが、亡きサウロス・ボレアス・グレイラットの遺志を継ぎ、今日までフィットア領復興の陣頭指揮を執り続けてきた人間であるのを、彼らは知っているからだ。一介の使用人にすぎない彼が、大勢に声を掛け、時に励まし、時に力を借り、人と人とをつなぎ、復興に対し消極的な当主と根気よくやり取りを続けてきたのを、知っているからだ。

　そんな彼が使用人としてではなく、功労者の一人として参加し、領主の隣で喜び涙している。

　それを見られただけでも、このパーティーに参加した意味があったと、復興に携わってきた者たちは思ったことだろう。

　演説後もパーティーは滞りなく進んだ。

　ジェイムズに続いてアリエルが話し、ミリス教の宗教的な祝福が行われ、音楽隊の紹介、料理長の紹介へと進み、昨今のアスラ王国でよくある立食形式のパーティーへと移行していく。

　この形式は、アリエルが王になった後に流行はやりだしたもので、特にこうした人数の多いパーティーにおいて、取り入りたい上位貴族へと気軽に声を掛けられるということで、多くの貴族から好評だった。

　ただ、この形式は、多くの問題も抱えていた。

　特に、今回のように参加者の身分の差が大きい場合、本来であれば声を掛けられないような相手にも、声を掛けることができてしまうのだ。




「お前が、元ボレアス・グレイラットのエリスとかいう女か」

　そして、危惧していたことが、今まさに起ころうとしていた。

　立食が開始され、豚の丸焼きに一直線に駆け寄ったエリスに、魔の手が伸びていた。

　いつもなら、エリスの隣に立つルーデウスが、そういった輩やからをブロックしただろう。

　ウチの旦那……いや妻に何か？　君はどこ中？　オレはアリエル様と知り合いなんだけど？

　そう脅して、またたく間に不ふ逞ていの輩を弾はじき飛ばしたことだろう。

　しかし、おお、なんということだ。エリスの面倒を見るはずのルーデウスは、アルフォンスの方へと挨拶に行ってしまっているではないか。

　これでは、エリスは自分でこの輩に対処するしかない。

「……」

　エリスに声を掛けてきたのは、少なくともエリスにとって見覚えのない相手だった。

　エリスの知らぬことであるが、彼はミルボッツ領の片田舎、フィットア領に近い場所に住んでいた中級貴族の次男坊である。

　彼の家は、元々は領地を持たない下級貴族だった。だが、フィットア領消滅の際に、ミルボッツ領まで出稼ぎに来ていたフィットア領の難民を助け、住む場所や仕事を用意した。その功績を認められて、中級貴族に昇格した過去を持つ。

　その後も、フィットア領の復興において細こま々ごまとした仕事をいくつも請け負ったお陰で、ジェイムズやアリエルにも名前を憶おぼえられ、周囲の貴族たちから一目置かれていた。

　だが、その息子はというと、急激に父親が昇進したお陰で急に周囲がペコペコし始めたため、少々勘違いの方を始めてしまっていたのである。

「そうですわ！」

　エリスはそんなことを知らない。

　ただ練習通りにやるだけである。

「グレイラットの淑女とあろうものが、田舎の貴族だかなんだかわからない輩に嫁いだらしいな」

「そうですわ！」

「やれやれ、ボレアスもこうして復興だなんだと言っているが、身内を切り売りして得たものにすぎんということか。ハッ、名家も堕おちたものよなぁ」

「そうですわね！」

　本来ならば、ボレアス・グレイラットほどの大貴族に対してこのような物言い、許されるものではない。

　その場で無礼討ちにされてもおかしくないところである。

　だが、彼の家はフィットア領の復興に関しては、かなり身を切ってボレアスを助けていた。

　まぁ要するに、彼はこう認識していたのだ。

　『ボレアス・グレイラットの人間に対しては、ちょっと行きすぎた言葉を投げつけても、親に小言は言われるが、最終的には許してもらえる』と。

　エリスはそんなことは知らない。

　豚の丸焼きを熱々のうちに食べたいのに邪魔されて、面倒だからぶん殴ろうかと考えている。

　しかしぶん殴るのはダメだと、シルフィからキツく言われている。

　ゆえにエリスは我慢する。

　剣の修行を通じて、忍耐というものを覚えた。

　さりとて、学習能力や記憶力の方はさほど変わりなく、応用力もないため、こういう時にどうすればいいのかは、さっぱり思い出せない。

　このままいけば、パーティー会場に人間一人分の血のシャワーが降り注ぐことだろう。

　エリスは忍耐を覚えたが、同時に脳を介さず最速で反撃する技も学んでいるのだから。

　周囲の貴族たちは、気まずそうな顔で二人を見ている。多くは、次男坊は知っているがエリスを知らぬ中級貴族だ。二人の関係はわからず、どちらを味方していいかわからない。それどころか、首を突っ込んだ結果、自分に災いが降りかかるのを恐れたのだ。

「エリス！」

　そんなエリスに、駆け寄ってくる者がいた。

　エリスはその声に振り返り、その姿を認めると、喜色にあふれた声を上げた。

「ギレーヌ！」

　高い背、褐色の肌、大きな耳、ルーデウスにして鋼はがねのようだと言わしめた筋肉は、相応の歳になってまだなお健在。

　剣王ギレーヌ。

　アスラ七騎士の一人『王の猟犬』。

　アリエル・アネモイ・アスラの護衛にして、アスラ王国で五本の指に入る剣士だ。

　そんなギレーヌは、エリスの隣まで来ると、彼女に絡んでいた貴族を苦笑しつつ見下ろした。

「おまえに絡むとは、ずいぶんと勇敢な男がいたものだ」

「本当ですね」

　それに同意したのは、ギレーヌの陰に隠れていた女性だ。

「私だったら、たとえ陛下に命じられたとしても、そんなこと言いたくないと泣いて懇願します。喧けん嘩かを売るには、高くつきすぎる相手ですから」

　水帝イゾルテ・クルーエル。

　アスラ七騎士の一人『王の大盾』。

　こちらもまた、アスラ王国で五本の指に入る剣士と言えるだろう。

「な、なんだお前たちは」

　そんな二人を前に、貴族はたじろいで、一歩後ろへと下がった。

「こちらの女性の知り合いですけど……？　ご存知ありませんか？」

「知るわけがないだろう！」

「このアスラ王国においてよく知らない相手に喧嘩を売るなんて……はぁ、ギレーヌ、エリスさん、この方の勇敢さに免じて、ここから放り出すだけで勘弁してあげるというのはいかがでしょうか？」

「放り出すだと!?　この私を誰だと思っているんだ！　フィットア領の復興は、我がテイルモンド家がなくば……」

「あなたこそ、この女性を誰だと思っているのですか？」

　真顔のイゾルテに、貴族はさらにたじろいだ。

「いや、そいつは、落ち目のボレアスの、それも、幼少期は問題ありとされていた女で……」

「全然違います」

　イゾルテに即答されたが、そんなはずはない。詳しい経緯は知らないが、他国の貴族でもなんでもない魔術師に嫁がされた、貴族によくいる味噌っかすのはずだ。

「ならばいったい誰だというのだ……」

　混乱する貴族に、イゾルテは軽く微ほほ笑えんだ。

「それはご自分で調べてきてください。自慢のお家が取り潰つぶされる前に」

　イゾルテがにこりと微笑むと、貴族の体が浮いた。

　ギレーヌが首根っこを掴つかみ、貴族を持ち上げていたのだ。

「お、おい、なにをする、やめろ、放せ！」

　ギレーヌは無言のまま貴族を振りかぶり、ブンと腕を振って、放してやった。

「うおおおあああああぁぁぁ…………げぎゃ！」

　貴族は悲痛な叫びを上げながら開け放たれた窓の外へと消えていき、植え込みに突き刺さる音と共に、カエルのような声を上げた。

　エリスはそれを見届けると、二人へと向き直った。

「二人とも、久しぶりね！　助かったわ！」

「ああ、久しぶりだなエリス！　いつ殴るのかとヒヤヒヤしていたぞ」

「シルフィにも言われているもの、こんなところで殴ったりしないわ！」

「それは、言われてなかったら殴っていたということでしょうか……？」

「当然よ。そんなことより、早く食べましょ、冷めちゃうわ！」

「ふふ、そうですね。さっきからギレーヌがお腹を鳴らしていてうるさくて」

「うるさかったか？　すまなかったな」

　三人は、楽しそうに笑いつつ、豚の丸焼きへと手を伸ばしていく。

　ギレーヌとイゾルテ、二人に挟まれたエリスに対し、変な声を掛けようとする者は、皆無である。

　いや、正確に言えば、一人いた。

　遠巻きに見る人々の中で、叫びを聞きつけてやってきた二人の男。

　老人とも言える年齢の男と、青年だ。

　老人はエリスを見て、やや難しい表情を浮かべていた。

　だが、もう一人の青年に一言諭されると、ゆっくりとエリスの方へと進み出た。

「エリスお嬢様」

　その老人、アルフォンスは、エリスのすぐそばまで来ると、スッと頭を下げた。

「ご立派になられましたね。ご健勝なようで、なによりです」

「アルフォンス……」

　エリスは居ずまいを正した。

　エリスはこのパーティーに、アルフォンスが来ることを知らなかった。

　だが、もし会ったなら、言うべきことがあると思っていた。

　ただ、ボレアスの名を捨てた身で、フィットア領復興という役目から逃げた身で、言える立場ではないと知ってもいた。無論、残ったところで、どこかの貴族に売られるぐらいしかできなかっただろうが……それでも、それも貴族の役割だと、今ではなんとなくわかるから、とにかく言える立場ではないと知っていた。

　しかしながら、自分以外、言うべき人間がいないこともまた、事実であった。

　だから彼女は言った。

　己の祖父か、あるいは父に代わって。このフィットア領で暮らしてきたボレアス・グレイラットの最後の生き残りとして。

「お祖父じい様の遺志を継いで、よくここまで復興したわね！　ご苦労さま！」

　アルフォンスは、しばらく、呆ぼう然ぜんとした顔でエリスを見ていた。

「……ありがとうございます」

　しかし、やがて彼の目から、涙がこぼれ落ちた。

　サウロスに忠誠を誓い、フィリップに仕え、ボレアスとフィットア領のために身を粉にして働いてきた。

　フィットア領が消滅し、サウロスとフィリップは死に、エリスも去った。

　何のために自分はフィットア領の復興に尽力していたのか、わからぬ日もあった。

　自問自答で眠れぬ夜もあった。

　その答えが出たわけではない。サウロスとフィリップの遺志を継がなかったエリスに、思うところがないわけでもなかった。

　この館が完成した時も、どこか空虚な気持ちが残っていた。

「本当に、ご立派になられましたね……旦那様も、さぞお喜びでしょう」

　しかし、エリスにそう言われただけで、彼は満たされた気持ちになった。

　言葉にできない思いで、胸がいっぱいになった。

　この言葉のために自分はフィットア領復興を行ってきたのだと、そう思えるほどに。

　そう、アルフォンスはこの日、確かに報われたのだった。
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　エリスの騒動を横目で見ていたロキシーは、ホッと息をついた。

　シルフィが事前にあれこれと言うので心配していたが、なんということはない。エリスとてアスラ王国に知り合いも多い。助けてくれる者が大勢いるのだ。

　いざという時は助け舟を出すか、と身構えていた己が恥ずかしくなる。

　何はともあれ、一難は去った。

　あとは予定通り、料理が運ばれてきた時から目をつけていた、ミグルド族の成人男性ぐらいはある巨大なケーキを頂くだけである。

　挨拶回りとかそういうのは、ルーデウスとシルフィに任せておけばいいのだ。

　いや、むしろ、自分はそうしたものに参加しないほうがいいとさえ思っていた。

　ロキシーは己の容姿についてしっかりと理解している。挨拶回りについていけば微妙な視線を送られ、場合によっては舐なめられてしまうだろう。

　しかしロキシーは失念していた。

「おや、こんなところに魔族の子供がいるとは……どこから紛れ込んだのやら……」

　一人でいる時の方が、むしろ目をつけられやすいということに。

（やれやれ、ケーキは少しお預けですかね）

　とはいえロキシーは慌てない。こうしたことは慣れっこだ。どこに行っても、魔族を差別したがる輩は寄ってくるものだ。

「……お初にお目にかかります。ロキシー・Ｍ・グレイラットと申します」

　ロキシーはエリスと違う。己の学習成果をきちんと出せるタイプだ。

　アスラ王国のマナーに則った一礼に加え、グレイラットの名前を出すことで牽制を行う。

　良識あるアスラ貴族なら、グレイラットと言えばたじろぐし、魔族でグレイラットの名となれば、相手の正体がわからずとも、触らぬ神に祟たたりなしと、それ以上の追及はしないものだ。

「ほう、グレイラット？」

「ラノアに住まうルーデウス・グレイラットの妻です」

　わからないのであれば、自分はルーデウスの身内だぞとハッキリ宣言する。

　ルーデウスといえばアリエルと懇意にしているぞ。わかってんだろうな、と。

　これだけ伝えてなおも魔族だなんだと嘲あざけるなら、周囲にいる顔見知りのところに連れていけばいい。

　幸い、周囲には見知った顔がいくつもある。

「ほう。となれば、貴殿が水王級魔術師にして稀き代たいの冒険者、ロキシー・ミグルディアであると？」

「……えぇ、まぁ」

　とはいえ、何事も想定通りにいくとは限らないものだ。

「ロキシーとなれば、無詠唱や詠唱短縮の学習法を論文にまとめた。そうだな？」

「出しましたが、それが何か？」

　ロキシーは想定外の質問に、ややたじろぎつつ、相手を見上げる。

　頬ほお骨ぼねの出っ張った、神経質そうな男性である。その瞳の奥にあるのは侮ぶ蔑べつや差別というより、もっと別の何かに思えた。ゆえに、即座に顔見知りに助けを求めるのは躊躇ためらわれた。

「貴殿は本当に、無詠唱は幼少期から訓練を繰り返せば、誰もが使えると、そう思っているのか？」

「誰でもとは言いませんが、多くの人間は使えるようになるはずです」

　否定的な物言いに、ロキシーはややムッとしながらも、努めて冷静に言い返す。

　否定的な言葉に対して真っ当に返してしまったのは、彼女の悪い癖ではあるが、相手をしようと思ったのは、やはりこの男の瞳に、侮蔑や差別が浮かんでいなかったからであろう。

「では、論文に詠唱短縮などという、無詠唱の劣化技術を加えたのはなぜだ？　貴殿自身、無詠唱が扱えず、己の優位性を保とうとしたかったからではないか？」

「違います。無詠唱は慣れなければ手や足、杖つえなどから出せません。それらを失った時や、精神状態が著しく不安定な時には発動に失敗する可能性があります。ですが、詠唱は半自動化されているので、そうした状況でも発動可能です。となれば、両方習得するのが合理的だからです」

　ロキシーがそう言うと、貴族は目をパチパチと瞬しばたたかせ、大きく息を吸い、吐いた。

　そして、膝をつき、視線を合わせると、手をロキシーの方へと差し出してきた。

「アスラ魔法学院学長、プラティオ・ネイビードッグだ。かの高名な大魔術師にお目通り叶かない、恐悦至極に存じます。知らぬこととはいえ、先の無礼な発言をお許しください。なにぶん、ロキシー殿のご容姿については不明な点も多く、我こそはと騙かたる者も少なくありませんゆえ」

「あ、いえ、昔の師匠とのやり取りを思い出すようで悪くはありませんでした……」

　男の唐突な変貌に、ロキシーもまた居ずまいを正した。

　試されていたのか、ちゃんと返せてよかったと、内心でホッとしつつ。

「お師匠とおっしゃると、ラノア魔法大学教頭のジーナス殿ですか。一度お会いしましたが、随分と腰の低い方でしたな。やはり弟子とこうした議論を交わす時は、自分の言葉をもってお話しになるのですね」

「いいえ、師匠も昔は尖っていたのだと思います。わたしもでしたが……己の失敗を反省した結果、頭だけ高く持ち上げていても無駄だと気づいたのでしょう」

　ロキシーは差し出された手を握り返した。人族に伝わる挨拶、握手である。

　しかしながら、プラティオと名乗る男は、それを見て怪け訝げんな顔をした。数秒ほど固まった彼は、「そうか」と一言呟いて、握ってきた手を握り返した。

「何か？」

「いいえ、見た目が淑女なので手の甲に……と思いましたが、人様の妻であったことを思い出しまして」

「ああ……確かに、そんなことをしたら夫が怒ってしまうかもしれません」

「それは恐ろしい。それにしても、こんなところですが会えてよかった。ロキシー殿のことはルーデウス殿より聞き及んでおります。前々から話をしたいと思っておりまして」

「わたしとですか？」

「ええ、即物的で申し訳ないとは思うのですが、お恥ずかしながら王級の水魔術に興味がありまして、できればその、後学のためにも、いえ、不躾ぶしつけなお願いだというのは重々承知しているのですが、私も分家とはいえブルーウルフ家に連なる者、相応の謝礼を用意できると思いますし……」

「見せてほしいということですか？」

「それは──」

　プラティオはロキシーの背後を見て、言葉を飲み込んだ。

　ロキシーも振り返る。

　すると、そこには気持ち悪いぐらいの作り笑いを浮かべたルーデウスが立っていた。

「……ルディ？」

「なんですか、ロキシー先生」

「どうしたんですか？　凄すごい顔になっていますよ……？」

「凄い、ですか？」

　ルーデウスは己の顔をペタペタと触り、異様に上がっていた口角を、指でキュッと下ろした。

「いえなに、我が愛いとしい妻にして、人生の先達たる先生に、まさか不ふ逞ていの輩が付きまとっているのかと思って近づいたら、ちゃんと『理解わかっている』方だったので、つい、ね」

「ルディ、また気持ち悪くなっていますよ」

「俺が気持ち悪いのはいつものことじゃないですか」

「開き直らないでください」

「失礼。こほん」

　ルーデウスは咳せき払ばらいを一つ。

「どうだろうロキシー。プラティオ氏もこう言ってらっしゃることですし、王級魔術を披露して差し上げては」

　それを聞き、プラティオがパッと顔を上げる。

「よろしいのですか!?　ぜひ、ぜひお願いします！　アスラ王国は前陛下の御代はあまり魔術には力を入れていなかったこともあり、王級魔術を扱える者はもちろん、見たことがある者すら一人もいないのです。いえ、王級でなくともいい、ロキシー殿の魔術操作の美しさは、ラノア魔法大学の教師陣の中においても群を抜いていると聞き及んでおります！　その繊細なる魔術操作を、ぜひとも見せてはいただけないでしょうか！」

「……誰ですか、そんなことを言い出したのは。想像はつきますけど」

　弟子にでもなりそうな勢いのプラティオに、ルーデウスはにこやかな笑みを浮かべている。

　ロキシーの過剰な評判が出回る時は、大体コイツのせいである。

「まぁ、そこまで言うなら、いいですけど」

　とはいえ、褒められて満更でもないのがロキシーという女であった。

　ルーデウスが陽炎かげろうのように消え、ちょっとして杖を持って現れる。

　ロキシーはそれを受け取り、バルコニーの方へと向かう。

　そして窓の外へと杖を構え、はたと止まった。

「いや、今やるんですか？」

「ロキシー先生の真の実力を世に知らしめるのに、時と場合が必要ですか？」

「当たり前です」

「とはいえ、先生もお忙しい身の上ですし、プラティオ氏もなかなかラノアまでお出いでくださるのは大変でしょうから」

「私がアスラまで行けばいいじゃないですか」

「王級魔術を見せてもらうのに、わざわざ先生を呼びつけるなんて、俺が許しません」

「私は別に、ルディの用事のついでについていくとかでもいいんですが……まぁ、いいでしょう。しかし、どこに向かって撃ちましょうか。せっかく復興してきたのに、洪水で流れてしまっては申し訳ありませんし……」

　デートの可能性が一つ失われてしまったルーデウスは一瞬だけ悲しい顔をしたが、しかし気を取り直し、遠方にある森を指さした。

「あのあたりならいいんじゃないですか？　開拓する予定の森ですが、きこりギルドとの交渉が難航していて、しばらく手出しできないらしいです。先生の魔術で消し飛ばしてしまっても何も言われないと思いますよ」

「ルディじゃないんですから、そこまでの威力はないですよ……」

「またまたぁ」

　そんなやり取りをしつつ、ロキシーは杖を構える。

　それを、周囲の貴族たちが何事かという目で見ていたが、ルーデウスがあまりにも平然としていたため、ロキシーは気づかない。

　詠唱が始まる。

「雄大なる水の精霊にして、天に上がりし雷帝の王子よ！　雄大なる光の精霊にして、天を支配せし雷帝よ！　我が願いを叶え、神なる金かな槌づちを金床に打ち付け、大地を水で埋め尽くせ！」

　わかる者はわかる。

　わからぬ者にはわからない。

　ロキシーは水王級魔術の詠唱を当然のように短縮した。

「傲慢なりし帝みかどの御敵を見よ！　神なる剣にて、かの者を一撃にて打倒せん！　光り輝く力にて帝の威を知らしめん！」

　本来の詠唱よりもかなり短縮されたその祝詞は、ただ短縮されただけでなく、最適化もされていた。

　それはロキシーが今日に至るまで、研鑽と研究を続けていたからに違いない。

　だからルーデウスもそれを見て、祈るように手を組んで目をキラキラさせているのだ。

　ロキシーの詠唱短縮は、ルーデウスの無詠唱より効率よく魔術を発動できる。

　それは魔力量の多いルーデウスにとっては何の益もないが、多くの魔術師にとっては、地味だが有用な技術であった。

　その分、魔力操作の難易度が上がるが、訓練を続けてきたロキシーは、難なくそれをこなした。

「『雷光ライトニング』！」

　ロキシーが杖を振り下ろすと同時に、稲妻が走った。

　真っ暗な空から、一筋の太い雷がパッと光り、着弾地点にて小さな爆発が起こる。

　一瞬遅れて、雷特有の轟ごう音おんがパーティー会場に鳴り響いた。

　突然の轟音に貴族たちはビクリと身をすくませ、会場は静寂に包まれる。

「……」

　困惑の表情でどよめき始めようとする会場を、一つの音が支配した。

　拍手である。

「ブラボー！」

　ルーデウスがお目々をグルグルさせながら、拍手していたのだ。

　それに続いたのがプラティオだった。彼もまた拍手をしながら、ロキシーを褒め称たたえ始める。

「なんという素晴らしい魔術なのだ……詠唱が短縮されていたということはわかるが、それ以上に、魔力操作に無駄がなさすぎる。全ての魔術師に参考にさせたいぐらいだ！」

　貴族たちはイマイチ何が起こったのかわかっていないが、プラティオの存在は知っている。歴史あるアスラ魔法学院の学長であり、アスラ王国でも有数の魔術師だ。彼がそこまで言うのだから、何か凄いことが起こったのだろう。

　そう思った者たちの中で拍手が起こり始める。

　それに呼応するかのように、それ以外の者も拍手を始めた。

　アスラ王国貴族は、空気の流れに敏感だ。拍手一つしなかったせいで、叛ほん意いありと見られる可能性があるなら、意味がわからずとも拍手しておくものなのだ。

　ロキシーはそんなことは知らず、万雷の拍手を受け止め、やや恥ずかしそうにしていた。

　だが、薄い胸をやや張り、自信ありげな顔もしていた。

「ま、まぁ、ざっとこんなもんです」

「感服致しました。ルーデウス殿が褒めちぎりはしますが、少々過剰に聞こえていましたので、そうは言ってもそこまでではないだろうと、そう思っていた想像の遥はるか上をいかれました」

　ルーデウスが「当たり前だ。俺の言葉では足りん。そもそも魔術の実力だけではなく人間性からして素晴らしいからして──」などとうるさく言い始めたが、ロキシーは意図的にそれを無視した。おかしくなっている時のルーデウスは無視するに限る。

「いったい、どうやって今のようになれたのですか？」

「順当に訓練すれば誰でもわたしのように……とまでは言いませんが、今の自分をよりよくしようと、そう思い続けた結果です」

「なるほど。私も生徒にはそう教えるとしましょう」

「恐縮です……あ、でも、ちゃんと褒めてあげてくださいね。わたしたちから見ればできて当然なことであっても、生徒にとっては着実な一歩かもしれませんから」

　ロキシーはそう言って、少し寂しげな目をした。

　それはかつて、失ってしまった生徒のことを思い出してのことだろう。それを知るルーデウスが、珍しく言葉を控えて神妙にするぐらいには、その事件はロキシーの心に大きな傷を残していた。

「肝に銘じておきましょう」

　それを悟ったプラティオは、静かに頷くのだった。
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　エリスやロキシーのやり取りを、シルフィはアリエルの隣で眺めていた。

　事前にあれこれと教え込んでしまったが、不要だった。エリスもロキシーも、アスラ貴族など相手にならない人物だった。フィットア領の復興記念ということで、少し神経質になりすぎてしまったかもしれない、そう思いながら。

「ご機嫌ですねシルフィ」

　そんなシルフィに、アリエルが笑いかけた。

「わかりますか？」

「ええ、何か嬉うれしいことでも？」

「そうですね……今日はフィットア領の復興記念で、自分の故郷が、元通りじゃないけど、少しずつ戻ってきているのが実感できて、それだけでも嬉しかったんですけど」

「けど？」

「ボクも、ルディも、エリスも、ロキシーも、ここに住んでいたことがあって、でも前と同じじゃなくて、きっと当時よりずっと成長して戻ってこれたんだろうなっていうのが、なんだか嬉しくて」

　その言葉にアリエルは思い出す。

　フィットア領消滅事件の直後の、いつも何かに怯おびえているような、弱々しかったシルフィを。

　アスラ王宮に来て、フィッツとして過ごすことで、少しずつ彼女は強くなっていった。

　となれば、フィットア領で暮らしていた頃は、最初に出会った時より、もっともっと弱く儚はかない存在だったのではないだろうか。

　そしてきっとそれは、シルフィに限らない。

　ルーデウスも違えば、ロキシーもエリスも違う。その違いを実感できて、シルフィは嬉しいのだ。

「ブエナ村にいた頃のシルフィは、どんな子供でしたか？」

「そうですね……髪が、緑でした」

「あなたの息子の、ジークのような？」

「はい。でもアリエル様に嫌われると思って、言い出せなくて」

「そうですね。きっと当時の私なら、緑色の髪を見た途端、怖くて叫びだしてしまったでしょうね」

「ふふ、じゃあ黙っててよかったです」

　二人はそう言って笑った。

「……本当に、来てよかった」

　フィットア領復興記念パーティー。

　それは大部分の貴族にとって、あってもなくても問題ないようなパーティーだった。

　当事者にとっても、復興に尽力してきた者にとっても、フィットア領にかつて住んでいた者にとっても、決して必要だったとは言えないだろう。

　だが、人には人生を振り返る瞬間が必要だ。

　来た道を振り返り、己が今どこにいるのかを確認する機会が必要だ。

　自分にとっては、このパーティーがその機会になった。

　シルフィはそう思いつつ、会場に見える見知った顔を眺めるのだった。
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　後日、ロキシーの放った魔術で火事が起こり、森が一つ消滅したということが判明する。

　しかもそれに尾ひれがつき、「ルーデウスが妻を笑われたのに怒って森を一つ消滅させた」という噂うわさになったと聞き、グレイラット家が笑いに包まれるのだが、それはまた別の話。
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『無職転生』の原作者である理不尽な孫の手先生と、イラストレーターのシロタカ先生にインタビュー。連載当時の思い出から、物語＆キャラクターの制作秘話まで、『無職転生』をより深く知ることができる大ボリュームでお届け。
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──小説を書き始めたきっかけをお聞かせください。

　小説そのものに興味を持ったのは、小学生くらいのときにスタジオジブリの『耳をすませば』を見たのがきっかけです。しかも、丁度学校で「小説を書いてみよう」みたいな授業がありまして、それが初めて書いた小説ですね。中学校に上がってからはパソコン部に入っていたんですが、あまりやることもなかったのでテキストエディターで簡単な物語を書いていました。そこからしばらく空いて、本格的に書き始めたのは大学を卒業したぐらいの時期ですね。当初は出版社の賞にいくつか応募していたのですが、そううまくはいかず、プロになることは諦めていました。




──「小説家になろう」で投稿を始めたきっかけを教えてください。

　書店で金斬児狐さんの『Re:Monster』が並んでいるのを見つけて、面白いなと思って読んでいたら「小説家になろうで投稿された作品です」と書いてあって、そこで初めて「小説家になろう」を知りました。それで、連載されていたいろんな作品を読んでいくうちに「ここなら自分の作品を投稿してもバカにされないんじゃないか」と、割と後ろ向きな気持ちから始めようと思いましたね。




──『無職転生』の設定はどのように考えられましたか。

　当時からいわゆる転生ものや転移ものは流行はやっていて「転生するんだったら幼少期はしっかり書いた方がいいなあ」とか「転生前の設定をいかそうかな？」といった「自分だったらこうする」というアプローチで考えていきました。




──ルーデウスというキャラクターはどのようにして誕生したのでしょうか。

　『無職転生』の設定を考えていた当初は、まだ主人公の名前は決めておらず「34歳、無職中年」という設定しかない、中身のないキャラクターでした。それで、いざ名前を付けようとなった段階で、過去に書こうとしていた作品から名前を持ってきたんです。その書こうとしていた作品というのは、じつはナナホシを主人公にした転移もので、ルーデウス・グレイラットはナナホシが転移した先にいる現地人で、現地の視点でナナホシを見るという語り部的なポジションの、良くも悪くも中身のないキャラクターでした。そうして、ルーデウスを主人公としての物語を書き始めていくうちに、ようやく前世の男という設定が活きてきて「生まれ変わった世界で努力して、前世の後悔を解消していく」という形になっていきました。ちなみにザノバやクリフ、バーディガーディなんかも、昔考えた設定から名前を持ってきていますね。




──「小説家になろう」に限らずＷｅｂ小説は毎日更新や週一更新が多く、『無職転生』もほぼ毎日更新されていましたが、大変ではなかったですか？

　大変は大変でしたけど、それ以上に楽しかったですね。書くのはもちろん、投稿してすぐに読者から感想をもらえて、それに返事して「じゃあ次の展開はどうしようかな」って考えるというのがサイクルとしてできていたので、それが辛つらいとかはなかったです。また、毎日新しい話を書いていたかというとそれも少し違っていて、あらかじめ１章分書き溜めてからそれを分割で投稿して、その日の読者の反応を見ながら、翌日投稿する分を微調整していくというスタイルでした。




──連載時はどのようなルーティーンで執筆されていましたか。

　朝起きたら前日いただいた感想にコメントを返しつつ、昼になったらその日に投稿する文章の読み直しや微調整を行って、そうするとだいたい午後４時くらいを回るので、投稿時間に設定している午後７時まで次の章を書き溜めていく、みたいな感じでした。投稿が済んだらしばらく感想欄は見たくないので（笑）、２時間くらい遊びに出かけて、帰ってきたら感想返しをするというのが、だいたいのサイクルでしたね。１日に書く文量としても「１日３０００字以上は書く」みたいな、ある程度のルールを課していたので、今思うとすごい意識の高いことしていたなあと。




──１章の投稿から完結するまで２年半という、かなりのハイペースで更新されていました。

　途中、書いていて苦しい瞬間っていうのもありましたけど、そこは筆を止めずに最後まで走り切りました。というのも、同じ作品を書き続けていると、ちょっと箸はし休やすめというか、新しいアイデアが浮かんで他の作品を書きたくなってしまうんですよね。ただ、そこで新しい作品をスタートしてしまうと、古い方の作品、この場合は『無職転生』が止まってしまうので、それだけはやらないようにしようとぐっとこらえて、それでも書きたくなったら、１日２日で終わる程度の短いものにするといった感じで、続けていきました。




──当時の思い出をお聞かせください。

　じつは、『無職転生』を書き始めたころはまだ「前世の後悔を解消していく」という流れが固まっていなかったので、いわゆるなろう系で多く見られる「転生して得たチート能力でウハウハしていく」みたいな話を書こうとしていました。ですが第四話でのロキシーの登場から、第六話で彼女がルーデウスを家の外に連れ出すという話を投稿したときの反響がものすごくて、当時の日間ランキング１位になるくらいでした。それを受けて、今の方向性で行こうと舵を切ったんです。もし、あそこでロキシーが物語にいなかったら、『無職転生』は「ルーデウスがチート能力で無双する物語」になっていて、今のルーデウスのキャラクター性も生まれていなかったかもしれません。




──『無職転生』の物語はルーデウスが亡くなるところで幕を下ろしますが、これは当初から考えられていたのでしょうか？

　終わり方に関しては色々悩みましたけど、基本的にルーデウスが亡くなるところで終わろうとは思っていました。それと同時に、前世が34歳で死んでいるので「ルーデウスが34歳になるまで書こう」とも考えていましたね。ただ、それだと34歳で老衰はさすがにないよなと思い、最終的に「34歳のときに偶然腕輪が外れて、ヒトガミに未来を見せられる」という形で終わりにしようとなりました。また、ルーデウスの物語は、戦いに勝って終わりじゃダメだと思っていたんです。そもそものプロローグとして、家から追い出されて死んだ無職の話なので、誰かを叩たたきのめして終わりにはしたくありませんでした。なので、最後の敵としてもギースというあまり戦いに向いていないキャラクターにして、それまでルーデウスが大事にしてきた「人と人とのつながり」が導いた結果の勝利だよね、という流れに持っていきました。




──ルーデウスの次の戦いを書こうとはならなかったんですね。

　仮に続けた場合でも「ヒトガミが新たな使徒を呼んできて～」といった話になっていくと思います。それだと、書いている側としても内容的に繰り返しになって辛いですし、読者としてもマンネリ化していってしまうので、続きを書こうとは思いませんでした。『無職転生』としては今の終わり方で満足しています。




──『無職転生』の主人公はルーデウスですが、物語の舞台である六面世界や、その先に戦いが控えているヒトガミが関わる物語として見ると、ルーデウスが脇役のような立ち位置にも見えます。

　そうですね。どこでこの方向性にすると決めたのかまでは覚えていませんが、ルーデウスというキャラクター自体は、この世界の80年後[image: ]年後に「ルーデウスっていうすごい大魔術師がいたんだよ」って、後世に残るようなキャラクターにしようと思いました。ちなみに、昔出版社の賞に応募するために六面世界の物語を書いたことがあって、そこにもルーデウスの名前が出てくるんですよ。しかも水洗トイレの裏側に。それを、この世界に転移してきたキャラクターが見つけて「このルーデウス・グレイラットって誰だ？」ってなる。そんな話でした。さすがに今読むとかなり稚拙な内容なので恥ずかしいですが、いずれまた、機会があれば書いてみたいですね。




──本作は２０１２年の11月に連載がスタートして、２０１４年１月に書籍版の第１巻が発売となりました。書籍化が決まったときの印象をお聞かせください。

　当時のランキングに入っていた作品がどんどん書籍化していった時期で、『無職転生』もいい具合にランキングにのっていたので「とうとう来たか」といった感じでした。




──書籍化にあたって、どういったところが大変でしたか。

　自分自身、書籍化は初めての経験だったので、書籍用に改稿するにしても、何をどうすれば良くなるのかがわからず、手探りで作業しながら、Ｗｅｂ版の更新速度を落とさないようにするのが大変でしたね。Ｗｅｂ小説の書籍って、最後まで出せるかどうかもわからない状態で、自分としてもプロになろうという意識でやっていたわけではないので、Ｗｅｂ版の更新を疎かにしたらダメだなと。そもそも、本を買ってくださる方の中にはＷｅｂ版から応援してくれている人たちもいますし、その方々に「Ｗｅｂ版の更新止まってるじゃん」って思わせてしまうのは嫌だったので、頑張って両立させていました。




──書籍版やコミカライズの特典などで、書き下ろし小説もたくさん書かれていますが、書き下ろしで意識されたところなどはありますか？

　店舗特典だと３本４本くらい書くことが多いので、ロキシー、シルフィ、エリスでうまく分けたりしていましたね。あと、本編だけで一から十まで全て楽しめる形にしたかったので、書き下ろしの内容はできるだけ重要じゃない話にしようと意識していました。




──シロタカ先生がイラストを担当されると決まったときの印象をお聞かせください。

　シロタカ先生は透明感のある綺き麗れいな絵を描かれているので、ドロドロとした部分や性的な部分まである『無職転生』ともしかしたら作風が合わないのではないかと、不安もありました。ですが、最初に描いてくださったロキシーのイラストを見て「シロタカ先生でよかった」と思いましたね。表紙や挿絵の方も、巻数が進むにつれてシロタカ先生も勘どころを掴つかまれたのか、どんどんよくなっていったんですよ。新刊が出るたびに「今回のイラストがいちばんいいな」って思うくらい、いいものを描いてくださっています。




──キャラクターデザインに関して、どのような打ち合わせがあったのでしょうか。

　自分が直接シロタカ先生とやり取りすることはなくて、キャラクターシートに名前や性別「こんな感じのキャラです」ってイメージを書いて、既存の作品で参考になりそうなキャラクターがいれば、そのイラストも添付してって感じでした。ただやっぱり、小説だとどうしても僕の頭の中にイメージがないキャラクターもいました。とくにオルステッドは具体的なイメージがなくて「猛もう禽きん類るいっぽい感じだなー」ぐらいしか思い浮かばず、シロタカ先生も内容の薄いキャラクターシートが送られたときは困ったんじゃないでしょうか（笑）。




──２０２１年には『無職転生』のアニメが放送されましたが、アニメ化が決定したときの印象をお聞かせください。

　当初は「アニメ化するって言ってくれてるけど、結局完成しないんじゃないかな？」と思っていましたね。それが、実際にＰＶが公開されると物もの凄すごい反響で、Ｔｗｉｔｔｅｒのトレンドにのるくらいみんな期待してくれて、ありがたく思いました。自分はあまりリアルタイムでアニメを見ることはなかったんですが、放送当時はＴｗｉｔｔｅｒで実況して、ファンの反響もすぐに返ってきて、凄く新鮮な経験でしたね。




──２０２３年にはアニメシリーズ第２期が控えていますが、期待されていることはありますか？

　自分も原作者として制作に関わっていますが、小説とアニメでは媒体による違いもあるので、過剰な期待はしないでおこうと思いつつ、やっぱり１期と同じような、あるいは１期以上のものを期待していますね。




──改めて、書籍版の完結を迎えてのお気持ちをお聞かせください。

　さすがに感無量ですね。さっきも話しましたけど、書籍化の話をいただいたときに「最後まで出せないだろうな」って思っていたんですよ。本には打ち切りが付きまとうし「Ｗｅｂで全部読めるものをわざわざ買う人はいないだろう」という気持ちもありました。７巻が出たくらいに「最後まで書籍化できそうです」とは言われたんですけど、それでも当時は実感がわかなくて。応援してくださったみなさんにはとても感謝しています。




──『無職転生』に限らず、今後やってみたいことはありますか？

　『無職転生』で言えば、ルーデウスの死から80年後の話を、自分が死ぬまでには書ききりたいですね。それ以外だと、最近はキャンプに行きたい欲がありまして、キャンプ道具も一通り揃そろえてみたので、今度行ってみようかなと。




──最後にファンのみなさんに一言お願いします。

　10年間ご愛顧いただき、本当にありがとうございました！





[image: ]

──イラストはいつ頃から描き始めましたか？

　絵は物心ついたときから描いていたと思います。好きなキャラクターを描いたり、小学生の時はクラスメイトとイラスト交換して遊ぶのが好きでした。より描くようになったのは中学３年生のときにＰｉｘｉｖを知ってからで、クオリティの高い絵がたくさんあって「自分も描けたら楽しいだろうな」と思ったのがきっかけです。




──イラストレーターを目指したきっかけを教えてください。

　Ｐｉｘｉｖを知ってから漠然と「イラストを描く仕事をしたいな」と思うようになり、学校で使っていた絵の具で着彩して、当時開催されていたライトノベルのイラストコンテストに応募したりしていました。そのコンテストには入賞できませんでしたが、数年後に別の機会で入賞することができ、少しずつお仕事のご依頼をいただけるようになりました。




──ご自身の作品づくりで影響を受けた作品やジャンル、作家さんなどをお聞かせください。

　たくさんの方の影響を受けていますが、現在の絵柄を描くようになったのは黒星紅白先生の『キノの旅』がきっかけです。かわいらしい女の子だけでなく、幅広く魅力的なキャラクター、背景、小物、抽象的な表現のイラストがとても好きです。ファンタジー系のイラスト制作では『ファイナルファンタジー』シリーズや『テイルズ オブ』シリーズ、『ルーンファクトリー』シリーズなど、子供の頃にハマっていたゲームの影響を受けています。




──イラストを描かれるうえで意識されていることはありますか？

　最近は仕事をはじめる前に15分ほどクロッキーをするようにしています。短い時間でもしておくとその日の調子の良し悪しがわかったり、感覚的な手の滑りが良くなったりするので日課にしています。




──『無職転生』を初めて読まれたときの印象をお聞かせください。

　「可か愛わいい女の子と異世界ライフを送るお話かな？」と思って読み進めていたので、魔大陸に転移した時は驚きました。また転移後に、ルイジェルドや異世界との価値観の違いを実感したルーデウスがうまく折り合いをつけたり、パウロと親子げんかしたりするだけではなく、ルーデウス視点でわからなかったエリスの心情や、その後の展開が描かれていくうちに作品の魅力に引き込まれていきました。まるで大河ドラマのようなストーリーになっていて、物語を通じてキャラクターの一生を見届けられるという点も新鮮でしたね。




──イラストを手掛けるにあたってどういったディレクションがありましたか？

　表紙やキャラクターデザインの細かなニュアンスを打ち合わせしながら作っていきましたが、１巻の表紙がなかなか決まらず、苦戦しました。そのあと、口絵になる予定だった家族写真風のイラストを表紙にしようということになり、シリーズを通して、作中のワンシーンを切り取った表紙にするという方向性に決まりました。




──各巻の挿絵や表紙イラストの構図はどのように決められましたか。

　担当編集さんとの打ち合わせで、描くキャラクター、シチュエーション、大体の配置は指定を受けていたので、指定キャラクターをどう収めるか、シーンの切り取り方が前巻と被かぶっていないかに意識しつつ制作していました。『無職転生』はキャラクターが多く、同じシーンにいないキャラクターも１枚のイラストに落とし込む場合もあったので、大変でした。そういうときは映画のポスターデザイン等を参考にしていて、15巻や25巻のイラストはそれが顕著に出ていると思います。




──これまで描いてきたイラストのなかで、特にお気に入りのものを教えてください。

　１巻、13巻、26巻の家族写真風のイラストは、描くのは大変でしたがお気に入りで、『無職転生』だからこそ魅力的に見えるイラストだと思っています。方向性を示してくださった理不尽な孫の手先生と担当編集さんには頭が上がりません。本編以外ではリコレクションの表紙も気に入っています。普段のイラストでは時間が足りず描くことができなかった装飾や小物を思う存分詰め込みました。他の巻の表紙と違って細かい指定が少なく、キャラクターもほぼルーデウスのみだったので、今までとは異なる雰囲気に描くことができて楽しかったです。




──巻数が続いていくなかで、イラストの描き方などで変わった（変えていった）部分などはありますか？

　８年もの刊行となると、自分の好みも画力も変わっていくので、１巻と26巻ではイラストから受ける印象も変わってきていると思われます。見てくれる読者の方が混乱しないように、根本的な部分で絵柄は変えないように心がけてきましたが、自分のイラストとにらめっこしすぎて感覚がマヒしているので、実際に読者の方たちにどのように映っているのか、気になりますね。




──デザインされたキャラクターたちについて、制作時のエピソードや印象をお聞かせください。

・ルーデウス

　左目の泣きぼくろは、異世界人の魂が入った子供の親の気持ちを考えたときに、親子だと一目でわかる遺伝した部分を入れたくなり、パウロと同じ位置に配置した覚えがあります。物語で描かれる内面と外面で印象の差が大きかったので、明確なイメージがわきづらくデザインに悩んだキャラクターでした。




・ロキシー

　最初は魔術師らしく、もっともっさりとしたローブ服の方がいいのだろうと思いました。ですが、ロキシーは初めて登場するヒロインでもあるので、可愛らしさのある衣装を着てほしいというところもあり、青い髪色が綺き麗れいに映えそうな白い服と、短すぎず長すぎないスカート丈の服でデザインしました。




・シルフィエット

　自分が原作を読んでいたときに、性別がわかるまで本当に男の子だと思って読んでいたので、読者が見た際もわかりにくくしようと思い、中性的な印象を受けるデザインを心がけました。髪のはね具合にすごく気を使った覚えがあります。




・エリス

　作中で受ける印象からも、とにかく苛か烈れつなキャラクターに見えるように、当時の自分が描けた最大限のつり目でデザインしました。




・ルーデウスの子供たち

　ルーデウスたち親のデザインがもう先にあるので、どの特徴を遺伝させるかを選択しながらデザインにしていくのが今までやったことのないプロセスだったので新鮮でした。パウロやフィリップの特徴を落とし込んでいる子もいるので、どこが誰に似ているのか探して楽しんでいただけたら嬉しいです。




・魔族について

　『無職転生』のお仕事をいただく以前は美少女キャラのデザインがほとんどだったので、魔族のデザインは試行錯誤の連続でした。ギースの人間と猿の特徴の足し引き、バーディガーディの筋肉のバランス、ペルギウス等の鎧よろいや武器を装備しているキャラなどは、資料になりそうな本を買って、なんとか形にしていきました。




・フジカワユカ先生デザインのキャラ

　セーラー服姿のナナホシ、聖獣様、マルタはコミカライズ版の方が登場が早かったため、原作書籍版でもフジカワユカ先生のデザインを踏襲しています！　聖獣様かわいい！




・エリナリーゼ

　冒険者風だがドレスっぽさがあるという描写をうまく落とし込めた気がします。




・フィッツ

　初期のラフでは、サングラスの形をベーシックなスクウェア型にしていましたが、フィードバックいただいて今の形になりました。ヒロインの目元がサングラスで完全に見えないのはどうなんだと思い、瞳の色味はわからないけど表情はかすかに読み取れる透け具合になるよう気を配って描いた覚えがあります。




・リニア、プルセナ

　よく動くキャラクターなので描いていてとても楽しかったです。デザインも二人が並んだ時のバランスが気に入っています。




・アリエル

　絶世の美女、カリスマがあるキャラクターであるという部分を、他の美人キャラクターたちとどう差別化するか悩みました。そのため、アリエルだけまつげを白抜き処理にして、パッとイラストを見たときの顔の印象に差がでるようにしました。




・ミコ（神子）

　珍しくカラフルにデザインできたキャラクターです。ぽっちゃりキャラということで、輪郭のバランスを他のキャラクターと変えています。今見ると少しやり過ぎな気もしますが、描く機会の少ないバランスに挑戦できたので、気に入っています。




・アレクサンダー

　初回のラフでは、今より少年寄りのデザインで提出していました。キャラクターコンセプトとして「いい歳としこいて少年漫画の主人公ぶってる」ので、年齢を上げてほしいとフィードバックいただき、今のデザインとなっています。年齢を上げたらキャラクターに絶妙に痛さが出て、デザインに深みが増したので、なんて的確な修正指示なんだと驚きましたね。




──ルーデウスをはじめ、『無職転生』のキャラクターたちは作中で年齢を重ねていきますが、デザインするにあたって意識された部分はありますか？

　目や鼻筋、輪郭の調整はその都度していましたが、それだけでは変化が乏しくわかりにくいものになってしまうので、ルーデウスだったら年代でズボンの丈や襟足の長さが異なるように、服装や髪型でも変化が見えるようにデザインをしていました。なかでも、20代～40代の変化を描くことがとても難しかったです。13巻表紙のゼニスとリーリャは、当時はまだ画力不足で年齢を表現することができず、申し訳なく思っています。逆に、26巻の表紙では着彩で小こ皺じわを馴染なじませていて、年齢を表現できているのではないでしょうか。




──２０２１年には『無職転生』のアニメシリーズもスタートしました。アニメの感想や、放送当時の印象などお聞かせください。

　映像の動き、キャストさんの声、流れてくる音楽のどれもが素敵で、たくさんの方々が集まって作る作品はやっぱり凄すごいなと思いました。背景や小物、モブキャラクターで感じられる世界観の描写がとても好きで、ＯＰが毎話楽しみで仕方がなかったです。




──『無職転生』に限らず、今後やってみたいことなどはありますか？

　世界観やテーマを決めて、創作本を作りたいなと思っています。他にも『無職転生』のアニメを見てから、イラストを動かしてみたい気持ちもありますし、３Ｄにも興味があるので色々と挑戦していきたいですね。




──最後にファンのみなさんに一言お願いします。

　こうして書籍版が完結するまで出版されたことは、理不尽な孫の手先生の素晴らしい作品を、ファンの皆様が愛し、応援してくださったおかげだと思います。そんな愛される作品に携われたこと、恐れ多くもありましたが大変光栄でした。これからもコミカライズやアニメとまだまだ沢山の展開が待っていますので私も一緒に楽しんでいけたらと思います。完結本当におめでとうございます！　ありがとうございました！
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